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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。























口絵・本文イラスト　ひさいちよしき









　目次








ことの始まり

１　指輪をさがそう

２　噂うわさの人が来た！

３　仕事はそっちのけで……

４　下水道に行こう　その１

５　森の魔ま女じよにご用心

６　子供のキモチ

７　エンゼル・ハートクラブ見参！　もしくは「狼なんて怖くない」

８　大人おとなの事情

９　下水道に行こう　その２

10　白しろ蛇へびさまにおねがい！

ことの終わり




　あとがき









　ことの始まり







　かちん。

　ブーツの爪つま先さきになにか当たり、メイベルは足をとめた。

　腰こしに帯おびた剣けんに気をつけながら、道に屈かがみこむ。

　彼女が蹴け飛とばした物はくるくると回り、あやうく道みち端ばたの溝みぞに落ちるところだった。すかさず拾い上げる。

　掌てのひら大の、少し歪ゆがんだ円えん盤ばんだった。鏡と思ったが、そうではないらしい。銀でできている古い代しろ物もので、ところどころに緑色の粉が吹ふいていた。

　その表面に彫刻が施ほどこされている。

　メイベルの整ととのった眉まゆの片方が、ぴくりと上がった。

「これは……」

「それはあたしのよ！」

　鋭するどい、甲かん高だかい声が降ってきて、メイベルは顔を上げた。

　まだ幼おさないといってもいい少女だった。この地方には珍めずらしい、真っ黒の、カールのかかった髪かみと瞳ひとみを持っている。煙えん突とつ掃そう除じをしてきたみたいに全身煤すすだらけだが、なかなか可愛かわいい顔をしていた。

　気き丈じように、そして頑がん固こそうに唇くちびるを嚙かみしめ、仁に王おう立だちになってメイベルをせいいっぱい睨にらみつける。

（おやおや）

　メイベルはふっとほほえんだ。そして、立ち上がり、ひるむ少女の手に円盤を渡わたす。慌あわてて逃にげようとする少女の腕うでを、すかさず摑つかんだ。

「やっ……！」

　懸けん命めいに手を振ふり解ほどこうとするが、しょせんメイベルの鍛きたえられた腕わん力りよくには、象の前の蟻ありだった。メイベルはできるだけ優しい声こわ色いろで、

「子供、この町の人間か」

「…………」

「その円盤はどこで手に入れた。道で拾ったのか」

　少女は答えない。キッとメイベルを睨みつけている。

　その体が小刻みに震ふるえているのに気がついた。

「やれやれ、私が悪者か」

　メイベルが頭を振り、手を緩ゆるめた瞬しゆん間かん、少女は彼女を突つき飛ばして走りだした。

「あ。待ちなさい！」

　思わず声を上げるが、待つはずがないのは分かっていた。ただでさえ彼女は女だてらに剣を帯び、男の格かつ好こうをしているので、子供がおびえて逃げたくなるのもしかたがない。

　少女はネズミのようにすばしっこく走り、角に消えた。それを見み届とどけたメイベルは、もう一度頭を振り、大きく息をつく。

（しかし、あの紋もん様ようは……）

　あれを、あの子はどこで手に入れたのだろう？







　１　指輪をさがそう







　種まきも終わり、農作業の一ひと段だん落らくした春の日の午後。

　村外はずれの学校へ続く道を、一人の少年が走っていく。一本に結ゆわえた栗くり毛げの髪かみが、馬の尻尾しつぽのように大きく揺ゆれていた。

　ウィル・ゴーダ、十二歳。村から少し離れた森の入り口に祖父と住んでいる、「捜さがし屋三代目」である。

「おっ」

　ウィルはニッと笑った。前からにぎやかな二人組が歩いてくる。

　少女は金に近い、明るい茶色の髪の持ち主で、少年の方は完全にブロンドだ。背せ格かつ好こうが大して変わらないのは、少年が年のわりに華きや奢しやなせいだろう。

「だからさ、小屋に着いたのはぼくの方が早かったんだよ。あとはあの膨ぼう大だいな数の鍬くわの中から、ギゼームさんの鍬を捜すだけだったんだ」

「バズは一本一本調べてまわったんでしょ。でも、ウィルは一発でギゼームさんの鍬を言い当てたじゃない。だめよ、バズは。結果が命だもん」

「そんなあ」

「いくら一夏雑草を抜いて回ったって、ハリケーンが来たら麦は全ぜん滅めつなのよ？　その冬は蕎そ麦ばでも食べるしかないもの。結果がすべてだわ、終わりよければすべてよしっ。というわけで、今回もウィルの勝ちよ。あんたとのデートの約束も白紙だからね」

「マギー、それはないだろ!?」

　百メートル離れていても口論が聞こえてくる。

（あいかわらずだなあ、二人とも）

　ウィルは笑った。マギーは村長の孫娘で、バズは近きん隣りんで唯ゆい一いつの医者の息むす子こだ。二人とも彼の幼おさななじみである。

「おーいっ」

　ウィルが手を振ると、マギーが気づいて、

「ウィール！」

　ばたばたと駆け寄ってくる。マギーは目のぱっちりした、こんな田舎いなかには珍めずらしく可愛かわいい娘だ。そのあとをバズが慌あわててついてくる。彼の方は村始まって以来の秀才と言われ、父親の跡あとを継ぐ勉強のしすぎか、分厚い眼鏡めがねをかけていた。

　ウィルは寄ってきた二人に、愛あい想そうよく笑って、

「ちょうどよかった、二人に会いにいくとこだったんだ」

「ぼくはちっともちょうどよくない」

　口を尖とがらせるバズ。マギーと二人っきりのところを永遠のライバル（当人曰いわく）に邪じや魔まされて、不ふ機き嫌げんらしい。

「やっぱり行こう、マギー。こんな学校にも行かない、字も読めない甲か斐い性しようなしと付きあうことなんかないよ」

　そう言ってマギーの手を引っ張ろうとしたが、彼女はどんとバズを突き飛ばした。

「うわあっ!?」

　もののみごと顔から地面に突っこむバズ。えてして秀才というものは運動神経が鈍にぶいものである。

「あーあ、いったそー」

　大して同情もしていない口調で、ウィルはバズのそばに屈かがみ、

「大だい丈じよう夫ぶかあ、バズ」

「きゅう」

「ウィル、あたしになにか用だったんでしょ？」

　バズを覗のぞきこむウィルの顔を、マギーはぐいっと手で自分に向けさせた。「あたし」を強調して言う顔は、バズを突き飛ばしたことなんかきれいさっぱり忘れた笑顔だ。

　暴君に逆らってはいけないと分かっているウィルは、顔をひきつらせながら、

「あ、ああ、用ね、用──二人とも、仕事しない？」

　ようやく二人を探していた理由を思いだしたウィルが、ぱあっと顔を輝かせて言った。マギーもすぐに合が点てんがいったらしく、

「じゃあ大口の仕事が入ったのねっ。今度はなあに？」

「サンマリーズの豪ごう商しようドーソンさんちで指輪捜しすんの。お一人日当銅貨五枚。二十人ぐらい集めたいんだけど」

「銅貨五枚？　やけに奮発するじゃない」

「まあなっ。今日は相手がいいんだ」

　うきうきとウィルは答える。彼がこういう態度をとるときは、「楽に金が稼げる仕事」か、「難むずかしくても好奇心をくすぐられる仕事」のどちらかだ。人を集めるということは、今回は前者らしい。

　マギーは頷うなずくと、

「みんな下した請うけの仕事が来るの楽しみにしてるの。今学校終わったばかりだから、すぐ集まるわよ」

「じゃ、学校まで行こう」

「ちょ、ちょっと待てえ！」

　学校へ戻もどろうとした二人を、バズが這はいつくばったまま止めた。落ちた眼鏡を捜しながら、

「ウィル！　おまえ、また人じん海かい戦せん術じゆつに出る気だなっ。それでもプロの捜し屋か!?」

「プロだからいちばん効率のいい方法をとるのだ」

　えっへん、とウィルは胸を張って答える。

「金持ちの家や捜さがしなんて、人海戦術で攻せめるのがいちばんいちばん。バズは来ないのか？」

「だ、誰だれがそんな頭の悪い仕事なんかできるかっ」

「へー。残念だな、せっかくの現金収入のチャンスなのに。ま、銅貨五枚だもん、ほかの奴やつ誘さそうからいいけど」

　あっさり引っ込むウィル。バズは拍ひよう子し抜ぬけして、

「あれ？　あの、ウィル？　もうおしまい？」

「おしまいおしまい。時間がもったいねえ。じゃーなっ」

「ウィル、そんな人放ほうっといて、早く行こ」

　マギーに腕を引っ張られ、ウィルは歩きだす。

　銅貨五枚。現金収入のほとんどない田舎の村の子供には、かなりの大金だ。

　しばらくして、

「……おい、ちょっと待てってば！」

　バズが顔を真っ赤にして迫せまってきた。ウィルは白しら々じらしく目を円くして、

「なんだ、来ないんじゃなかったのか」

「ふん、おまえの、その頭の悪さを、ぼくの、この明めい晰せきな、頭脳で証明、してやろう、と思った、だけだ。この指輪捜し、で、今度こそ、雌し雄ゆうを、決してやる！」

　息を切らしてバズが宣言すると、マギーの冷たい突っ込みが。

「昨日きのうも雌雄を決した戦いだったんでしょ」

「うっ」

「連敗中なんだから、バズが一回ぐらい勝ってもウィルは割にあわないわね」

「マギー、そんなあ」

　情けない声を上げるバズをマギーは無視して、ウィルに向かって、

「ねっ、ウィルもそう思うでしょ」

「そんなのはどっちでもいいけどさあ。それよりバズ、雌雄を決するって、雄おすと雌めすとどっちになった方が偉えらいんだ？」

　にやにや笑って尋たずねるウィル。バズは一瞬虚きよを衝つかれた様よう子すで、

「え？　えーっと、お、雄、かな？」

「なによバズ、あたしにあんたが勝てるとでも思ってるの!?」

「ふええ、マギー、そういう意味じゃないよお」

　マギーに食いかかられて、バズは泣きそうな面おももちで弁解した。やっぱり雌になった方が偉いらしい。

「んじゃ、俺おれ、先に学校に行くからっ」

　自分に危害が及およぶ前に、さっさとウィルは逃げだした。

「あっ、ウィル、待ってよお」

「マギーっ、ぼくの家で本を見る約束はあ!?」

　慌てて二人もウィルのあとを追いかける。

　ウィル・ゴーダ、十二歳。捜し屋三代目。性格はきわめてお調子者だ。




　翌日、ウィルに率ひきいられたヨルカ村の子供二十人は、荷馬車に揺ゆられ、村から一時間のところにあるサンマリーズに向かった。

　サンマリーズはこの一帯でいちばん大きな町だ。丘の上に築かれた石の町の歴史は古く、国が建国される前からすでに商業の町として確立していた。地下を掘ると、昔の町が何層にも積み重なっていて、天てん然ねんの博物館になっているという話もある。

「ドーソンさんって、中央にもつながっているお金持ちでしょ？　北方の織物で財産を築いた成なり金きんだって、父さんが言ってた」

　マギーが隣となりで手た綱づなを握にぎるウィルに話しかける。ウィルは前を向いたまま、

「成金だってなんだって、金を落としてくれりゃあいいよ。お客さまがいらっしゃるかぎり、明日のパンの心配は要いらねえもん。神さま、今日も敬けい虔けんな信徒に間ま抜ぬけな客をお与えくださり、感謝感激雨あられ」

　ひし、と手を組んで祈いのるウィル。マギーがけらけら笑う。

「それにしても、なくした指輪を捜すために銅貨百枚も出すなんて、やっぱり成金の考えることは分からないわね。ウィルはいくらもらうの？」

「へへっ、銀貨一枚」

「じゃあ、ドーソンさんは銀貨二枚も出すってこと!?」

　気が知れないとマギーは目を円まるくした。

　森をいくつか抜けると、サンマリーズの美しい町並みが見えてきた。

　丘の地肌はまったく見えない。町はぐるりと城じよう壁へきに囲まれ、丘の頂上には教会が建っていた。そこから麓ふもとにかけて、オレンジ色の屋根に黄色がかった灰色の壁かべの家が林りん立りつしている。かなりの勾こう配ばいだ。

　丘の周辺には畑が広がり、町からあふれた小さな家がぽつぽつと建っていた。

「いつ見てもきれいな町ね」

　マギーが目を輝かせて言う。荷台にいるほかの子供たちの目も丘の町に釘くぎづけになっていた。彼らにとってはめったに来られない都会だ。

　サンマリーズにはこれから訪ねる豪商ドーソンのような、北と貿易をしている商人たちが多く住んでいる。中央──王都ゼフィッツイに居きよを構えていては仕事にならない、かといってド田舎に住むのも嫌いやだという金持ちだ。北方への玄関口として、古都サンマリーズは選ばれていた。

　ウィルも丘を眺ながめながら、

「俺もいろんな町に行ったけど、サンマリーズの美しさは国で一、二を争うと思うな。保養地で名高いルースの町並みに劣らねえもん」

「いつかはあたしもサンマリーズに住みたいわあ」

「マギー、マギー、ぼくと結婚したら、サンマリーズどころかゼフィッツイに住ませてあげるよ。ぼくは医者になるんだから」

　荷台からここぞとばかりにバズが顔を出す。マギーはうっとりしたまま、バズに肘ひじ鉄てつを食らわせた。

　どたん。荷台の方で大きな音がする。

「サンマリーズには領主さまは住んでないのよね」

「え？　あっ、ああ」

　荷台で伸びてしまったバズを、ぞっと眺めていたウィルは、マギーに話しかけられて慌てて何度も頷いた。

「ここは商人たちの影響が強いから領主さまも遠慮してんだ。でも、執しつ務むはやっぱりこっちの方が便利みたいだから、別館はあるけどさ。ほら、あの大きな塔が五本建っている建物」

　たしかに丘の中腹に、五本の四角い塔をいただいた大きな建物がある。だが、周囲の家々もかなり大きいので、さほど立りつ派ぱというイメージはなかった。

「豪商の家って領主さまの家より大きいのね。これなら銀貨の二枚や三枚、どうってことないはずだわ」

　マギーはため息をつきながら言った。

　城壁の門をくぐると、荷馬車を置いて歩いてドーソン家へ向かう。坂がきつすぎて、疲れた馬四頭では登れないのだ。

　ドーソン家は広場に面した一等地にある、大きなお屋敷だった。地上四階、地下二階（もっとも斜面に建っているので、地上六階と言えなくもない）建てだ。

　上は十五、下は五歳の子供たちは、ばかでかい台所に通された。現れたドーソン夫人は、鼻の潰つぶれた長毛猫を抱きながら、

「指輪は立て爪づめ型で大きなおダイヤがついております。勝手に部屋には入らず、きちんとたくの使用人の許可をとるように。勝手な振る舞いをして、泥どろ棒ぼう呼ばわりされてもしかたありませんわよ。よろしいですわね」

　言いたいことだけ言って、巨大な綿ぼこのようなドレスをひるがえし、さっさと私室にこもってしまった。

「なんでえ、感じ悪いばばあ」

「俺たちが泥棒みたいな口ききやがって」

「ウィルの言うとおり、ちゃーんと水浴びしてきたのにい」

　ぶうぶう子供たちから不満の声が上がる。なるべくこぎれいな格かつ好こうで来るようにとウィルは指示しておいたのだが、それでもドーソン夫人は気に入らなかったようだ。

　そんな仲間をウィルは追い立てて、

「文もん句くばっか言ってないで仕事にとりかかるぞっ。まずは夫人の寝室から、要領はいつものとおり、タンスの裏も見み逃のがすなよーっ」

「おーっ！」

　さすがに毎回人海戦術に駆り出されているだけあって、子供たちは慣なれた様子で動き始めた。そのあとをぞろぞろ使用人たちもついていく。

「あれだけ使用人がいるなら、自分たちで捜せばいいのに」

　まだ納なつ得とくがいかず、憮ぶ然ぜんと言うマギー。

「そんなこと言ってたら俺ら飢うえ死にしちゃうよ。彼らには彼らの仕事がある。そして、俺たちには俺たちの仕事があると。ほら、行こうぜ」

　ウィルに急せかされ、ともかく台所を出ようとした二人の前に、バズが立ちはだかった。

「ふっふっふっふ」

　仁王立ちになって、口で笑うバズ。マギーは可愛い顔をしかめた。

「なによ、バズ。変な笑い方して」

「ふっふっふっふ。だからおまえは頭が悪いというんだ、ウィル。こんなだだっ広い屋敷で、やたらめったらに捜してもそうそう見つかるはずはない。昨日の鍬捜しでおまえ自身が証明してみせたじゃないか」

「だから？」

「まずはドーソン夫人になくしたときの状じよう況きようと、この家の構造、使用人たちの素す姓じようや性格、家の問題などを包み隠さず聞くのが、頭のいいやり方だ！　これを『聞きこみ』という、ウィル、覚えておけっ」

「なるほどっ」

　えらく納得した様子でウィルは手をぽんと叩たたいた。

「なるほど、じゃないわよ、ウィル」

「これで勝負あったなっ。ウィル、あとで泣くなよ。わっはっはっは」

　バズは意い気き揚よう々よう、笑いながら台所を出ていった。その背中に、

「がんばれよーっ」

　ウィルが声援を投げかける。

「なによ、バズったらばか笑いして。ウィルもウィルよ、バズに聞きこみなんかやらせていいの？」

「いいのいいの、俺も屋敷中の人間にやったあとだもん。その結果、人海戦術がいちばんって結論に達したのさ」

　憤然と言うマギーに、手をぴらぴらさせてウィルは答える。

「じゃあ、さっきの『がんばれ』っていうのは？」

「バズならドーソン夫人に気に入られると思って。あの夫人にうろつき回られるとなにかとやりにくいもんな」

　よかった、よかったと頷くウィル。マギーは眉をひそめた。

「どういうこと？」

「彼女、えっらい話好きなんだ」

「…………」

　マギーはバズの去ったあとを眺めた。彼がこれから出くわす不幸を考えると、ちょっとかわいそうになったが、

「ま、身から出た錆さびよね。ウィル、みんなのとこに行きましょ」

　あっさり切り捨て、指輪捜しへと向かう。

「女って、血も涙もない……」

　ぼそっとウィルが呟つぶやいたのも、当然無視された。




　一部屋ごとに総勢二十人で徹てつ底てい的てきに家捜しして半日、三十四ある部屋を捜し終わっても、指輪は出てこなかった。

　家捜し隊は部屋から廊ろう下かへ範囲を広げたが、今のところの成果は、主人がなくした金のカフス、娘が盗ぬすまれたと主張してメイドを一人追放した原因たるネッカチーフ、ネズミの巣、五十一枚の銀貨、その他もろもろだ。肝かん心じんのダイヤの指輪は出てこない。

「ウィル、ほんとうに屋敷ん中にあるのかよお」

「誰かに盗まれちまったんじゃねえの？」

「いや、家の中にあることは間ま違ちがいないんだ」

　どういう根拠か知らないが、ウィルは断言する。彼の動物的勘かん、血筋的勘は、今までの仕事で証明されている。だから、子供たちは文句を言いながらも、銅貨五枚のためにせっせと家捜しを続けるのであった。

　そのうち、

「ねえねえ、ウィルっ」

　どこかへ消えていたマギーが、ぱたぱたと駆けて戻ってきた。彼女は頰ほおをバラ色に染めて、興奮気味にウィルを捕つかまえると、

「あたし、地下でおもしろいもの見つけちゃった」

「おもしろいもの？」

「こっちよ」

　返事も聞かずマギーはウィルの手を取り、その地下へと向かう。

　ドーソン家の地下は斜面に面していて、日当たりがよく、地下というイメージからはほど遠かった。だが、マギーの連れてきたところは、その地下からさらに階段を下おりた、完全に地面の中だった。

　ワイン貯蔵庫を抜け、煉れん瓦がで囲まれた狭い通路を行く。かび臭くさい臭においが充満していた。

　愛用のカンテラを掲かかげながら、ウィルは顔をしかめ、

「こんなところまでうろちょろするなよ。泥棒と間違われるぞ」

「こんな可愛い泥棒はいないわよ。ほらっ」

　興奮しながらマギーが指さしたのは、通路を塞ふさぐ扉とびらだった。

　それは鉄と木でできた、大きな、重々しい扉だった。隙すき間まもないほどぴちりと固く閉ざされている。正面に逆卵形の大きなプレートがはめこまれていた。

「なんだろう、この紋章」

　ウィルはカンテラを近づけた。二匹の蛇へびが絡からみあって螺ら線せんを描いている──と思ったが、よく見るとそれは蛇ではなく、小さな花の密集のようだ。

「ドーソンさんちの紋章じゃないわね。それとも、アシュレイ家の紋章？」

　マギーも首を傾かしげる。「成金」ドーソン家の紋章は最近はやりの動物をあしらったもので、北の豪商らしく熊くまが前足を上げている絵を玄関で見た。

　領主アシュレイ家は、封ほう土どは小さいが古くからある名家なので、宝ほう冠かんと剣という「物」をあしらった古くさいデザインだ。

「紋章ってのは古いものになればなるほど、単純な模様になってくのが普通なんだ。動物、植物、文字、幾き何か学がく線と。こいつはけっこう古そうだな」

　ウィルはそっとプレートに触れてみた。材質は扉と同じ鉄だ。軽く触れただけでぼろぼろと表面がはがれてくる。錆だ。

「うーん？　何十年も開かれた様子がないな」

「ね？　おもしろいでしょ？」

　目つきが変わるウィルに、マギーが嬉々と言う。別にマギー自身はこういうものには興味ないが、彼に喜んでもらえれば自分も嬉うれしいのだ。

　ウィルは返事をせず、扉を慎重に調べてまわる。

「なんか古くさい鋲びようの打ちつけ方だなあ。でも、いい仕事してるよ。全然歪ゆがんでねえもん。この木、なんの木だろう」
















「ねえ、この向こうってなにがあるのかしら」

「少なくともドーソンさんちの隠し金庫、って感じじゃないな」

「なんで？」

「ドーソン家は今のあるじが一代で築いた『成金』なんだろ。こいつは彼らがこの家を買う前から閉めっぱなしになってたよ」

「それもそうね」

　マギーは納得すると、辺あたりを見回した。古い建物だが、どこも破損部分はない。

「よっぽどしっかりした造りの家みたい。ねえ、この家どのくらいするの」

「そりゃあ豪ごう邸ていだもん、俺たちが一生働いても手にできないぐらいさ」

「さすがは成金ねえ」

「ほんと成金だよ、あの奥おく方がたの格好！　悪趣味にもほどがあるよなあ。上から下まで都会仕立てって言ってたけど、てんでちぐはぐでやんの」

「きゃははっ。なんか巡回サーカスみたいだったわね。あ」

　一緒になって笑っていたマギーが小さな声を上げ、押し黙だまる。だが、ウィルは気づかず、扉を調べ続けながら、

「化粧のしすぎなんだよ。それがさあ、また旦だん那なのセンスがすっごい代物で、この前来たときなんか笑いこらえるので死にそうだったん──おわっ!?」

　急に首根っこを持ち上げられ、ウィルは悲ひ鳴めいを上げた。慌てて振り返ると、自分をつまみあげていたのは話題の人物、この家の当主ドーソンだった。噂うわさをすればなんとやらだ。

「あ、あはは、こんにちは、ドーソンさん」

　ひきつった笑みを浮かべてウィルは挨あい拶さつする。マギーが目を白黒させて、壁に張りついているのが見えた。

　ドーソン氏はずんぐりむっくりした体に、フリルのブラウス、ぴっちりした金のラメ入りのパンツ、ガチャガチャ音を立てる金属ブーツという出いで立ちだった。指には二十個の大きな宝石のついた指輪をはめている。

（あ、あいかわらずゴージャスな格好だぜ）

　服装だけでも笑えるのに、この男の顎あご髭ひげはくるくると弦つる巻まき状になって、あちこちに飛び跳はねているのだ。どうやったらそんな形になるのか聞いてみたいものである。

　そして極きわめつけは、高さ五十センチはあろうかという、ガチガチに固めて立てた灰色の髪だった。まるで背の高い植木鉢をかぶっているように見える。

　夫婦ともどもどういう流行を追っているのか、ウィルには見当もつかなかった。少なくとも半月前王都に出かけたときは、こんな格好をした人間は見かけなかった。

　ドーソン氏はじろりと陰いん険けんな目つきでウィルを眺め、

「ふん、捜し屋の小僧か。こんなところでなにをしている」

「えーっと、猫を追ってきたんだけどー、迷子になっちゃってえ」

　へらへら笑いながらウィルは答える。もう一度ドーソンは「ふん」と鼻であしらうと、ウィルを摑んでいた手を離した。

「猫にまで聞きこみをする気か。ドミノビョルントなら庭の方へ出ていったぞ」

「あ、どーも」

「まったく、奥も下らないことを考える。たかだか指輪一つ、こんな子供たちをわざわざ呼ぶなど気が知れん」

　頰ほおの垂たれた顔をしかめてドーソンが言う。奥とは夫人のことだろう。

　マギーは壁を向いて肩を震わせていた。大声で笑いださないよう懸けん命めいらしい。

「さっさと上に行け。こんなところまで指輪は転がってこん」

「あ、ドーソンさん。書斎の絨じゆう毯たんの下に、こんな物見つけたんだけど」

　目を吊つり上げて言い放ったドーソンに、ウィルが胸元から一枚の封筒を取り出す。ドーソンは目を細めたが、突然顔色を失い、

「そ、それは！」

　慌ててウィルの手から奪い取る。そして、顔を真っ赤にして、

「きさま、中を読んだのか!?」

「いーえっ。でも、とにかく見つけだした物はすべて報告するよう、奥さまに言われてるんで、返してもらわないと」

　にやにや笑いながらウィルは答える。絶対、読んでないとは言えない顔つきだ。ドーソンは顔色を赤から青に変えた。

「こ、これは私のだっ。よいか、この封筒のことは他た言ごん無む用ようだっ、特に奥にはな！」

「あー、ドーソンさん、この扉なんなの？」

「それは地下道につながる扉だっ。そう不動産屋が言っておった」

「地下道？」

「下水に続く道と聞いたぞ。詳くわしくは私も知らん、開あけるとにおってくるから閉めっぱなしにしてあるのだ。そこは開けるなよっ」

　ドーソンの話にウィルは眉み間けんにしわを寄せた。

　たしかに、町の至るところにある下水道への開口部は、いつも鼻がひんまがりそうな臭気を漂ただよわせている。そんなところへ通じる道が、こんな立派な屋敷の中に？

「サンマリーズのどの家にもこういう地下道はあるのかな」

「古い大きな家にはあると聞いたぞ。昔はそこを通って行き来もできたらしいが、今じゃみんな封鎖されておる。下水の臭いが体にしみつくなぞ、ぞっとせんからな。ほかに聞きたいことは!?」

　かなり焦あせっているらしく、だらだら汗をかきながらドーソンは促うながす。ウィルは爆笑したいのをこらえながら、扉のプレートを指し、

「あと一つ。これ、どこの紋章？」

「紋章？」

　ドーソンは初めてプレートに気づいたように、訝いぶかしそうに扉を眺めた。

「……いや、知らん。私は貿易商だからな、幾つも貴族の紋章を見ておる。だが、こんなものは初めて見るな」

　一瞬、彼の目に好奇の光が宿ったが、すぐに手紙のことを思いだし、

「これで聞きたいことは全部だな!?　いいな、この手紙のことは誰にも喋しやべるな！　あと、またなにか出てきたら、奥のところへ持っていく前に私のところへこい！　奥の賃金の倍値で買ってやるぞっ」

　そう喚わめいて、あたふたと去っていく。

　ドーソンの靴音が聞こえくなった途と端たん、こらえにこらえていたマギーが大爆笑した。

「あはははは！　なあにあれ！　サーカスだってああもひどい格好は考えつかないわよ！　おっかしい、おかしすぎるーっ！」

　腹を抱かかえて笑いまくるマギー。笑いすぎて涙をぼろぼろ流している。

「そんなに笑ったらドーソンさんが気の毒だぜ」

　そうたしなめるウィルも顔は半分笑っていた。

「あはは、あは、あー、おかしかった。ねえウィル、さっきの手紙はなんだったの？」

「珍しくない物さ、浮気相手からの手紙。金持ちには何人もいるもんだろ」

　片目をつむってウィルは答えたが、浮気相手が男であることはドーソン氏の名誉の為ためにも黙っておくことにした。切り札は熟成させた方がいいに決まっている。







　２　噂うわさの人が来た！







　結局、「おダイヤ」の指輪は見つからないまま、日が傾いてしまった。

　人海戦術はひとまずお開きとなり、ウィルから銅貨五枚を受けとった子供たちは、おのおの町へ散らばった。日暮れまで自由行動である。

「ねえ、指輪見つからなかったけどいいの？」

　広場から中央門にいたる坂を下りながら、マギーは心配になってウィルに尋ねた。ウィルは立ち並ぶ露ろ店てんを覗のぞきながら、振り向きもせず、

「大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫。あと一日、俺おれが一人で捜さがせば見つかるよ」

「見当はついたの？」

「まーなっ。ばあちゃん、この苺いちご、ばあちゃんぐらい萎しなびてるぜ。まずい」

「うちの売り物にケチつけないでくれっ。ほらほら、食ってんじゃないよ」

「ウィル、あたしの話聞いてる!?」

「聞いてるよ──おおっ？」

　ウィルが嬉き々きと声を上げ、道端に駆け寄った。通り沿いの家の土台に、鉄てつ柵さくでガードされた半円形の穴が空あいている。その鉄柵にウィルは顔を突きつけた。

　穴は縦穴になっているようだ。

「なあに、その穴」

　マギーも倣ならって顔をつきつけたが、すぐさま鼻を押さえて飛びのいた。

「うっわあ、くさい！　下水口じゃない！　ウィル、気持ち悪くないの!?」

　きゃあきゃあ喚わめくマギーに、ウィルは無言で手を振る。一心不乱に穴の底を覗のぞきこんでいる。

　汚お物ぶつと腐敗物と雨水の混まじりあった下水は、町のかなり下を流れているはずだった。それでもこの世のものとも思えない悪臭が、丘の上まで漂ただよってきているのだ。ということは、本流を間近で嗅かいだら死んでしまうに違いない。マギーは身震いした。

（ウィルの鼻、壊れてるんだわ。絶対そうよっ）

　本気でそう考えていると、ぱっとウィルが鉄柵を離れ、マギーのところまで走ってきた。顔を真っ赤にして、だらだらと汗をかいている。

　ぜいぜい呼吸するウィルにマギーが驚いて、

「どうしたの、ウィル」

「ず、ずっと、息、止めてた。は、はあ、苦し、かったあ」

「なにもそこまでして見なくても……なにか気になることでもあったの？」

「あ、ああ、例の、紋章、奥に見えた」

「例のって、ドーソンさんちの地下で見た？」

「それそれ。なんか、下水道に、関係してる、ところに、あるみたい、だな」

　肩で息をしながら喋しやべるウィル。謎なぞの紋章というのはおもしろいが、ただの下水道のマークにこんな努力をするなんて、マギーには理解できないことだった。

（男の子って、ほんとくだらないことに興味あるんだから）

　マギーは呆あきれ返って、ウィルの腕を引っ張ると、

「そんなことより、早くあたしたちも行きましょうよ。おじいちゃんにお菓子買ってってあげる約束なんだから」

「行くのは少し待ってほしい」

　不意に第三者の声がかかる。二人は振り向いた。

　背後に佇たたずんでいたのは、女と男の二人連れだった。

　女はまだ若かった。二十二、三辺あたりだろう。怜れい悧りそうな美び貌ぼうの持ち主だが、亜あ麻ま色の髪かみをすっぱりうなじで切り、男物のシヤツに革かわのパンツ、重たそうなブーツというまるっきり男の出いで立ちだった。サッシュを巻いた腰に帯おびた重い剣が、決してその男装が伊だ達てではないことを示していた。颯さつ爽そうとした物腰の、凜り々りしい女だ。

　男の方はもうちょっと年がいっている。少しうしろに控ひかえているところをみると、彼女の従者だろう。格かつ好こうも彼女と似たりよったりだが、彫りの深い顔立ちははっきりと外国人であることを表していた。

　ウィルとマギーはぽかんと二人を見上げた。外国人は商人の町サンマリーズではさほど珍しくない。だが、この男装の麗れい人じんは……

　女が口を開く。

「おまえが捜し屋ウィル・ゴーダだな」

「あっ、俺有名人？」

　反射的に軽かる口ぐちを叩たたくウィルに、女も小さく口の端を上げた。

「昨夜、ドーソン夫人がサロンで触れ回っていた。あの天才トレジャーハンター、トリック・ゴーダの息子を雇やとったとな」

「俺は親父おやじと違うよ」

　ウィルは肩をすくめる。

「親父は墓はか泥どろ棒ぼうだけど、俺はじいちゃんの跡を継ぐれっきとした捜し屋だ」

「なにが違う？」

　女はウィルに好感を持ったらしく、おもしろそうに聞き返す。ウィルはちょっと考え、そして、

「老いた父親と幼おさない息子を置いて、自分は美女とたわむれながら莫ばく大だいな借金抱かかえてドロンしちまったりはしないってこと」

　それを聞いて女は吹きだした。自分の親を捕つかまえてよく言ったものだ。

　彼女はくっくっくっと笑いながら、

「おもしろい子供だ。どうだウィル、おまえの評判を聞いて一つ仕事を頼みたい。私はメイベル・アシュレイ。多分、名は知ってい──」

「ええーっ！　じゃあ、やっぱりあの、『蛇へびも寄せつけないオカマ』と評判の、むぐぐ」

　大声を上げたマギーの口を、慌あわててウィルが塞ふさぐ。だが、やっぱり相手には聞こえてしまったようで、メイベルは笑った表情のまま、頰ほおをひきつらせていた。

「あー、あの……お？」

「ブルーノ」

　おそるおそる話しかけるウィルを無視して、メイベルは怒りを抑おさえた低い声で背後の男を呼んだ。ブルーノと呼ばれた彼は、先生に怒ど鳴なられた生徒のようにびくっと震え、それでもなるべく落ちついた様子で、

「はい、姫さま」
















「私はそのように民衆に呼ばれているのか」

「はっ、いえ、わたくしも知りませんでした、はい」

「ブルーノ。声が震えているっ」

「はっ。も、申しわけありませんっ」

　汗をかきながらブルーノは頭を下げる。

　メイベル・アシュレイ。言わずと知れた、この一帯を治おさめるアシュレイ家の跡取り娘だ。

　アシュレイ家は領土は小さいが、代々教きよう皇こうを守る騎き士しとして連れい綿めんと続いてきた貴族で、先代が死んだ今はその妻が領主の地位についていた。一人娘のメイベルは騎士として育てられ、剣の腕は並みいる屈くつ強きようを倒し、教皇の信頼をも得るほどだという。

　その評判と、二十三歳にもなって縁談の話の一つも聞かないという話があいまって、「メイベルの腕は男並みだ」「実は男のような女ではなく、女のような男なのだ」「だから男も女も近寄らないのだ」という、不ふ名めい誉よきわまる噂うわさが流れているのであった。

「……まあ、いい」

　メイベルは大きく息をついた。こんななりをしているのだから、いろいろな中ちゆう傷しようにはなれている。騎士仲間にも、また貴族たちにも。

（かばってくれるのが女ばかりなのも問題だな）

　彼女にいやがらせをする騎士や貴族たちの、妻や娘や恋人たちが一団となって彼女をかばうのが、またいやがらせの元となり、妙みような噂の出どころになっているのだろう。

　メイベルは髪を搔かきあげると、なにもかも見すかすようなブルーの瞳ひとみでウィルをじっと見つめ、

「ウィル、私の依頼を受けるな」

「え？　あ、いや、俺、今はドーソンさんちの仕事してるもんで」

「侮ぶ辱じよく罪でその娘をひっ捕とらえることも私には可能だが」

「あっ、きったねーっ！　脅おどす気か!?」

「静かにせんかっ」

　腹立たしげにブルーノがウィルの頭を殴なぐった。ごつっ、といい音がする。

「いててて。ぼ、暴力反対」

「言葉も立りつ派ぱな暴力だ。私の家に来い、人には聞かれたくない」

　それだけ言って、メイベルは踵きびすを返して坂を登りだした。ウィルは襟えり首くびをブルーノに摑つかまれ、ずるずると引きずられていく。有う無むを言わせない態度だった。

　ウィルは憮ぶ然ぜんとして、申しわけなさそうに佇むマギーを睨にらんで、

「まったく、マギーのせいだからな」

「ごめーん。でも、仕事が入ってよかったじゃない。がんばってねーっ」

「知るかっ」

　反省があまり見られない幼なじみに、ウィルは口を尖とがらせた。




　アシュレイ家の別宅に着くと、ウィルは屋敷の馬番に、彼を待っているはずの仲間に先に帰るよう伝えてもらうことにした。時間がかかるような雰ふん囲い気きだったのだ。

「ウィル、なぜ子供たちを使う？　おまえたちの人じん海かい戦せん術じゆつはここら辺ではけっこう有名だが、実際に最後に見つけだすのはいつもおまえだとも聞く。なぜ一人でやらない？」

　ウィルを居間に通したメイベルが、詰きつ問もん口調で尋ねる。ウィルは喜色満面で、

「あっ、俺、ちょー有名人っ」

「茶化すな、ウィル。私の仕事はそんな人海戦術なんぞとられては困るのだ。それとも、おまえの腕はまだまだ人数に頼らなければならないほど未熟なのか」

「人数を動員するのは金持ち相手だけだよ」

　ウィルは不ふ承しよう不ぶ承しよう答えた。

「あなたの言うとおり、仕事を依頼してくる奴らの中には、親父の噂を聞いて興味本位で依頼してくるのがいるんだ。それこそドーソン夫人みたいに。なんか宝捜しと誤解してるみたいでさ、俺が宝の地図を開いて、すばらしい推理でもって捜し物を言い当てるのを期待してるらしいんだよ。でも、宝の地図なんかあるわけないし、冒ぼう険けんやら大どんでん返しがそうそうあるわけないじゃん。俺はただの捜し屋だもん」

「つまり、金持ちの道楽には付きあいきれないってわけか」

　メイベルの言葉に、それでもウィルは頭を振って、

「そう言いたいけど、金持ち相手はいい金になるし。だから、そういう奴らに泡を吹かせてやろうと思って、大勢で押しかけるわけ。まあ、余よ興きようってとこかな。今じゃあ『捜そう索さく隊たい』の方が人気出ちゃってさ。依頼主だってほかのなくし物が見つかる場合だってあるし、村のみんなにもいい小こ遣づかい稼ぎになるし、どっちにもお得だからいいじゃん」

「なるほど」

　メイベルは納なつ得とくした。泡を吹かせよう云うん々ぬんはともかく、ウィルは地域に貢こう献けんしようとしているらしい。

（家はヨルカ村か。聞いたこともない名だな、小さな農村か）

（農村でこんな堅かた気ぎでない仕事についていては、周囲の目も厳しかろう）

　だから、どうでもいい仕事のときは子供たちを集め、現金稼ぎをさせてやっているわけだ。農村では、そんな子供が稼いでくる小銭でも貴重な現金収入に違いない。

　そうやってウィルは村に受け入れてもらっているのだ。

「ウィル、捜し屋を始めてどのくらいになる」

「えー？　わかんないな、気づいたときはじいちゃんと捜し回ってたから」

「今の村には長いのか」

「生まれたとこだよ。でも、年に半分もいない。一か所にいてもずっと仕事が入ってくるもんでもないし」

「苦労するな」

　しみじみメイベルは言ったが、ウィルはけろりとした顔で、

「そうでもないよ。小さいころからそういう生活だったから。あとは難題ふっかける依頼主さえいなけりゃいいんだけど」

「違いない」

　メイベルは大笑いした。したたかな子供だ。領主相手にぞんざいな口をきいても、いっこうに気に障さわらない。

　この子は本物だ。メイベルは確信した。捜し屋のプロだ。自分の仕事に自信を持っている。彼女はウィルの前に座すわると、

「では、本題に入ろう。おまえに一人の少女を捜してもらいたい」

「人間？」

　出された菓子を口いっぱいに頰ほお張ばり、ウィルは顔をしかめる。

「なんだ、人間は専門外か」

「あまり得意じゃないなあ、動き回るものは。やれと言われりゃやるけど。どんな子？」

「年は十歳くらいで、華きや奢しやな体つきだった。髪は天てん然ねんパーマの黒で、編みこんで頭にぐるりと巻きつけていたな。瞳ひとみも黒だ。肌も少し茶色がかっている──もしかしたら、デルセン放ほう浪ろう民みんかもしれん」

　わずかにためらいながら、メイベルは最後の言葉を付け足す。

　デルセン放浪民──単にデルセンと呼ぶことが多い。その名のとおり、遠く南東にあるデルセン地方から流れてきた放浪民のことだ。彼らは定住地を持たず、戦時には傭よう兵へい、平和時には盗とう賊ぞくとなってあちこちを転々としている。

　定住民は大体がデルセンを嫌う。町を守るために雇やとった彼らが、次の日には盗賊として町を荒らすこともよくあるからだ。戦士としての能力は高く買っても、定住民は決して彼らが町の中に住むことを許さなかった。

「この地にデルセンが流れてきたという話は聞かないが、商人の誰かが護衛に雇ったとも考えられる。彼らは家族単位で放浪するからな」

「やだなあ、動き回るもんは苦にが手てだって言っただろ。それに、あいつら排他的なんだもん、テント村見つけるだけでも苦労するんだよなあ」

　面めん倒どうくさそうにウィルは口を尖とがらす。メイベルは意外そうに、

「デルセンと接触したことがあるのか？」

「あるよ、やっぱり人捜しで。あんときは半月かかった。移動されちまうともう追いつけない。ほんとうにデルセン？」

「分からない。少し顔立ちが外国人のようだったが、それも気のせいかもしれん。かなり汚よごれた身なりだった」

「その子の名前は？」

「知らん」

「は？　あなたとはどういう関係？」

「見ず知らずの他人だ」

　間かん髪はつを入れず答えるメイベル。その返事に、扉の前に佇んでいたブルーノの眉み間けんにしわが寄り、ウィルは食べていたものを吹きだした。

「はあ？　なんだよ、そりゃあ。あんた、町で見かけた女の子の尻しりを追いかけたいだけか!?」

「小僧、言葉を慎つつしめ！」

「ブルーノ、いい」

　いきり立つブルーノをメイベルは手で制した。そして、ウィルの飛ばした菓子くずを腕から払いながら、

「言葉は悪いが、要はそういうことだ。一昨日の夕暮れ、東門に通じるマウレイ通りで私はその少女と出会った。私は彼女に話が聞きたいのだ」

「なんの話？」

「それは言えん。だが、急を要することだ。別にその少女をどうこうするつもりはない。私が男おとこ女おんなで幼女趣味があったとしてもだ。約束する」

　真剣な顔でメイベルは断言する。ウィルは口を歪ゆがめ、じっと天てん井じようを睨んだ。

　別にメイベルが本気で少女をどうこうするとは考えていない。だが、こんなわずかな情報で捜してくれと言われても、果たしてうまくいくかどうか。

「……なんか、もっとその子の特とく徴ちようとかないの？」

「ある。銀の胸飾り──多分、胸飾りだと思う、それを持っている。この掌てのひらくらいの円盤で、スパイラル模様が刻まれていた」

「スパイラル？」

「絵に描いてみせよう。ブルーノ」

　すぐにブルーノが紙とペンを持ってきた。メイベルは羽根ペンを持ったが、どうも絵心はないらしく、なかなか筆が進まない。

　ウィルはそれをじーっと眺ながめていたが、

「それで、いくらくれる？」

　メイベルは顔を上げた。

「引き受けてくれるのか」

「ここまで聞いたら引き受けないと帰してもらえないだろ。それに、じいちゃんとの約束もあるしさ」

「約束？　困っている女に手を貸すべしとでも？」

　自じ嘲ちようしてメイベルが言う。ウィルは首を振ると、

「来週こそはパンと肉を揃そろって食べられるようにって。パン代は昨日、塩代は今日稼いだから、あと肉代稼がなきゃ」

「……おまえの祖父は仕事をしないのか」

「してるよ。でも、一ひと月つきもかかってて、前払いの金もう使い尽くしちゃったんだ。じいちゃん酒吞のむしさあ」

　しょうもなさそうにウィルは頭を振る。メイベルは呆あきれていたが、ふっと寂さびしそうにほほえんだ。

「金がないと苦労するな」

「ほんとだよ。俺なんか庶しよ民みんの善良な味方だから、ボるわけにもいかないし。で、いくらくれる？」

「いくら欲しい」

　反対に聞き返され、ウィルはきょとんとした。メイベルは笑っている。冗じよう談だんのようでもあるし、本気のようでもある。

「……デルセンと接触しなくちゃなんないから、金貨十枚」

「それだけでいいのか？　もっと高たか値ねだと思っていたぞ」

　にやにや笑いながらメイベルは言い返す。ウィルは肩をすくめた。

「言っただろ、俺は庶民の味方、善良な捜し屋だって。高値はつけないし、別に現金じゃなくてもいいもん。でも、あなたは貴族だからな、もっとふっかけよっかな。金貨十二枚。必要経費はあとから払ってもらうから」

「よかろう。金貨二十枚払う。来週までに連れてこい」

　気前よいメイベルの提案に、ウィルは仰ぎよう天てんして飛び上がった。

「じょーだんだろ!?　それを一人でやれって!?」

「一人ではない。ブルーノをつけてやろう」

　メイベルの言葉に背後のブルーノが口を開きかけたが、すぐにやめてしまった。メイベルの決定に逆らう気はないようだ。

　ウィルは露ろ骨こつに嫌いやな顔をすると、

「こんなおっさんとお？　俺、あなたとがいいよ」

「私は明日から本宅の方に戻る。心配するな、この男の剣の腕はたしかだ。デルセンの傭兵なんぞは軽くあしらえる」

「そういう問題じゃないんだけどなー」

「ぐだぐだ言うな、仮にもプロの捜し屋だろう。ほら、描けたぞ」

　差しだされた紙を見て、ウィルは顔をしかめた。

　なにが描いてあるのか見当もつかない。

「これ、なに？」

「穴だ。中央にボタン穴のようなものが空あいていた」

「この線はどこにつながってるのさ」

「違う、これは二つの線が絡からんでいるのだ。どこも交まじりあわない。そう見えないか？」

「見える方がむりだよ」

　図説の解説をしてもらい、やっと全体の構図を摑んだウィルは、しばらく紙をじっと睨みつけていた。メイベルとブルーノは緊張したまま彼の言葉を待つ。

　ふいに、ウィルは立ち上がり、紙をたたんでポケットにしまった。

「分かった。じゃあ、明日から動き始めるよ。支払いは前金、今すぐ出る？」

「ああ、すぐ用意させよう」

　メイベルは内心ほっとしながら、立ち上がり、ブルーノに金を用意させた。そして、ウィルの肩を叩たたくと、

「引き受けてもらえてありがたい。いい結果を期待している」

「いーえっ。俺、この仕事に俄が然ぜん興味持っちゃったよ」

　ウィルがにっと笑った。妙なことを言う彼をメイベルは不審に思ったが、聞き返しても薮やぶ蛇へびになりそうだったので、やめておいた。




　馬車を持っていかれてしまったので、仕事が終わるまでメイベルが馬を一頭貸してくれることになった。

　丘の下にあるアシュレイ家専用の馬飼いの家まで、ブルーノと一いつ緒しよに向かう。

　ブルーノはなにも言わなかったが、やはりウィルの面めん倒どうを見る羽目になってつまらないらしく、むっとしていた。ウィルはそれを眺ながめていたが、

「おっさん、アシュレイ家の人？」

　声をかけてみると、彼は前を向いたまま、

「違う。私はメイベルさまの護衛だ。そう、護衛なのに、なんだってこんなガキのお守りなんかをせねばならんのだ。大体、今回のことだって、私になんの話もなく、いや、私に話さなければならない理由もないが、だからといって、いきなりこんなことに、人捜しなら私が喜んでするものを、こんな小僧にわざわざ頼むなんて」

　ぶつぶつとブルーノは文句を垂たれる。精せい悍かんな顔立ちといい年のわりには子供っぽいらしい。

　なんとなく彼の性格が摑めてきたウィルは、にやにや笑いながら、

「おっさんはその女の子を見た？　メイベルさんが捜す理由は？」

「いや、私はそのとき遣つかいに出されていた。なぜメイベルさまがその子供を捜すのかは見当もつかない。一体、私がいない間にメイベルさまになにがあったのだろう。私では頼りにならないのだろうか。なにか内ない緒しよにしなければならないようなことが、でもしかし」

　今度はくよくよし始めるブルーノ。

　ウィルは腕を組んで考えた。

（うーむ。質問にちゃんと答えるところを見ると、性格はまじめ。剣の腕はいいというし、主人の話に口を挟はさまない落ちつきがある、と。しかし、自分のこととなるとけっこう弱気と見たっ）

　特にメイベルの自分に対する評価が気になるようだ。ウィルはブルーノの肩──は手が届かなかったので、腰をばん、と叩くと、

「おっさん、こうなったからには仲よくやろーぜっ」

「おまえに言われたくないわっ」

　躍やつ起きになって言い返してから、ブルーノの顔に恥じらいの表情が浮かぶ。子供相手にむきになったのを反省しているようだ。

（こ、このおっさん、からかうと楽しいかもしれない）

　ウィルが一人で楽しんでいると、

「ういるううう」

　恨うらめし声とともになにかが背中にへばりつき、ウィルは驚いて飛びあがった。

「おわあっ!?　っと、なんだ、バズか」

　振り離されたバズは尻しりもちをついた。その顔はげんなりと憔しよう悴すいしていて、疲労の色が街灯の明かりでくっきり見える。地面に座りこんだまま、立ちあがる元気さえないようだ。

　ウィルはバズを助け起こしながら、

「こんなところでなにやってんだよ。みんなと一緒に帰らなかったのかあ？」

「……おまえ、あの夫人がむちゃくちゃお喋りだって知ってたな」

　恨み辛つらみのこもった声でバズが言う。ウィルは顔色一つ変えず、しゃあしゃあと、

「えー、俺知らないよ。あっ、それで今まで捕まって相手にさせられてたんだ。大変だったなあ、バズ。気の毒に思うよ」

「し、しらじらしいっ。ぼくを置いてとっとと行きやがって──みんな帰ったって？」

「うん。俺、馬で帰るけど、バズもどう？」

「だ、誰がおまえなんかと一緒に行くかっ」

　力なくバズは怒ど鳴なる。対抗する元気は残っているようだ。

　ウィルは肩をすくめると、きょとんとしているブルーノに向かって、

「だってさ。おっさん、行こうぜ。じゃあな、バズ。歩いて五時間、がんばれよーっ」

　明るく手を振り、歩きだすウィル。

　バズはようやく、荷馬車はもうないことに気づいた。

「……ご、五時間」

　呆ぼう然ぜんと佇んでいるバズを振り返りながら、ブルーノが、

「あれは友だちか？　捜し屋の下請けの？」

「そ。幼おさななじみ」

「いいのか、置いてって。おまえの村までの夜道は危険だろう」

「まあ、もう少し待ってなよ」

　茶目っ気たっぷりにウィルがウインクしてみせる。ブルーノは訝いぶかったが、とりあえず彼の言うとおり待ってみることにした。門まで行ってなにもなければ、自分があの少年を送り届ければいい。

　果たして、しばらくして、

「おおおおおい、ういるううう」

　世にも情けない声を出して、バズが追いかけてきた。







　３　仕事はそっちのけで……







　あくる日、マギーを伴ともなって屋や敷しきに現れたウィルに、ブルーノは眉まゆを吊つりあげた。

「小僧、人じん海かい戦せん術じゆつは抜きだと言ってあったはずだぞ」

「俺もそう言ったんだけどさあ」

　言いかけるウィルを、マギーが押しのけて、

「あたしは下した請うけじゃないわ。マギー・ディーバ、ウィルのアシスタント兼通訳ですっ。お話はぜーんぶ聞きました、よろしくね、ブルーノ」

「通訳だ？」

「彼、字が読めないんでーす。だから、あたしがいないと駄だ目めなの」

　自信満々にマギーは言う。ウィルの行くところなら自分も一いつ緒しよに行くのが当然と思いこんでいるらしい。

　だが、ブルーノには通用しなかったようで、

「字なら私が読める。ほら、帰った帰った」

　冗じよう談だんではないとマギーを追い返そうとする。だが、彼女はウィルにしがみついて、

「いやあん！　あたしはウィルのアシスタントなのお！　ぜーったい、ぜーったい、一緒に行くのお！」

「あーっ、うるさいうるさい」

　ウィルは耳を塞ふさいで、非難の視線をブルーノに向けた。彼は今け朝さがた、同じ目にあってきたところなのだ。

「おっさん、勘かん弁べんしてくれよ。うるさくてうるさくて」

「むむむ……まったく厄やつ介かいな子供たちだな」

　ブルーノも耳を押さえて、しぶしぶ承しよう知ちした。わーいと手を叩たたいて喜ぶマギー。この手で落ちなかった依頼主はいないのだ。

「では、始めるとするか、ウィル。まずはどこに行く」

「じゃあ、この屋敷から」

　町へ出ていこうとしたブルーノとは反対に、ウィルはアシュレイ家の屋敷の中に入る。

　かって知ったる屋敷とばかり、ずかずか奥へ入っていく。そのあとにマギーが続いた。ブルーノも慌あわてて二人を追いかけ、

「おい、どこに行くつもりだ!?」

「おっさん、この家の地下室はどこ？」

「こっちだ──この家に例の少女が隠れているとでもいうのか？　灯とう台だいもと暗しなんて考えているなら、それは愚ぐ直ちよくというものだぞ。メイベルさまは人を試すことなどせん」

「誰がそんなこと言ったよ。ちょっと確かめたいんだ」

　むっとしながら言うブルーノに、ウィルは肩をすくめた。少しでもメイベルのことが絡むと、すぐ躍やつ起きになるのだから大人げない。

（本当に忠義なおっさんだなあ）

　ウィルはぽかんとしている使用人たちを尻しり目めに、ずかずかと地下に向かった。地下蔵に入り、さらに奥へと向かう。

「なんかがらんとしてるわね。ドーソンさんちはワインでいっぱいだったけど」

　棚はいっぱいあるがなにも置いてない地下蔵を見て、マギーがつまらなそうに言う。

「ここは別宅だからな。そんなに必要ではないのだ」

「この屋敷はアシュレイ家が建てたの？」

　とウィル。ブルーノも首を傾かしげ、

「私も詳くわしくは知らんが、上層の部分は建て直したと聞く。下層、特に地下は前にあった屋敷のものをそのまま使っているらしい。この屋敷だけではないぞ、サンマリーズの屋敷の大体は、古い家を再利用してあるそうだ」
















「なんで？」

「土台基礎がしっかりしてあるからだろう。あと、上下水道の問題もあるだろうしな」

「ふーん、なるほどねえ」

　にやにやしながらウィルは頷うなずく。いかにもなにか知っているような口振りだったので、ブルーノは聞き返そうとした。そこへ、

「おっ、あったあった」

「ほんとうだわ」

　ウィルとマギーが歓声をあげ、はしゃぎながら通路に立ちはだかった扉とびらに駆け寄る。

　それは木と鉄でできた扉だった。かなり昔から開かれた様子はなく、鉄の部分が錆さびて赤茶けている。ブルーノはこんなところまで来たことがなかったので、驚いて、

「おまえたち、この扉を捜さがしにきたのか？」

「そうだよ。ほら」

　ウィルは昨日メイベルが描いた紙を取りだし、ブルーノに見せた。そして、扉の真ん中にある大きなプレートを指さして、

「ここに同じ紋もん様ようが描かれてあるだろ」

「ううむ……間ま違ちがいない、同じ柄がらだ」

　紙と扉を何度も見み比くらべながら、信じられない様子のブルーノ。

「おまえ、この扉がここにあることを、どうやって知った。例の少女の行方ゆくえをもう摑つかんだのか」

「まさか、そこまで仕事は早くないって。この扉はサンマリーズの古い屋敷によくあるものなんだとさ。下水道に通じてるそうだよ。こっちのプレートは通りの下水口にもついてた」

「下水口？　あの縦穴か？　町のあちこちにある？」

「それそれ。だからこの紋様は、サンマリーズのいたるところについてるってわけだな。でも、ほとんどの人はそのことに気づいていない。メイベルさんがいい例だ」

　自分の家に手がかりの紋様があることを知らないのだから、けっこう間抜けな話だ。

　だが、ブルーノは憤ふん然ぜんと、

「メイベルさまはお忙いそがしい方なのだっ。本宅とこちらを行き来して、そのうえ月の半分は教きよう皇こう庁ちように勤めてなければならん。知らぬこともあって当然だっ。なにが悪い」

「悪くないよ。開あくかな？」

　躍起になるブルーノを一ひと言ことで片づけ、ウィルは扉を押してみた。

　びくともしない。

「重いなあ。マギー、手伝って」

「カギかかってるんじゃないの？」

　鉄の扉を押す二人の子供に、ブルーノは慌てて、

「こら、開けるんじゃない！」

「えーっ、なんでさあ」

「下水の扉なんか開いたら屋敷中が臭くさくなってしまう。メイベルさまの留る守す中にそんなことさせてたまるかっ」

「こっちの方が優先だってば。なにかヒントがあるかもしれないじゃん」

　かまわずウィルは扉を開こうとしたが、幸か不幸か、扉は一ミリも動かなかった。マギーの言うとおり、カギがかかっているのかもしれない。

「ちぇっ、だめかあ」

「当たり前だ。もっとマシなところから接触しろ」

「ウィルはその子が下水道に住んでると考えてるの？」

　とマギー。ウィルは頭を搔かくと、

「そうだったら簡単なんだけどな。まっ、しかたねえか、別口から当たってみよう」

　そう言って、地下室から出ていく。

　どうも依頼を履はき違えているような少年たちに、ブルーノはいやな予感がするのだった。




　次にウィルが向かったのは、サンマリーズの町役場だった。

「おや、これはアシュレイ家の」

　さすがに領主の家け来らい、しかも外国人ということでブルーノの顔は売れているらしく、役場ではすぐ目的の窓口に連れていってくれた。目的──建造物管理課だ。

　応対に出たのは、いかにもやる気のなさそうな若い役人だった。

「下水道のことお？　物好きな奴らもいたもんだ」

　面めん倒どうくさそうに、それでも上司の命令には逆らえず、棚から地図を持ちだしてくる。

　それは丘の断面図だった。丘の頂上に教会の印があり、斜面に沿って家の略図が描かれている。その一軒一軒から地下に向かって線が伸びており、地中深くの太いパイプにつながっていた。

　ウィルたちは地図を覗のぞきこみ、そして、非難がましく役人を見た。これでは略図にもならない。役人もなにか言われることは予想していたらしく、無ぶ愛あい想そうに、

「俺のせいじゃねえよ、昔からこんな地図しかねえんだ。あとは、下水口の分布図があるけど」

「そっち見せて」

　役人から奪うようにウィルは下水口分布図を見た。

　教会を中心にした鳥ちよう瞰かん図ずで、ここかしこに赤インクで印がつけられている。

「この赤マルが下水口？」

「そうだ」

「通り沿いは一定間隔であるんだなと……下水口のない家もあるんだ」

「新しい家はどうしてもな。下へ手たに地面掘ると、昔の建物が出てきやがる。だから、そういう家はいったん外の排はい水すい溝こうを通して、通り沿いの下水口から落としているんだ。坊ぼう主ず、そんなこと調べて、学校の宿題かあ？」

　ウィルは返事をせず、じっと分布図を見つめた。一つ一つ見るのではない。全体を、まりで頭の中に地図を転写するように、記憶していく。

「ここが東門ね。アシュレイ家はここ？」

　ウィルの隣となりで、おもしろそうに地図を覗のぞきこんでいたマギーは、ふと素そ朴ぼくな疑問にかられた。欠伸あくびをしている役人をつつくと、

「ねえねえ、この下水はどこに行くの？」

「ああ？」

「あたしの村じゃあ下水道なんかないし、人じん糞ぷんは肥こえ溜だめに汲くんどくけど、サンマリーズの下水はどうしてるの？　掃そう除じの水も雨水も一緒なんでしょ？」

「ああ。そうだな、肥にはならん。下水は全部北の森に排出してるんだよ、お嬢ちゃん」

「北の森というと、入らずの森か？」

　ブルーノが驚いて聞き返す。

　サンマリーズの北側に広がる暗く深い森は、この辺あたりでは「入らずの森」と呼ばれている。毎年何人も行方ゆくえ不ふ明めい者を出すその森には、魔物や雑霊が棲すんでいて、迷いこんだら最俊、奴らに食べられてしまうのだと言われていた。だから、人の立ち入ることのない場所なのだ。

「あんなところに排出しているとは知らなかった」

「ブルーノさんよ、皆さんあんなところあんなところと言うが、北の森を『入らずの森』にしたのは、この下水なんですぜ」

　役人はシニカルな笑みを浮かべて言う。

「どんなにきれいな森だって、糞くそまみれになっちまったら誰も近づかねえ。最初は森深くの沼辺りにこっそり流してただけなんだろうが、年月ってのは恐ろしいねえ、今じゃあ森全体が糞だらけよ。今世紀に入ってサンマリーズは一気に人口が増ふえたから、このままじゃあ北の森から下水があふれちまうだろうな。あれも糞、これも糞、一歩踏みこんだら、そこから先は、はい、くっその沼あ」

　調子に乗って節をつける役人に、マギーもブルーノも顔をしかめた。下水の森など想像して楽しいものではない。

　だが、ウィルは興味をひかれたらしく、目を炯けい々けいと光らせて、

「その下水の排出って、どのくらい昔からしてた？」

「さあな。ずっと昔から集積パイプはあったっていうから、ずっと昔からじゃねえか」

「いつそのパイプ──この町の下水システムが作られたかは？」

「少なくとも俺のひいひいひいひいひいひいひいじいさんの代じゃねえな。サンマリーズの歴史は国より古いんだからよ」

　なにが楽しかったのか、役人はひひひっと喉のどを震わせて笑った。ウィルは少し考え、そして、自分が描き直した例のスパイラル模様を役人に見せる。

「こいつに見覚えない？」

「どっかで見たな……どこかの家の紋章？」

　首を傾かしげる役人。ウィルは礼を言って紙をしまうと、マギーとブルーノを見て手を振った。これ以上は無む駄だのようだった。

「下水道を管理する役人でさえ知らないんだから、あの紋章に大した意味はないってことだな。少なくとも現在は」

　役場を出ると、ウィルがつまらなそうに言った。

「やっぱり、単にきれいな模様だったから使っただけなのかなあ」

「一いつ体たいなにを考えているんだ、おまえは」

　憮ぶ然ぜんとブルーノは諭さとす。

「我々が捜さがしているのは、十歳の少女だ。決して下水道の探たん索さくではないぞ」

「俺はね、自分の勘かんを大たい切せつにしてるの」

　そう言ってウィルは自分の額ひたいを叩いた。

「ここにピカッ、て光る星があるんだ。捜し屋の星だ。こいつが俺を導いてくれる。昨日からずっと光ってるんだよ、おまえの行きたいところに行けって言ってくれるんだ」

「星？」

　思わずブルーノはウィルの額を覗きこんだ。そして、呆あきれながら、

「その捜し屋の星が下水道に行けと言っているのか」

　ウィルが大まじめで頷く。マギーもこくこくと頷いた。

「まったく気楽な話だな。まあ、好きにしろ。俺はしょせん戦い屋だ、捜し屋の勘とやらはないしな」

「捜し物は勘では見つかりませんよ、ミスター・ブルーノ！」

　背後から聞き覚えのある声が飛んできた。ウィルとマギーが顔をしかめる。

「むむ。この声は」

「バズう!?」

「やい、ウィル！　ぼくを置いていくとはなにごとだ！」

　振り返ると、やはりバズが顔を真っ赤にして駆け寄ってくるところだった。ウィルはぽかんとして、

「おまえ、歩いてきたの？　根こん性じようだなあ」

「ポリンカに乗ってきたんだっ。ちくしょう、すぐ追ったのに」

「あの、よろよろのロバで？　残酷だなあ」

「そうよ、ポリンカがかわいそうだわっ」

　マギーが横から口を挟はさむ。

「大体、なんでバズまで来るのよ。これは部外者ごめんの秘密捜そう索さくなんだからねっ」

「マギー、ぼくのどこが部外者なんだよ。昨日お会いしましたね、ブルーノさん。ぼくはウィルの永遠のライバル、バズ・フェナットです。捜し物は勘ではありません、緻ち密みつな情報収集と明めい晰せきな判断、そして行動力がものをいうんです。ぼくがそれを証明してみせましょう！」

　ぴしっ、と天を指さしてポーズを決めるバズ。だが、すぐマギーにどつかれ、

「どこがウィルの永遠のライバルなの、一回も勝ったことないくせに。バズは帰りなさいよ、役立たずなんだから」

「マギー、どうしてぼくにそうつれないんだよお」

　侃かん々かん諤がく々がくと言いあっているマギーとバズを横目に、ブルーノはげんなりしながら、

「小僧……一体あと何人、仲間に加えるつもりだ？」

「悪いな、おっさん。これ以上は増えないよ」

　最初から追い返す気もなくウィル。言うだけ無駄と分かっているらしい。

「でも、ちょうどよかった。バズ」

　ウィルに呼ばれ、バズが振り向く。

「見ず知らずの、素す性じようも分からない女の子を捜そうと思ったら、バズだったらどうする？」

「女の子？」

　バズは考えこんだ。彼を大人おとなしくさせたいなら問題を与えるのがいちばんだ。

　マギーが不満そうに頰ほおを膨ふくらませる。

「なによ、ウィル。バズも一緒に連れてくの？」

「バズのお手並み拝見ってとこさ。どう？」

「ふん、やっとぼくの価値が分かったわけか。ぼくだったら、まず、その子が来そうな場所に張りこむ。例たとえばその子を見かけた場所とか、人の出入りの多い市場とかだ。人捜しはひたすら忍耐だっ」

　バズは自信満々に答えた。ウィルも頷くと、例の模様の描かれた紙をバズに手渡し、

「相手は十歳ぐらいの、黒髪黒眼有色肌の女の子だ。この紙の模様がある銀の胸飾りを持ってるらしい。依頼人が出会ったのはマウレイ通り。分かった？」

「あ、ああ？」

「じゃっ、一人でがんばれよっ」

　そう言って肩を叩き、ウィルは歩きだす。置いてけぼりを食わされると分かり、バズは仰ぎよう天てんして、

「ええ!?　一人って、おまえたちはどこ行くんだよ！」

「俺たちは勘の向くまま気の向くまま行動するのだ。バズ、気をつけろよ、相手はデルセンかもしれないから。むちゃするなー」

　紙を握りしめて呆ぼう然ぜんと佇たたずむバズに、ウィルは笑顔で手を振って別れた。マギーは「あっかんべえ」をしてウィルを追い、頭の痛そうなブルーノがそのあとに続く。

　なにか言いたそうなブルーノに気づき、ウィルはにっと笑うと、

「ほーらっ、これで基本的な捜索現場は押さえただろ？」

「それで自分は下水道にとりかかるわけか。おまえたちの友情は俺には理解できん」

　そう言って、ブルーノは頭を振るのだった。

「それでウィル、あたしたち、これからどこに行くの？」

「教会さ」

　ウィルは町の中心を見上げた。

　丘のいちばん高いところにそびえ立つ、堅けん固ごな造りの、まるで要よう塞さいのような建物。

　サンマリーズの象しよう徴ちよう、サン・マリーズ寺院。




　ウィルたちが教会の通用扉をくぐったのは、正午の鐘かねが鳴り終わってすぐだった。

「おっさん、なんでこの町がサンマリーズって呼ばれてるか知ってる？」

「『聖なるマリーズ』の奇き跡せきの町だからだろう。それくらいは俺も知っている」

　憮ぶ然ぜんとブルーノは答える。ウィルは頷くと、

「もともとこの町には別の名前が付いてたんだ。三百十三年前、一人の信心深い聾ろう啞あの娘が死んだとき、奇跡が起きて、それが教皇庁から認められたおかげで、この町の教会はその娘の名をとって『聖なるマリーズの寺院』に改名された。それから奇跡詣もうでに来る人はあとを絶たず、町の名前もいつのまにかサンマリーズに変わっちまったのさ」

「小僧、詳くわしいな」

「勉強は嫌いだけど、こういうことは好きなのよ、俺」

「ほかのところはあたしが面めん倒どうみてあげてるんだもんねっ」

　マギーが嬉き々きとウィルの腕にしがみつく。ウィルは口を尖とがらせ、彼女になにか言おうとしたところへ、

「あなたがた、お静かに」

　近くにいた修行僧にたしなめられてしまった。三人とも慌てて口を手で塞ふさぎ、こそこそと逃げる。

　教会の中は薄暗く、蠟ろう燭そくの明かりがちらちら揺れていた。壁と天てん井じようには美しいステンドガラスがはめられ、荘そう厳ごんな雰囲気を醸かもしだしている。祈き禱とう所しよでは十数人の信者が、聖壇に掲かかげられた三さん位み一いつ体たいの像にひざまずいて一心に祈っていた。

　そして、聖壇の前に奉たてまつられているのが、ガラスの棺ひつぎ──死後三百年経へてミイラ化もせず、今なお生前の新鮮さを保っている、聖なるマリーズの遺体が収おさまる棺だ。

「彼女が死んだとき、町中の鐘が鳴り響き、町中の人に三羽の天使が降こう臨りんしてくるのが見えたそうよ。ほんと、生きてるみたい」

　ガラスの棺を横切ろうとしたマギーは、思わず足をとめ、遺体に見入った。

　本当にただ眠っているだけのようだ。絹糸のような髪、薔薇色に染まった頰、柔やわらかそうな唇くちびる。聖職者たちの手で着飾られた彼女は、花の布ふ団とんの中に眠り、王子の口づけでも待っているようだった。

「マリーズは生前は二ふた目めと見られない不ぶ細さい工くだったんですって。でも、死んでからどんどん美しくなっていって、今じゃあこの国でもっとも美しい死体と言われているのよ」

「おまえさんも詳しいな」

　呆れながらブルーノは言い、早く行けとマギーを促うながした。下らないことばかり知っているものだ。

「それでウィル、教会なんぞに来てどうする気だ？」

「こっちこっち」

　聖壇の真うしろにあった階段を下り、地下に入る。ウィルが実に楽しそうに連れていったそこは、祈禱所の真下にある、町の有力者が多額の布ふ施せをして入る墓ぼ所しよだった。

「いやあん、ここお墓じゃない」

　マギーが泣きべそをかく。

　天井の低い広い地下室に、豪華絢けん爛らんな棺が幾つも並んでいる。競いあうように花や高価な供そなえ物が置かれ、蠟燭の明かりの中、一種異様なにぎわいを見せていた。

　ウィルは恐れもなく、墓所をどんどん進んでいく。

　壁に突き当たると、また階段があった。ブルーノは目をみはって、

「おまえ、この寺院の構造を知っていたのか？」

「知らないよ。でも、なんとなくこっちに階段があるって分かるんだ」

「おまえの言う、捜し屋の星の導きか」

「違う違う。経験だよ」

「目的はあの扉だな」

「うん。ここにもあったらどんぴしゃりだ」

　うきうきと、不ぶ気き味みな墓場にはおよそ合わない弾はずんだ声でウィルは言う。なにが「どんぴしゃり」なのか、ブルーノには見当もつかなかった。

　階段の下は真っ暗だったので、ウィルは腰に提さげていたカンテラに火を灯ともした。石造りの狭い階段で、地中深くへと続いている。そこを降りていく。

　そして、案の定、

「……あった」

　鉄と木でできた扉が階段を塞いでいた。あのスパイラル模様のプレートもちゃんとある。

　ただし、この扉はぴかぴかに磨みがかれてあった。そこら辺で売っているような、ちゃちなあとづけの錠じよう前まえもかかっている。ついでに立ち入り禁止の張り紙もあったが、それは無視することにした。

　マギーは目を輝かせて、

「すっごーいっ、ほんとにあったわ！　ウィル、どうしてあるって分かったの？」

「教会も古い建物には違いないだろ。でも、そんなことはどうでもいいんだ。問題は、教会にもこいつがあるってこと自体だよ」

　コンコンと扉を叩いてウィルは言う。ブルーノが顔をしかめた。

「どういう意味だ？」

「寺院にトイレはない」

　きっぱり真顔で、妙みようなことを断言するウィル。

「不ふ浄じようは近づけないよう、寺院の本殿にはトイレや厨ちゆう房ぼうは作らないもんなんだ。そういうことは僧房で用を足すしきたりになっている。その教会に、こんなばかでかい下水口があるもんか」

「……つまり、これは下水道への入り口ではないと言いたいのか」

「役場で見た分布図にも載のってなかったもん。でも、こんなにいい状態だとは思わなかった。やっぱり教会はきれいずきだなあ、これなら開くよ」

　嬉うれしそうにウィルは扉を撫なでる。

「それでどうするの？　中に入るの？」

　マギーがウィルを見る。ウィルはブルーノを見た。ブルーノはぎょっとして、

「なんだ、俺になにをやらせる気だ？」

「カギもらってきて」

「こられるかっ。説教されるのがオチだ」

「小心者だなあ」

　しかたなくウィルはポケットから太めの針金を取りだし、錠前開けにとりかかった。

「……おまえ、ほんとうは泥どろ棒ぼうなんじゃないか？」

「俺は親父おやじとは違うって言っただろ。こんなの基本よ、基本──ほい、開いたっと」

　あっさりカギを外はずしてしまうウィル。感心していいのやら悪いのやらだ。

　観かん音のん開きの扉をゆっくり押し開く。重たい音を立てて鉄と木の扉は動き、その奥に、真っ暗な地下道が口を開いて待っていた。

　悪臭はなかった。







　４　下水道に行こう　その１







　ぐるぐると、階段は螺ら旋せんを描きつつ、地下へ地下へと潜もぐっていく。

　壁には冷たい石のブロックが、紙さえ通らぬほど隙すき間まなく積み重なっている。

　ウィルとマギー、そしてブルーノの三人は、カンテラのわずかな明かりを頼りに、階段を下おりていった。もう大分下りてきたはずだが、螺旋は根の国までつながっているみたいに終わりがない。

　狭い螺旋階段は恐ろしいものだ。もし下から上ってくる者がいたとしても、すぐ目の前に来ないかぎり相手の姿を見ることはできない。一段下りるたび緊張が走る。

「……ねえ、この階段、どこまで続くの？」

　マギーがこわごわ囁ささやく。自分でもぎょっとするほど声が響きわたった。

　ウィルはまっすぐ前を見据えたまま、やはり声をひそめ、

「そんなに深くまで行かないはずなんだけど。昔の町に入れると思ったんだけどな」

「町の下に埋まっているというあれか？　きれいな形で保存されているとは思えんが」

　噂うわさでは天てん然ねんの博物館になっているというが、実際に誰だれかが見にいったという話は聞かないし、あったとしても瓦が礫れきの地層が出てくるだけだろう。ブルーノはそう考えていた。

　だが、この螺旋階段はどこへ通じているのだ？

「ねえ、ほんとうにこのままじゃあ、下水の集積パイプに出ちゃうんじゃない？」

「そんなことは──終わりだ」

　ウィルがカンテラを掲かかげる。

　階段はいきなり終わっていた。そのまま長い直線の廊ろう下かに続いている。

「どうする、ウィル」

「行く」

　端たん的てきに答えると、ウィルは迷いもなく廊下に踏みだした。マギーも不安そうに、だが気き丈じようについていく。

　ブルーノは耳を澄すませ、彼らの靴音しか聞こえないのを確認してから歩きだした。

　狭い廊下だった。並んでは歩けない。そのかわり、天てん井じようがやけに高い。

　そのうち、今進んでいる廊下に交差する廊下が現れた。左右どちらに明かりを向けても、光が暗くら闇やみに吸収されるまで直線の廊下が続いている。

　マギーはぞっと背筋に冷たいものを感じながら、ウィルの腕うでを引っ張って、

「ウィル、どっちにいくの？　やっぱり右手の法則でいくの？」

「右手の法則？」

　ブルーノが聞き返す。マギーは誰かに聞かれるのを恐れるように、小さな声で、

「迷路を抜けだす基本は、最初に入ったとき壁に手を当てて、ぜったい手が壁から離れないように進むの。右手でも左手でも同じだけど。そうしたら、どんなに遠回りになっても必ず出口にたどりつくでしょ」

「え──ああ、そうだな。なるほど」

「ウィル、最初が肝かん心じんよ。途中からやっても通用しないんだから」

「でもさ、それは迷路の場合であって、ここでやったら町のどこかの扉とびらに出るだけだと思うけど」

　ウィルは口を尖とがらせて言った。せっかく来たのに、なにもせず外に出てどうするのだ。

「俺たちはこの地下道を調べるんだよ。ほい、マギーはチョーク。おっさんはパンくずな」

　ポケットから取りだした物を二人に渡す。ブルーノは固くなった黒パンを眺ながめ、

「また妙みようなものを持ち歩いているな。これで道しるべをつけろと？」

「そうそう。あとは俺の星が導いてくれるさあ」

「つまり、本当におまえの勘かんの向くまま気の向くままというわけか」

　ブルーノは頭を振った。まったく、空恐ろしいやり方である。あのバズという少年を連れてきた方がましだったかもしれないと、彼は後悔した。

（こんなところに死ぬまでさまよう羽目にならんよう願いたいな）

　ともかく、ウィルの勘を頼りに、三人は進み続けた。

　何回も曲がり角や分かれ道が現れ、そのたびにウィルが勘で選び、マギーが床ゆかに矢印を書き記した。ブルーノは絶えずパンくずをちぎっては落とし、ちぎっては落とす。

　そんなことをどのくらい続けただろうか。

　突然、マギーが立ち止まった。

「どうした？」

　ブルーノの声でウィルも振り返る。

　マギーはカンテラの明かりでも分かるほど真っ青になって、

「おかしい……おかしいわ」

「なにが？」

「だって、もうずいぶん歩いたわよ、あたしたち。何回も曲がったし、ウィルの勘が凄すごいのだって知ってるけど、でも、どうして行き止まりに当たらないの!?　ここ、ほんとうにサンマリーズの丘の中なの!?　サンマリーズの町より広いわけないのに、どうして一度も同じ交差点を通らないの!?　おかしいわよ！」

　マギーはヒステリックに叫さけんだ。わよんわよんわよん、とこだまが石の壁に跳はね返り、遠くへ消えていく。その自分の声にびくっと震えるマギー。

「変よ、ここ！　あたしたち変なところに紛まぎれこんじゃったのよ！」

（まずいな、閉所恐怖か）

　ブルーノは小さく舌打ちした。狭い圧迫空間は人の神経を過敏にし、感覚を狂わせる。十二歳の少女には少々きつい行進だったかもしれない。

　どうしたものか思し案あんしていると、ウィルがマギーに近寄り、彼女の頰ほおをぺちぺちと叩たたいた。はっと我われに返る少女に、憮ぶ然ぜんと、

「なに言ってんだよ、マギー。まだそんなに歩いてないって」

「だ、だって、だって」

「よく見てな」

　ウィルはポケットからビー玉を取りだし、床に落とした。ガラス玉はころころと、彼らが今通ってきた方へと転がっていく。そして、そのまま暗闇に消えていった。

「な、この道傾斜してんだ。歩くのにちょっと疲れるから、長く歩いたように感じるだけさ。それに、もう大分登ってきてるよ、俺たち」

「登って……？」

「ジグザクに、俺たちはまた上に向かってるんだ。だから広く感じるし、同じところは二回は通らない。分かった？」

　幼い子供に言いきかすようにウィルは言う。マギーはべそをかきながら、彼を見上げ、

「……ウィルの星、ちゃんと光ってる？」

「ピッカピカさあ。ほら」

　自信たっぷりの笑顔で、ウィルが手を差しだす。マギーはその腕にしがみついた。

「おっさん、悪いけどチョークの番もやってくれない？」

「ああ」

　チョークを受け取りながら、ブルーノは自分の年の半分もない少年を感心して見つめた。彼自身、道が傾斜していることに気づいていなかった。

（一度も同じ道を通っていないということは、ウィルの方向感覚がとてつもなく発達していることを示している）

（冷静な判断。落ちつき。優すぐれた勘かん。なにより経験か。先頭に立つのも勇気がいるだろう）

　ウィルの背中からは怯おびえは感じられない。怖くないはずはないだろう。だが、それを見せたら、マギーが怖がる。それが分かっているから、ひた隠しにしているのだ。

（いい子だ。友だち思いで）

　あの、いかにも臆おく病びようそうな少年を連れてこなかったのは正解だった。ブルーノは苦笑した。

　三人は再び歩きだした。

　それにしても、チョーク書きはけっこうストレスの溜たまる仕事だった。交差点で矢印を書くたびに、以前にも書かなかったかどうか確かめるのは心臓に悪い。

（よくまあ、か細いお嬢ちゃんがここまでやっていたものだ）

　半分感心、半分呆あきれながら、ウィルに抱かかえられるように歩くマギーを眺めた。

「しかし、この地下回廊は誰がなんの目的で作ったのだろうな。古い町の遺跡とも思えん」

「うーん。それだけどさ、どうもこの迷路、妙な形なんだよな」

「妙な形？」

「なんか、こう、上下左右、立体的に複雑な道なんだけど、渦うずの中心に向かっているような感じに作られて……」

　ウィルの言葉が途中で切れた。

「どうした？」

「前が明るい。おかしいな、そんな場所じゃないんだけど」

　怪け訝げんそうにウィルが前方を指さす。見ると、たしかに前方に明かりが見える。そこから広くなっているようだ。

「出口か？」

「でも、距離からいって、丘の中心辺りなんだけどなあ……」

　ともかく彼らは慎重に、光に向かって進んだ。

　廊下は四角い、広いホールに出た。丘の下にこんな広い空間があるなんて、よもや誰も思わなかった。

　その部屋の四隅には祭壇のようなものがあり、大きな杯さかずきの中で青白い炎ほのおがゆらゆら揺らめいている。

（こんな地下に火が？）

「うう」

　ブルーノが低く呻うめいた。ウィルが振り向く。

　部屋の中央に、なにか巨大なものが、ある。

「う、わ……」

　ウィルは呆ぼう然ぜんとそれを見上げた。腕の中のマギーが息を詰める。

　一軒家よりも大きいそれは、とぐろを巻いた大蟒蛇うわばみだった。その表面は白銀に輝き、硬い光を反射している。まるで雪でできた彫刻のようだ。

　体の直径は二メートル近い。とぐろの上からだらりと垂たれ下がった頭は、人間なんか一飲みできるほど巨大だった。

　三人は驚きよう愕がくのあまり、声も出なかった。凝ぎよう然ぜんと蟒蛇を見続ける。

　眠っていた蟒蛇が人間の気け配はいに気づいたか、おもむろに目を開いた。まん円い、爬は虫ちゆう類の目。

　血の色だ。

　蟒蛇は三人を見つけると、ゆるゆるとぐろを解き、三人の方へ這はい寄ってきた。

　ずるり、ずるりと重たい音が響く。

　ブルーノは手を剣にかけたまま、動けなかった。

（どうする）

（こんな相手、どうやって戦う）

　シャーッ、と蛇へび特有の音を立てながら、口を開く。巨大な杭くいのような、白い牙きばが見える。

　そして、とぐろが解けたその体の向こうから、もう二匹、同じ白銀の蟒蛇が鎌かま首くびをもたげたとき、マギーの緊張と恐怖がてっぺんに達した。

「いやあん！　もう帰るう！」

　ウィルを突き飛ばし、泣きながら今来た道を走り戻る。

「あっ、マギー！　矢印に沿ってけよ！」

　突き飛ばされた弾みでウィルも金縛りが解け、慌てて彼女のあとを追う。

　ブルーノは舌打ちすると、やはり撤てつ退たいすることにした。一匹だけならともかく、三匹の大蟒蛇とどうやって戦えというのだ。

「あーんっ、帰るう、もう帰るう！」

　さんざん泣き喚わめきながらも、マギーはきちんと矢印どおりに逃げていく。その逃げっぷりたるや、ウィルが懸命に走っても追いつかないくらいだ。

（明かりも持たずによく走れるなあ。帰巣本能が発達してんのかな？）

（それにしても）

　それにしても、あの大蟒蛇は？




　そのころバズは、マウレイ通りの金物売りの隣となりにうずくまり、じーっと任務を遂すい行こうしていた。根がまじめなので、「冗談じゃねえっ、こんなことやってられるかっ」と投げだすなんてことは考えない。とはいえ、

「人捜しは忍耐が肝かん心じん、忍耐、忍耐」

　呪じゆ文もんのように「忍耐」を自分に言い聞かせているところを見ると、そろそろ飽きが出てきたようだ。金物売りが笑って、

「小僧、パシリにされたのかい」

「失礼なっ。ぼくは張りこみをしてるんだ」

「張りこみい？」

「黒髪の少女を捜さがしている。ぼくの永遠のライバルとどちらが先に見つけるか、戦っている最中なんだ」

「なんだ、つまりは恋こい敵がたきって奴か」

「違うよ、いや、恋敵には違いないんだけど、相手はマギーっていう幼おさななじみで、ぼくたちが捜してるのはまた別の子で、このマギーっていうのは、気が強いんだけど、可愛かわいいところもあって、いつもぼくにつれないんだけど、でも、ほんとうは優しくて」

　顔を赤らめてくどくど説明し始めるバズに、金物売りはやれやれと明後日あさつての方を見た。そして、

「ん？　おい、小僧」

　陶とう酔すいして喋しやべり続けるバズの腕を、金物売りが引っ張る。

「おまえの捜してるのはあの子じゃねえか」

「え？」

　促うながされて見ると、野菜屋の前に、たしかに十歳くらいの黒髪黒眼の少女が立っている。身なりも悪く薄汚れているが、デルセンかもしれないという情報にはぴったりだ。

「知ってる子？」

「よくこの市場に顔を出すけど、どこの娘かは知らんな」

「ありがとうっ」

　バズは立ち上がり、少女の方へ向かった。まずは銀の胸飾りの有無を確かめなくては。

　だが、彼が確かめる前に、少女は歩きだしてしまった。しかたなく尾び行こうを始める。

「ふっふっふ。どうだ、ウィル。やはり人捜しは地じ道みちな情報収集と忍耐にかぎるぞ。これでおまえをぎゃふんと言わせてみせるっ」

　ぶつぶつ呟つぶやきながらほくそ笑むバズ。考えごとは口に出さないと気がすまない性格なのだ。

　少女は通りに並ぶ店のショーウィンドウを覗のぞきながら、坂を上っていく。

「しかし……よく考えてみたら、誰がなんの理由であの子を捜しているのか、ぼくは知らないんだよな。あまり迂う闊かつに近寄らない方がいいかな。デルセンかもしれないし」

　ここがバズの気弱なところで、デルセンかもしれないということにかこつけ、見知らぬ人間に声をかけることをためらっている。彼は一人きりだと人見知りをするタイプだ。

　坂を上りきると、少女はふいっと角を曲がってしまった。慌ててバズも曲がるが、すでに少女の姿はなかった。

「あれっ？」

　焦あせって辺あたりを見回すが、いない。どこかの家に飛びこんだのだろうか。

「ぼくの尾行がばれていたとか？　いや、そんなことは……」

　広場をうろうろしていると、突然、ばあん！　と教会の通用扉が激しく開いて、中からマギーが飛びだしてきた。

「マギー!?」

　仰ぎよう天てんして駆け寄ろうとしたバズにマギーの方が激突してきて、一緒になって倒れこむ。

　マギーはぼろぼろ泣きながら、バズにしがみついて、

「うわああん、もう帰るう、地上に帰るうう！」

「え？　え？　え？」

　目を白黒させながらも、マギーに抱きつかれてちょっと嬉しいバズだった。周囲の視線が痛いが、このさい気にしないでおく。

「ど、どうしたんだよ、マギー。なんか怖いことでもあったの」

「蛇がいたのお、白い蛇がいたのよお！　三匹も、うねうねって、シャーッて、ガーッて、ドーッて！」

「え？　え？」

　わけが分からないマギーの説明。バズが当とう惑わくしていると、ようやくウィルが頭を搔かきながら教会から出てきた。そして、二人に気づいて、

「あれ？　なにしてるんだバズ、こんなところで」

　パニック状態のマギーとは対照的に、こちらはいたって落ちついている。バズは憤ふん然ぜんと、

「それはこっちのセリフだっ。おまえ、マギーになにをした!?」

「地下に白い蛇が三匹いて、パニック起こしただけだよ」

「蛇い？」

　怪け訝げんそうにバズは聞き返す。蛇なんか村のまわりにいくらでもいるのに、マギーがそれくらいで大騒ぎするとは思えなかった。

　だが、蛇は蛇でも胴回り六メートルの大蟒蛇（しかも三つ頭がしら）とは、まさかバズも考えつかない。

　ウィルは泣き喚いているマギーの肩を揺すると、

「マギー。マギーっ。もう外に出たぞ」

　呆あきれ口調で言うと、マギーはぴたりと静かになった。顔を上げ、おもむろに辺あたりを見回し、

「……もういない？」

「いないいない」

「そうっ」

　ぴょいと元気よく飛び起きるマギー。今まで取り乱していたとは思えない、潑はつ剌らつとした笑顔で、

「外に出ればこっちのもんよっ。さあ、ウィル、次はどこ!?」

「まだついてくる気？　帰るんじゃないのか？」

　うんざりした面おももちでウィルは聞き返す。マギーは仁に王おう立ちになって大きく頷いた。

「あたしは地上に帰るって言ったのっ。ウィルにはあたしが必要なんだからね！」

「俺は一人でも生きてけるよ」

「二人とも、一体なにがあったんだよお」

　取り残されたバズが焦じれったそうに、ばたばた足を踏み鳴らす。

「だから、教会から地下に降りたんだよ。そしたら三匹の白い大蟒蛇がいて、それで仰天して逃げてきたの。分かった？」

　しょうもなさそうにウィルは説明する。バズはますますわけが分からなくなって、

「一体、なんの仕事をしてるのさあ。人に女の子捜しなんか押しつけて──あ、もしかして三匹の白蛇って、セーラル・トリスタのことか？」

「トリスタ？　なんだ、それ」

「サンマリーズの本当の名前だよ。セーラル・トリスタ、古い言葉で『三つ頭がしらの白しろ蛇へび』って意味なんだ。教会が来る前の信仰なんだけど、この町は昔からセーラル・トリスタに守護されているという伝説があって──守護神を見た!?」

　自分で説明しておきながら、仰天して聞き返すバズ。ウィルは首を傾かしげて、

「守護神かどうか知らねえけど、この町の地下に白い大蟒蛇が三匹も棲すみついてるのは事実だぜ。あー、食われなくてよかった」

　そう言ってウィルは胸を撫なで下ろす。そういう問題ではないとバズが言おうとしたところへ、僧そう侶りよたちに叱しかられていたブルーノがやっと教会から出てきた。

　彼は眉まゆを吊つり上げ、ウィルを睨にらむと、

「まったく、とっとと先に逃げおって。この年になって坊ぼう主ずに叱られるとは思わなかったぞ」

「おっさんがとろくさいんだよ」

「ともかく、これに懲こりて地下道の探索なんかやめて、例の少女をきちんと捜せ。いいな」

「へいへい」

　投げ遣やりなウィルの返事に、ブルーノは文句をつけようとした。そこへ、

「おらおら、どけどけっ。デューク男だん爵しやくさまのお通りだ。平民どもはわきによけろ！」

　威い張ばりちらした怒ど号ごうが飛んでくる。中央門からの通りが大騒ぎになっていた。

「デューク男爵だと？」

「知り合い？」

　顔を露ろ骨こつに歪ゆがめるブルーノに、ウィルが尋ねる。彼は口にもしたくないといった調子で、

「メイベルさまの求婚者だ」

「ええっ!?　なんて物好きな」

　言ってからブルーノに睨まれ、慌てて口を手で塞ふさぐウィル。

　人だかりの通りから、三頭の馬が乗り手とともに現れた。真ん中の男を見た途と端たん、ウィルとマギーがいっせいに、

「あーっ！　こいつだあ！」

「ん？」

　男の鋭するどい一いち瞥べつに、慌てて二人はブルーノの陰に隠れる。

　そう、なにがこいつかと言えば、この真ん中でふんぞり返っている若い男こそ、豪商ドーソン氏の奇き妙みよう奇き天て烈れつな格かつ好こうのモデルだったのだ。

　うんざりするほどのフリルのブラウス、太ふと股ももにぴっちり食いこむ金ラメのパンツ、装飾用かと思わせる金属ブーツ。まさにドーソン氏の格好そっくりである。髪は植木鉢どころか植木そのもののように、高く固め上げ、てっぺんで噴水のように咲かせていた。それを七色に染めているのだから、町の人もさぞかし仰天しただろう。

　顎あご髭ひげだけはきちんとカールされていた。

　この奇き抜ばつかつ派は手でな格好の男が、デューク男爵、メイベルの求婚者という男だった。

（うーん、さすが趣味が変わってるなあ）

　とウィルは思ったが、さすがにブルーノの手前、口にはしなかった。バズは目を白黒させて、ぽかんと男爵を眺ながめている。

「おい、おまえらもどけ！」

　先頭の、少し大人しいがやはり派手な格好の男が、鞭むちを鳴らして怒ど鳴なる。どうやら男爵の友人か取り巻きらしい。もう一人も似たようなものだろう。

「おい、やめろ」

　男爵はにやにや笑いながら仲間を止めた。服装はともかく、鼻び梁りようの通った、端正な容よう貌ぼうの青年だ。だが、きざったらしく歪んだ笑みを浮かべる口元と、すべてを値踏みするように細めた目が、値打ちを半減させていた。

「これはメイベル殿のところの三助──もとい、居い候そうろうブルーノ殿ではないか」

「お久しぶりでございます、男爵」

　わざとらしい嫌みにもまったく表情を変えず、深々とブルーノはデュークに頭を下げる。

　男爵はふん、と鼻で笑うと、

「メイベル殿ももっと王おう宮きゆうに参さん内だいなさればよいのにな。そうすればそなたももっと優遇してくれる大家が見つかるかもしれぬというのに。こんなド田舎いなかに引っ込んでいては、バールキースが刺し客かくを向けてでも手放したくなかったそなたの腕も泣くであろうて」

　背後で話を聞いていたウィルたちは顔を見合わせた。バールキースは東方にある、あまりいい噂うわさの流れてこない文化の遅れた国だ。

　ブルーノがなにも言わず、頭を下げただけだったので、デュークはむっとしながら、

「まあいいわ。そのうち私がそなたの面めん倒どうもみることになるのだからな、よい奉ほう公こう先を紹介してやろう。その日まで、せいぜいメイベル殿をお守りしてさしあげるのだな、あの方もなにかと敵が多い方だから」
















「心得ております」

　さっさとアシュレイ家から出ていけと言わんばかりの男爵の言葉に、それでもブルーノは丁てい寧ねいに応対した。ウィルたちに対する態度とはまるっきり違う。

　相手が挑ちよう発はつに乗ってこないので、男爵はつまらなそうに顔を歪めると、

「メイベル殿のところへ案内しろ、今日は色いろ好よい返事をもらうまで帰らんからな」

「あら、メイベルさんは今日は本宅の──」

　よけいなことを言おうとしたマギーの口を、ブルーノが慌てて塞ぐ。

「おまえたち、今日はこれで終わりだ。また明日、屋敷に来てくれ」

　ブルーノは口早に言うと、急いで男爵の馬のたづなを取って屋敷へ向かった。

　彼らの姿が消えるのを待って、マギーが憤然と、

「なによ、あれ。威い張ばりちらしちゃって。いやーな奴っ」

「あの人、アシュレイ家の人だったのか？　なあ、一いつ体たいどういう仕事なんだよお」

　未いまだに話に取り残されているバズが、必死になってウィルに尋ねる。

　ウィルはじっと男爵たちが去ったあとを凝ぎよう視ししていた。眉み間けんにしわを寄せ、なにか思案しているていだ。

「ウィル？」

「……なーんか事態が読めてきたぞ」

　そう言って、ニッとウィルは笑った。







　５　森の魔ま女じよにご用心







　翌日。

「ブルーノはあのデュークっていう男だん爵しやくが嫌いなのよ。だから昨日も、メイベルさんがいない別宅に連れてって、会わせないようにしたんだわ」

　森を歩きながら、マギーが実に楽しそうに喋しやべる。先頭にウィル、続いてマギー、半歩下がってバズという行進だ。

（まったく女の子っていうのは、どうしてそういう話が好きなんだか）

　ウィルは話を半分も聞いていなかった。代わりにバズが、

「でも、アシュレイ家は無爵しやく位いだろ。相手が男爵なら断るに断れないんじゃないかな」

「あら、メイベルさんは騎き士しよ。しかも教皇付きの。教皇さまに頼めばいいじゃない」

「教皇さまなら、女は結婚して子供を生むべしと言うよ」

「なによ、バズったら。あんたも女は家に引っ込んでろって考えなわけ!?」

「ぼ、ぼくは違うけどさ」

　マギーとバズの声が森中に響きわたる。二人とも緊張感のかけらもないのは結けつ構こうだが、ここがどこだか忘れているようだ。

　彼らはヨルカ村から森を二つ越えた、「烏からすの森」と呼ばれる森の中にいた。その名のとおり、無数の烏の住すみ処かになっている、深く暗い森だ。今も梢こずえから多くの烏が、三人の行進を見おろしている。

　ときおり烏たちは甲かん高だかい声で「カア」と鳴き、いっせいに飛び立って子供たちを脅おどかしたが、基本的には物見高く見物しているだけだった。それがかえって不ぶ気き味みでもあった。

　だからこそ、

「二人とも少し静かにしろよ。ここがどこだか分かってる？」

　憮ぶ然ぜんとウィルが言うと、マギーとバズはぴたりと足をとめた。そして、二人して気乗りしない面おももちで、

「だってえ、明るくしてないと薄気味悪いんだもん」

「魔女のところに行くなんて、ぞっとしないよ」

　そう。朝だというのに陰気きわまりないこの森に、三人がやってきた理由──それは「魔女」に会う為ためだった。

「じゃあ、ついてこなきゃいいじゃん」

「い、やっ。あたしはウィルのアシスタントだもん」

「ウィル、抜け駆がけは許さないぞっ」

　それだけは頑がんとして譲らない二人だった。

（抜け駆けもなにも、一いつ体たい誰だれの仕事なんだか）

　と呆あきれるウィル。

「でも、魔女のところに行ってどうするの？」

「魔女ならあの紋様のこと知ってるかもしれないだろ。例のせー、せーら？」

「セーラル・トリスタ。三つ頭の蛇へびだ」

「そうそう、それのことも聞きたいし。それと、一つ欲しいものがあるんだ」

「欲しいものって？」

　マギーは首を傾かしげたが、ウィルは片目をつむってみせただけで答えなかった。マギーはつまらなそうに空を仰あおぎ、

「あーあ。お父さんにフィービィのところに行ったなんてばれたら、おうちに入れてもらえなくなっちゃう。バズ、ちゃんと聖水持ってきた？」

「も、もちろんっ」

　朝一番に村の教会でもらってきた聖水の入った瓶びんを、バズはしっかと抱きしめる。

「そんな、吸きゆう血けつ鬼きじゃないんだから」

　ウィルはばかばかしくなって、再び歩きだした。二人が慌あわててついてくる。

　木々は春の新しい芽を吹き、鮮あざやかな緑が頭上に広がり始めていた。なのに足元は、去年の秋に落ちた枯れ葉が腐くさって、踏みしめるたびにぐにょぐにょと嫌いやな感触がする。ちっとも春らしくない。

　烏の森の魔女、フィービィ。

　いつからそこに住み着いたのか、誰も知らない。この近辺の生まれでないことは確かだ。人を嫌い、暗い森の奥深くで、さまざまな薬と怪あやしげな本に囲まれてこっそりと隠れるように生きている老ろう婆ばである。

　村の者は彼女を魔女と呼び、ふだんは決して近づこうとしなかった。子供たちにも固く森に入ることを禁じている。

「ウィルは魔女に会ったことある？」

「いんや、噂うわさしか聞いたことない。でも、だいじょうぶだいじょーぶっ」

「ほんとうに魔女なの？」

　不安そうにマギーが聞き返す。ウィルは笑うと、

「大人たちが子供を近づけない為に言ってるだけだよ。ただの変わりもんの老人だと思うけど。じゃなかったら、犯罪者とかさ」

「でも、ユンテルさんちの息むす子こが、彼女が箒ほうきで飛び回っているのを見たって言ってたぞ。そんな楽観視して──」

　口を挟はさんだバズの足がずるりと滑すべった。地面がぼろりと崩くずれ、そのまま体が傾ぐ。

　落とし穴だ。

「うわっ!?」

　仰ぎよう天てんして、バズはとっさにマギーの腕を摑つかんだ。

「きゃっ！」

　慌ててマギーもウィルの服を摑むが、勢いは止まらず、三人まとめて落とし穴に落ちる。

　どしん！　気持ちいいくらいの音がした。

「いったあ！　ウィル、どいてよ！」

「いててっ。ちょ、ちょっと待って、狭くて体がうまく動かねえ」

　下敷きになって暴あばれるマギーを押さえながら、ウィルは無理な姿勢から立ち上がろうとした。むぎゅっと柔やわらかいものを踏みつけたと思ったら、それは一番下で伸びているバズだった。

「おい、バズ、生きてるか？」

　返事はない。どうやら失しつ神しんしているらしい。

　穴の高さは二メートル近く、やっと手が届く高さだ。明らかに人じん為い的てきな落とし穴だった。

「まったく、誰がこんなところに落とし穴なんか作ったのよ。バズ、邪じや魔まだってば」

　ぶつぶつ文句を言いながらマギーは立ち上がる。ウィルは目を回しているバズの半身を起こしながら、

「こんなところに落とし穴を作る奴なんて、一人しかいねえな」

「それはわしのことかい？」

　突然、頭の上から声が降ってきて、二人は飛び上がった。

　耳みみ障ざわりな掠かすれ声とともに、しわくちゃの老婆の顔が覗のぞく。

「おやおや、まるまる太った子豚が三匹も捕とれたわい。今日の夕食は豪華だねえ」

「だ、誰が太った子豚よ、失礼ねっ」

　憤ふん然ぜんとマギーが言い返す。それをウィルは押しのけて、警戒しながら、

「あんたが魔女フィービィ？」

「そう思いたいなら思えばいい。魔女は子供に用なんかないよ、あるのはその柔らかい肉だけだ」

　そう答え、魔女フィービィは大きな口の両端を吊つり上げた。




　魔女の罠わなにはまった三人は、縄打たれ、森の奥の今にも崩くずれそうな古い狩しゆ猟りよう小屋に連れていかれた。さすがに小屋に入ると縄は解いてくれたが、テーブルに一列に座すわらされ、なにをされるか戦せん々せん兢きよう々きようとしていると、

「まるまる、まるまる、子豚ちゃん。もっと太らせ、もっとおいしく、まるまる育ったら煮て食おうか、焼いて食おうか」

　陰気な声で歌いながら、フィービィは三人の前に、ミートパイやらスコーンやらスープを並べる。三人は不吉でしょうがないといった顔を見あわせた。

「……毒が入ってたりして」

「毒なんか入れたら食べられないじゃない（あたしたちを）。バズ、聖水は？」

「穴に落ちたとき、割れちゃったよお」

「もうっ、ドジなんだからっ」

　魔女が背を向けている間に、ひそひそと囁ささやきあう。いちばん怯おびえているのはやっぱりバズで、顔を真っ青にしてガタガタ震えていた。マギーも怖いのをバズを怒ど鳴なることで紛まぎらわせている。ウィルも居い心ごこ地ちはよくなかったが、好奇心の方が勝まさって、じーっと魔女の一挙一動を追い続けた。

　魔女は大きな鉤かぎ鼻ばなを持つ、やけに頰ほお骨ぼねの浮きでた顔立ちだった。瘦やせているせいもあるが、おそらくは民族的特徴だろう。暗い灰色の瞳ひとみは凍いてついた氷土を連想させた。

（外国人だな。それも東の）

　ということは、亡ぼう命めい者しやだろうか。

　三人のひそひそ話が終わるのを見計らったように、フィービィは瓶を抱かかえて戻ってきた。そして、三人の皿に妙みように真っ黒な、粒々の入ったジャムを垂たらしながら、

「ほらほら、いっぱいお食べ。特に金髪の子供、肉は柔かそうだが、いかんせん瘦やせすぎだ。もっと太らないと食べ甲が斐いがないじゃないか」

「ひいいっ」

　泣きそうになるバズ。マギーが怪け訝げんそうに、

「これ、なんのジャム？」

「黒すぐりさ。食べてごらん、女の子」

「そのわりには色が妙な……バズ、食べてみてよ」

「ええっ!?　ぼくだっていやだよお。それに、黒すぐりは苦にが手てなんだ」

「もう、いくじなしっ。大体バズは口先ばっかで」

「あー、うるさいうるさいっ。俺が食う」

　きゃあきゃあ上うわ擦ずった声で騒ぐ二人をウィルは一いつ喝かつし、半なかばヤケになってスコーンにべったりジャムを乗せて口に放りこんだ。

　五回咀そ嚼しやくしてから、だあーっ、と吐きだす。

「やあん、ウィル、きったなーい」

「下品な奴だなっ。もっときれいに吐けよ」

「ま、まずい……おいっ、これ本当に黒すぐりか!?」

　唾つばを飛ばしながらウィルが怒鳴ると、老婆はいけしゃあしゃあと、

「おや、おかしいねえ。風味づけに入れたイボガエルが雄だったのかのう」

「ふっ。イボガエルの味か」

　ウィルは大人びた仕し草ぐさで口元を拭ぬぐうと、

「このくそばばあ！　人が下した手てに出てりゃあふざけやがって！」

「ウ、ウィル、落ちつけ！　相手は魔女だぞ！」

　老婆に飛びかかろうとしたウィルを、慌ててマギーとバズがくい止める。それを見て、フィービィはげたげたと大笑いした。

「魔女の言葉なんか信じるからだよ。さあ、食べたらとっととお帰り。ここは子供が来るところじゃない。あたしは魔女フィービィ。おまえたちとは別の世界の生き物だ」
















「大人なら来てもいいってか」

　頭に血が上ってぜいぜい息を切らしながら、ウィルが言い放つ。眉まゆをひそめるフィービィを睨にらみつけ、

「俺は知ってるぞ。村の大人がこっそりあんたに相談を持ちかけてるのを。村人と接触を禁じられたあんたの生計は、そいつらの礼で賄まかなってるはずだ。俺が村のみんなにばらしたら、もう誰も来られなくなる。それが暗黙の了解の脆もろさって奴だ。それでもいいのかっ」

「……魔女を脅おどす気かい？」

「あんたは魔女なんかじゃねえ。ただの、子供をからかうのが好きなくそばばあだ。ばばあが怖くて捜し屋がやってられっかっ」

「やれやれ、乱暴な子供だ」

　フィービィは肩をすくめた。そして、性しよう懲こりもなくウィルの皿にジャムを盛りながら、

「一体、おまえはわしになにをさせたいんだね」

　憮ぶ然ぜんと尋ねるフィービィに、ウィルは身を乗りだした。

「聞きたいことがあるんだ。あんたはここら一帯でいちばんの物知りだ。知りすぎてるから魔女と呼ばれ敬遠されてる」

「それは褒ほめ言葉かい、けなしてるのかい？」

「これがなんの模様か分かるか」

　ウィルは例のスパイラル模様の描かれた紙を広げてみせた。フィービィはしょうもなさそうに紙を覗きこみ、そして、目を細めた。

　妙なものを見た──そんな訝いぶかりの表情だ。ウィルを真っ向から見据え、

「変なものを知っているね」

「知ってるのか？」

「まあね。これは忘れられた民たみの紋章だ。彼らの信仰で、『宇宙の言葉』を表している」

「忘れられた民？」

　ウィルはきょとんとして、バズを見た。「三つ頭の白蛇」を知っていたバズも、さすがにそこまでは知らなかったらしく、困こん惑わくした顔を横に振る。

「なに、忘れられた民って？」

「はるかないにしえ、この地に住んでいた民族のことだよ。人の住めない荒こう野やだったノイマンを、世界有数の田園地帯に開墾したのも彼らさ。そして、あとからやってきた北からの民族、つまりあんたたちのご先祖さまに追われ、ノイマンから姿を消しちまった」

「どこへ行っちゃったの？」

　マギーが興味津しん々しんに尋ねる。フィービィは首を横に振って、

「そんなことは誰も知らない。彼らがどこから来て、どこへ行ってしまったか、今では誰も知らないんだ。その存在さえ人々の記憶から抹まつ消しようされてるんだからね」

「ぼくはいろいろと歴史の本を読んだけど、そんな民族の話は書いてなかったよ」

　疑い半分、バズが言い返す。相手が相手だけに、どこまで真実かはかりかねている様子だ。

　ひひひっ、とフィービィは笑った。

「そりゃあおまえ、そんな事実があったら困る奴らが歴史を捏ねつ造ぞうしたからさ」

「誰のこと？」

「この国を自分たちの祖先が築いたと言い張ってる奴らだよ。この国にある主要な都市のほとんどは、サンマリーズも含めて、忘れられた民が築いた町だ。その町があまりにも立りつ派ぱで優すぐれていたから、自分たちの先祖が作ったことにしちまったのさ。そうすれば、自分たちの威い信しんが保てるというもんだろ」

　その言葉でウィルはピンときた。

「王族か」

「あるいは教会──あるいはおまえたち全員が、だ」

　魔女の言葉が鋭するどくなる。三人は思わずひるんだ。

　老婆は炯けい々けいと双そう眸ぼうを光らせ、

「おまえたちは誰もが、『この土地は先祖代々自分たちの土地だ』と思いこんでいる。だが、そいつは大いなる間ま違ちがいだ。この国の礎いしずえを築いたのは忘れられた民で、おまえたちの先祖はそれを奪っただけだよ。よく覚えておき、子供たち。失われた民は弱く、愚ぐ鈍どんだった。おまえたちの先祖に負けたのだから、そういうことになるだろう。戦争に勝利した者が土地を手に入れるのは当然だ。負けた方が悪い。それはいい。だが、過去を捏造するのは愚ぐの骨こつ頂ちようだ」

「…………」

　低い、おどろおどろしい声。三人は蛇へびに睨にらまれた蛙かえるのように身じろぎできず、老婆の瞳から目が離せなかった。

「土地なんて誰のものでもない。地面はそこにあるだけだ。土地に執しゆう着ちやくして命をかけるなんて、愚おろかすぎる。愚かすぎるよ。世界はまだ広いのに。こんなに世界は広いのに」

　老婆はそう言い切ると、押し黙ってしまった。三人は返す言葉が見つからず、凝ぎよう然ぜんと彼女を見続けていた。




「……フィービィは、もしかしたら、バルキースの出身かもなあ」

　魔女の家を退散し、サンマリーズへ向かう道々、馬上のウィルがぽつりと呟つぶやいた。彼の前に座すわっているマギーとバズが振り向き、

「バルキースって、じゃあブルーノと一いつ緒しよってこと？」

「黒魔術のはびこる後進国だろ。血で血を洗う戦いが今も繰り広げられているって噂の」

「ああ。おっさんがアシュレイ家に奉ほう公こうしてるのも変といえば変だろ。ちょっと雰囲気とか、言葉の訛なまりが似てる。アシュレイ家とバルキースの誰かに縁があるのかもな」

　そういえば、二人とも同じ色の瞳の持ち主だった。

　暗い、曇どん天てんの色の双眸。

「バルキースって、どんな国？　ウィル、行ったことある？」

「近くまでなら行ったことある。小さな国なんだけどさ、ずっと昔から二つの民族が一つの土地を奪いあってるんだ。あのくそばばあ、そのことを言ってたんじゃないかなあ」

「なんだか、今どこか遠くの国で戦争してるなんて、信じられないわ」

　マギーがそう言って空を仰あおいだ。つられてほかの二人も仰ぐ。

　春のうららかな日差しが、新緑の狭はざ間まから洩もれてくる。いたって平和な日常だ。

「あたしたち、この国に生まれてよかったわね」

「そうだなあ。平和で幸せだなあ」

「…………」

　バズは無言だった。少し暗い顔をしている。それにマギーが気づいて、

「どうしたのよ、バズ」

「うん……バルキースの戦いで泣いている人がいると思うと、気が咎とがめるよ。自分たちばかり幸せでいいのかな、って。あの魔女だって、つまりは戦争難民なんだろ」

「あら、でも一緒になって自みずから不幸になるのもおかしいじゃない。せっかく幸せなのよ、もっと素直に喜んだらどう？」

「でも」

「要は、みんな一緒に幸せになればいいわけだっ」

　ウィルがそう言って、踏ん切りのつかないバズの背中を叩たたいた。

「バズは医者になって苦しんでる人を救う、俺は金持ちから金をもらう、マギーは俺たちから金を巻きあげる、それでみんな幸せ、幸せ。なっ」

「なんか素直に納なつ得とくできないなあ」

「そんなことより、結局『忘れられた民』のことはどうなったの？　あの模様がそいつらの紋章だったからって、なにが分かったわけ？」

　マギーの指し摘てきに、ウィルとバズは顔を見あわせた。そういえば、セーラル・トリスタのことを聞くのをすっかり忘れていた。貰もらうものはしっかり貰ってきたのだが。

「いっけねえ、サンマリーズのことを聞くんだったっけ」

「また魔女のとこに行くの？　もうやだあ」

　心底嫌いやそうにマギーが言う。その意見にはバズもウィルさえ同感だった。少なくとも今は行きたくない。

「サンマリーズのことなら、メイベルさんに聞いた方がいいんじゃないか、ウィル」

「うーん。一応、領主だからなあ」

「ばかみたい、魔女のとこなんか行かないで、最初からアシュレイ家に行けばよかったわ」

　憮ぶ然ぜんと言うマギーの言葉に、ウィルもバズも大きく頷くのだった。




　サンマリーズのアシュレイ家に着くと、玄関先にブルーノが大きな体を丸めて悄しよう然ぜんと佇たたずんでいた。

「おっさーん」

　ウィルが声をかけるとブルーノは慌あわてて姿勢を正し、わざとらしく顔をしかめて、

「小僧、遅かったな。昨日のことで逃げだしたかと思ったぞ」

「あれくらい平気さあ」

「ほう？　強がるな」

「あんなもの、二度と近寄らなきゃいいんだもん」

　実に消極的な答えを出すウィル。背後のマギーも大きく頷く。

「……おまえたち、若々しくないな」

「危険には近寄らない、これが長生きの秘ひ訣けつよお。で、おっさん、今日はメイベルさんに会いたいんだけど、まだ本宅の方？」

「えっ、メイベルさま」

　ブルーノは一瞬、口ごもった。だが、すぐに、

「メイベルさまは今け朝さからこちらに来ておられる。用ならしばし待て、来客中なのだ」

　ことさら厳げん粛しゆくな面おももちでブルーノは言う。三人は同時にぴんと来た。

　来客──あの変な男爵だ。

　まずマギーが、

「来客って、昨日のいやーな男爵でしょ？　いいわよ、かまうことないわ」

「そうそう、俺たちは礼儀知らずな子供だもん」

「お、お邪じや魔まします」

　口々に言い立て、ウィルを先頭にずかずかと屋敷の中に入っていく。

「あっ、こら！」

　ブルーノが怒ど鳴なるが、どうも本気でないらしく、玄関先に佇たたずんだきり子供たちを追ってこようとはしなかった。やはり彼も男爵が嫌いなようだ。

　三人は「礼儀知らずの子供」らしく、ぎゃあぎゃあ騒ぎながら応接間に向かった。

「だいたい、名前がふざけてるのよね。男爵のくせにデュークなんて」

「親が見み栄えっ張りだったんだろ」

「で、でも、いいのかな。こんな、図ずう々ずうしく入ってきちゃって」

　おっかなびっくり、辺あたりをきょろきょろしながらバズが言う。マギーは口を曲げて、

「いいに決まってるじゃない。あんな男爵が領主になるなんて、考えただけで鳥肌が立っちゃう。あたしたちが邪魔しないで誰が邪魔するのよっ」

「俺もあの男爵がメイベルさんと結婚するのだけは嫌いやだなあ」

　ウィルも顔をしかめて同意する。あの妙みようちきりんなファッションがここら一帯に流行する（強制的にでも）なんて、目も当てられない事態だ。それだけは断固として阻そ止ししなければ。

　応接室の前まで行くと、案の定、中から、

「よいではないか、メイベルどの。それが両家にとっても最良のことなのですから」

「デューク卿きよう、その件はもう少しお待ちいただきたいと」

「もう少しもう少しと、何か月私を待たせれば心の整理がつくのですか。そろそろ決心していただかないと、私も奥の手を出さざるをえませんかな」

「それは……！」

　メイベルと男爵の会話が聞こえてくる。ウィルは扉とびらを勢いよく開けた。そのあとにマギーが、へっぴり腰のバズを引きずって入室する。

「こんちはーっ、メイベルさん。ちょっとお聞きしたいことが……あれ、お客さま？」

　しらじらしく、ソファの上でメイベルを押し倒しているデュークを見てウィルは言う。

　デュークは耳みみ朶たぶまで真っ赤になって、飛びあがると、

「な、なんだ、おまえたちは！　誰に許可を得て入ってきた！」

「あ、いや、男爵、彼らは私が呼んだのだ。子供の不ぶ調ちよう法ほうゆえ、許してほしい」

　服の乱れを直しながら、メイベルがほっとした様子で言う。デュークは舌打ちすると、椅い子すに放り出してあった上着を摑み、苦にが々にがしげに、

「まったく騎士というのは、薄汚い領民どもを家にあげるのも厭いとわない、心の広い方ばかりなんですかな。私のような狭量な者にも少し気を配ってほしいものだ」

　そう言い放つと、乱暴に部屋を出ていこうとした。扉のところでウィルにぶつかり、

「邪魔だ、どけ！」

「あ、どうも」

　ぷんぷん腹を立てて、デュークは出ていった。マギーが舌を出して、

「べえーっだっ、もう二度と来るんじゃないわよっ。バズ、塩まいて、塩っ」

「持ってないよお」

　騒ぐマギーとバズを尻しり目めに、メイベルは髪かみを搔かきあげ大きく息をつくと、

「ウィル・ゴーダ、今回は許すが、次にこんな不調法なことをしたら許さんぞ」

　叱るように言い、ウィルを睨む。思わず返答に窮きゆうしたウィルに代わって、マギーが頰ほおを紅こう潮ちようさせ、

「な、なによっ、あの嫌な男爵を追い払ってあげたのに、そんな言い方ないじゃない！」

「ウィル・ゴーダ。この娘と少年はなんだ。人じん海かい戦せん術じゆつは取るなと言ったはずだぞ」

　マギーの非難も無視して、メイベルは冷然と咎とがめる。

　ウィルはメイベルをまっすぐ見つめた。睨みあう姿勢で、そして、

「マギーとバズは下請けじゃない。俺たちは三人で仕事をするんだ」

　断言するウィルに、マギーとバズが振り返る。

　メイベルはその真しん偽ぎを計るように彼を睨んだ。だが、そんなことは大したことでないと気づき、もう一度大きく息をついてどっとソファに座すわりこんだ。

　疲れている。そう思った。メイベルは頭を押さえ、

「……すまない、いらいらしていた。助かった、デューク卿には手を焼いていたのだ」

「どうも、不調法者なので」

　ウィルが肩をすくめてみせる。メイベルは苦笑した。

　二人の緊張が解け、はらはらしていたマギーとバズもほっとする。

「それで、用とはなんだ」

「ここに来る前、一人のばばあに会ってきたんだけど、それはそれとして、これ」

　ウィルは袖そでからなにかを取りだし、三人に見せた。

　それは例のスパイラル模様の描かれた、銀の円盤だった。







　６　子供のキモチ







　メイベルの右眉まゆがぴくりと上がったのはともかく、

「これって、例の女の子が持ってるって奴じゃないの!?」

「おまえ、いつのまに手に入れたんだ!?」

　マギーもバズだって驚く。スパイラル模様──「宇宙の言葉」を表す紋様の入った銀の円盤が、いつのまにウィルの手に？

「……ウィル、おまえやったな？」

　呆あきれ返ってメイベルが言うと、ウィルはにやにや笑いながら、

「だって、わざわざぶつかって来てくれるんだもん。あいつ、財さい布ふ持ってなかったよ、ケチな男だん爵しやくさまだなあ」

「呆あきれたものだ。捜さがし屋とは人のふところまで捜す訓練もしているのか」

「あの男爵が持ってた物なの？」

　マギーがますます混乱した様子で聞き返す。ウィルは頷うなずいた。

「昨日、あの男爵さまがふところに入れてたのを見かけたんだ。もしやとは思ったんだけど、これはどういうことかなー、メイベルさん」

　ウィルに問いつめられ、メイベルは一瞬絶ぜつ句くした。そして、再び苦笑すると、

「やはりいい腕をしているな、ウィル・ゴーダ。分かった、白状しよう。男爵がそれを持っているのは当然なのだ。私は男爵がそれを持っていたからこそ、おまえに同じ物を持っていた少女を捜せと依頼した。できれば知られたくなかったが」

「そんなこったろうと思った」

　ウィルはしょうもなさそうに天てん井じようを仰あおいだ。マギーは話が見えないようで、

「どういうことよ、ウィル」

「だからさ、メイベルさんは男爵の求婚をかわす口実を捜してたわけだろ？」

　同意を求められ、メイベルは頷いた。

「あのゴージャス大好きな男が、あんな価値のない物を後ご生しよう大事にふところにしまっていたので、なにか特別な物だと思っていたのだ」

「そこへ、同じ物を持った子供を見かけて……」

「ああ。もしかしたらあの男の隠し子かもしれぬと思ってな。そういうことだ」

「なあんだ、つまらない。『忘れられた民たみ』のことは関係なかったね」

「忘れられた民？　なんのことだ」

　訝いぶかるメイベルに、子供たちは顔を見あわせた。

「やっぱ知らねえか」

「そうだよ。知っていたら最初に言うだろ」

「あたしたち、村の近くに住む魔女にこの模様の意味を聞いてきたんです。そしたら、それは『忘れられた民』の紋章だって、あたしたちの先祖がこの地に訪れる前にここに住んでた民族で、今はもうどこにもいない人々の紋章だって言われたの。このサンマリーズの礎いしずえも彼らが築いたのよ。知ってます？」

「いや……初めて聞いた」

　メイベルは少々面食らいながら答えた。一いつ体たいこの子たちはなにを捜していたのだろう。彼女としては、やはりバズが主張したような、「地じ道みちに情報収集をして目星の場所に張りこんで」という捜そう索さくをイメージしていたのだ。それなのに、見当違いな紋章のことを調べ、『忘れられた民』などと聞いたこともない話をする。

「ウィル、おまえはなにを考えているのだ。あの少女がその『忘れられた民』の子孫だとでもいうのか」

「それを言ったら、あの男爵さまがこいつを持ってる方が変なんじゃない」

　咎とがめるメイベルに、ウィルは口を尖とがらせて反論する。

「この模様は『忘れられた民』にとって、サンマリーズ──セーラル・トリスタというべきかな、この町を表す紋章だったと俺は思うよ。その証拠に、この町の古い建築物のいたるところに、この紋章が付いてる。下水道とか、地下道への扉とびらなんかにな。この家の地下でも見つけたし」

「それは本当か？」

「うん。だから、この町や周辺に住んでる者が、たとえば廃はい屋おくとか地下道とかから銀の胸飾りを発はつ掘くつしたって、なんにもおかしくないだろ。例の少女はその手あいだと思うよ。でも、遠いところから来た男爵さまが持ってるってのは腑ふに落ちないんだよなあ」

　そう言って、ウィルは男爵から拝はい借しやくした円盤をテーブルの上でくるくる回した。

「こんな薄うす汚ぎたない、作りも悪い銀細工を、やけに大事そうに持ち歩くなんてさ。骨こつ董とう品ひんマニアだとしても、こんなもんあんまり価値ねえし」

　うーん、と唸うなるウィル。メイベルは焦あせりを隠しながら、

「で、では、男爵がなぜそれを持っていたかはともかく、つまり、あの少女と男爵をつなぐ糸はほとんどないと言うのか？」

「残念だけど」

　そう言ってウィルは肩をすくめる。今度こそ本当にメイベルは絶ぜつ句くした。あの変へん態たい男爵の求婚を断る頼みの綱が、あっさり切れてしまったのだから、無理もないだろう。

　ウィルは気の毒そうに落らく胆たんするメイベルを見たが、

「まあ依頼は依頼だからさ、ちゃんとその子を連れてくるけど。万が一ってこともあるし」

「ああ……そうしてほしい」

　それでもしっかり受け答えするメイベル。ここら辺はさすが騎士だ。

　ウィルはマギーとバズに頷きかけ、

「じゃあ、もう一度捜しにいくか」

「今度はどこに行くつもり？」

「どうも地下道が引っかかるんだよ。あ、でも、あのくそばばあに蛇へびのこと聞くの忘れちまったんだよなあ」

　つくづく残念といった様子でウィルが言う。バズが首を傾かしげて、

「でもウィル、あの魔女が外国人なら、どうしてこの国の歴史なんか知ってたんだろう」

「そりゃ魔女はなんでも知ってるからでしょ」

「魔女じゃねえっつーの」

　場所もわきまえず騒ぎ立てる三人に、メイベルが顔を上げた。

「おまえたち、さっきから魔女と言っているが、烏からすの森のフィービィのことか」

「知ってんの？」

「彼女は私の祖母の古い友人だ。バルキースから戦火を逃のがれて、アシュレイ家を頼ってきた。少し偏へん屈くつなところがあって、ああやって森に隠れ住むのが好きらしい」

「あ、やっぱりバルキース人だったんだ」

「そうだ。彼女はすばらしい医薬の知識を持っている。それで魔女だのと誤解されているみたいだな」

　メイベルは説明したが、子供たちはますます不可解な面おももちで、

「じゃあ、なんで『忘れられた民』なんて知ってたんだろ。誰も知らないことなのに」

「いっぱい食わされたのかもよ。全部魔女の噓うそかも」

「ぼくはそうは思えなかったけど……」

　未いまだ魔女説を捨て切れていない子供たちに、メイベルは苦笑しながら、

「まあ、誰かに聞いたのだろうな。『魔女』に相談を持ちかける者は多い」

「誰かって誰？　そんなこと知ってる奴がここら辺にいるかなあ」

　ウィルが食い下がる。どうしても『忘れられた民』のことが気になるらしい。

「そこまでは知らん──いや、もしかしたら『狼おおかみ』かもしれんぞ。彼女は村人から『狼』と同類の扱いを受けている。接触もあるだろう。狼と魔女なら相あい性しようもよかろう」

「『狼』か……」

　冗談めかして言ったメイベルの言葉に、ウィルは考えこんだ。

『狼』とは森に追われた人々のことを指さす。罪を犯おかした人間が村払いの制裁を受け、行く場もなく森に隠れ住んでいるのだ。

「『狼』はデルセンよりも厄やつ介かいだなあ」

「まさか接触しにいくつもりか？」

　メイベルは慌てた。冗談で言ったことを本気にとられても困る。

『狼』は危険だ。村人が彼らを狼として扱うように、彼らは村人に狼としてふるまう。つまり、不用意に近づけば向こうから襲ってくるのだ。

「ウィル、デルセンならともかく、『狼』までは私も考えていなかった。それはやめろ」

「そうよ、危険だわ」

　マギーも不安そうに言い、そして、メイベルに向かって、

「メイベルさんもこんな回りくどいことしてないで、はっきり断ったらいいじゃない。いくら爵しやく位いのある相手でも、メイベルさんだって教きよう皇こうさま直属の騎き士しなんでしょう？」

　非難めいた口調で言う。それもそうだと、ウィルとバズもメイベルをじっと見た。

　メイベルも、いつかそれを問われることを覚悟していたようで、

（できれば言いたくなかったが）

　大きく息をつく。そして、

「私には断れない理由がある」

「なに？」

「金がない」

　端たん的てきと言えば端的な答えに、子供たちは顔を見あわせた。バズがおそるおそる、

「あのお？　それがなにか？」

「アシュレイ家はデューク卿きように多額の借金をしているのだ。父が生前ギャンブルで作ったらしい、私も母も知らぬうちにな。デューク卿は借金の肩代わりに私を娶めとりたいと言ってきた。まったく物好きな男だな」

　そう言って自じ嘲ちようするメイベル。バズが困こん惑わくした様子で、

「でも、あなたはアシュレイ家の跡取りなんですから、つまり乗っ取りということになりますけど」

「そういうことだ。どちらにせよ期日までに借金を返さねば、家領土は没ぼつ収しゆうされ、あの男の所有になる。ならば、結婚して併へい合ごうという形の方が家も安あん泰たいだ。賭と博ばくの借金のカタに家を巻き上げられたなど、外がい聞ぶんの悪いこともなくてすむ」

「でも、断りのネタを捜してたってことは、メイベルさんはあの男と結婚したくないんでしょ？」

　マギーが焦あせって尋ねた。あんな男が領主になるなんてと思うと、つい力が入ってしまう。

　だが、メイベルは頭を振ると、

「そう思っていたが、しかし、借金を返すアテもないのだ。やはりこのままデューク卿と結婚するのがアシュレイ家にとって一番の方法だろうな」

　大げさにため息をついてみせ、メイベルは笑った。だが、子供たちは釈しやく然ぜんとしない面おももちで、彼女を見返している。

「なんだ、その顔は。結婚するのは私だし、この地を治おさめるのもやはりアシュレイ家だ。まあ、オルレーソン家からの委託管理という形になるがな。おまえたちにはなんの不ふ都つ合ごうもないぞ、安心するがいい」

「……なんか、非積極的」

　マギーが上うわ目め遣づかいに言う。ぴくりとメイベルの頰ほおがひきつった。

「なんか消極的だわ、それ。本当に結婚したくなければ、もっといろいろとやればいいのに。隠し子を捜すなんて、それって『万が一』の希望だけなんでしょ。もっと確実に断る方法を考えればいいのに」

「マ、マギーっ」

　領主相手にぞんざいな口をきくマギーに、バズが焦って止めようとした。だが、彼女はそれを押しのけて、昂こう然ぜんと、

「本当に結婚なんかしたくなければ、男爵を陥おとしいれてでも策を講じるべきよ。大体、この仕事だって、わざわざウィルに依頼しないで自分で捜すのが当然じゃない。メイベルさんは本気じゃないのよ。ちょっと変な男爵の相手なんて嫌だから万が一断れたらいいな、ぐらいしか考えてないんだわ。本当に嫌だったら、もっとどうにかしているはずじゃない。家の為ためにとか外聞が悪いからなんて、体てい裁さいのことなんか気にしないはずよ。本気じゃないわ。じゃなかったら、ただの不ぶ精しよう者よ」

「……娘、言っていいことと悪いことがあるぞ」

　低い声でメイベルが言う。半なかば脅おどしているようだ。うろたえるバズを尻しり目めに、だが、マギーは臆おくしもせず、

「あら、じゃあこれは言ってもいいことなのね」

　きっと対立する二人。険悪なムードが漂ただよう。

　急に、ウィルが立ち上がった。

「どうしたの、ウィル」

「そんなことはどうでもいいさ」

　投げ遣やりな口調でウィルは言う。

「そんなことはあんたの勝かつ手てだ。俺はあんたの依頼を遂すい行こうする、あんたは消極的な断り方を捜していればいい。じゃあ、もう行くから」

　そう言って部屋を出ていってしまった。マギーとバズが慌てて彼のあとを追う。

　一人残されたメイベルは、ぽかんと子供たちを見送った。

（なんなのだ、いったい？）

　急に不ふ機き嫌げんになって、捨てぜりふとしか思えない言葉を吐き、とっとと出ていったウィル。勝手なのは自分の方ではないか。

（ばかばかしい、たかが領民の子供ふぜいになにが分かる。借金のカタに家を没収されたなどと、そんな恥はじさらしな真ま似ねができるか。貴族連中のいい笑いものだ。騎士にとってプライドがどんなに大たい切せつなものか、あんな子供に分かってたまるか）

　メイベルは頭を振った。

　しかし。

（結婚）

（結婚か──この私が、そこらの貴婦人並みに結婚しなければならないとはな）

　この二十三年間、男として育てられた彼女には、かなり抵抗のあることだった。アシュレイ家の存そん続ぞくを考えるなら養子をとればいい、そう考えたこともあるくらいだ。

（この私が家に収おさまり、ドレスを着て、茶を点たて、貴婦人たちのくだらないサロンに出、子を生み、育て）

（一生、ドレスに縛られて、家の中で生きていく？　この私がか!?）

　体がわななくのを感じ、メイベルはぎゅっと拳こぶしを握った。

　全身がじんわり汗ばんでくる。激しい緊張。

（いやだ）

（いやだ。そんな窮きゆう屈くつな生活。息が詰まる。死んでしまう）

（誰か助けてくれ。結婚なんかしたくない。したくない）

（父上、あなたを恨うらみますぞ……！）

　だが、それを表に出すことは、アシュレイ家の跡取りとして許されないことだった。




「ウィル、待ってよお」

　どんどん坂を下りていくウィルを、マギーとバズは懸命に追っていた。

　男爵を送りに行ったのか、玄関にブルーノの姿はなかった。彼を待とうと二人は提案したが、ウィルはそのまま無視して行ってしまったのだ。

「機き嫌げん悪そうだな、ウィル」

「そりゃあそうよ。まさかあんな事情があったなんてね」

　不安そうに言うバズに、マギーが憮ぶ然ぜんと言い返した。

「でも、あたし、ちょっとショックだったな」

　大きな声で、前を歩くウィルに聞こえるよう喋しやべりだす。

「メイベルさんってもっと進歩的な人だと思ってたわ」

「なんだいそれ」

「だって、女だてらに騎士さまで、国にとって重要な地位にあるわけでしょ？　男上位の世界で、すっごくがんばってるわけじゃない。そりゃ、個人的に好きとは思えないけど、そういう意味では尊敬してたし、女の子の憧あこがれの的まとだったのよ。なのに、借金を返す為に結婚するなんて、そんな古くさい生き方を選ぶとは思わなかったわ」

「しょうがないじゃないか、返すアテがないんだから。それに、メイベルさんだっていつかは結婚するんだし」

「でもお、あんな消極的な断りの口実に頼ろうとするなんて、なんか、イメージ崩くずれちゃった。大体、自分のことくらい自分で調べればいいのに。ね、ウィル」

「うるさいんだよ、マギーは」

　鋭するどいウィルの一ひと言ことに、マギーはびくっと震えた。思わず足がとまる。

　ウィルは前を向いたまま、

「そんなのメイベルさんの勝手だろ。ひとごとなんだから、マギーは黙ってろよ」

　そう言い捨て、すたすたと行ってしまう。その背中が怒っていた。

「マギーにそんな言い方ないだろ！　マギーはおまえをなぐさめようとして……！」

　バズが怒鳴っても振り向きもしない。

　マギーはその場に立ちすくんだ。顔を青ざめさせて、

「ど……どうしよう、ウィルを怒らせちゃった」

　おろおろとうろたえる。いつもの気き丈じようなところは消えてしまったようだ。

「どうしよう。あ、あたし、そんなつもりじゃなかったのに、そんなつもりじゃ……あたし、ウィルを元気づけようと思って……メイベルさんの考え方じゃあ、ウィルが怒るのも当然だって、言いたかったのに、どうしよう」

　鼻の頭を真っ赤にして、マギーはしくしくと泣きだした。バズが慌あわてて、

「マギー、泣くなよ。マギーは悪くないよ。ウィルの奴、八つ当りしてるだけなんだ。その、やっぱりメイベルさんのことで、同族嫌悪というか、反面教師というか、見たくないものを見たというか、だから苛いら立だってるだけで」

「ほ、ほら、やっぱりあたし、酷ひどいこと言っちゃったんだ……あ、あたし、いつも考えなしで……ごめん、ごめんなさい、うぃるうう」

　だが、ウィルの姿はもう通りにはなかった。怒ったまま行ってしまったのだ。

　マギーはぼろぼろ涙をこぼして、声を上げて泣きだす。

「ふええん、うぃるうう」

「困ったなあ」

　なぐさめるどころか、よけいに泣かしてしまい、バズがうろたえていると、

「どうした、おまえたち」

　ブルーノが駆けつけてきた。子供たちが屋敷を出ていったと聞き、追ってきたのだ。だが、マギーは大泣きし、バズはうろたえ、肝かん心じんのウィルがいないとなると、彼だって途と方ほうに暮れる。

　ブルーノに気づいたバズが、ようやくほっとして、

「あ、ブルーノさん。いいところに」

「一体なにがあったんだ、喧けん嘩かでもしたのか。ウィルは？」

「あたしがウィルを怒らせちゃったのお。あたし、あたし、ウィルの味方だって言いたかったのに」

　涙でびしゃびしゃになった顔で言うマギー。ブルーノはやれやれと頭を振って、

「子供の喧嘩に大人が口出すもんじゃないが、一応話だけはしてみるか？　どうだおまえたち、チョコレートケーキは食ったことあるか」




　通りに面したカフェテラスに二人を連れていき、ブルーノは詳くわしく話を聞いてやることにした。二人ともカフェテラスなんて金持ち相手の店に入ったのは初めてなので、出されたケーキと茶にも手をつけず、落ちつかない様子で椅い子すに座すわっている。

（こうして比くらべてみると、ウィルは大人慣れ──金持ち慣れした奴だったんだな）

「さてと。一体あのお調子者をどうやって怒らせたんだ、お嬢ちゃん。俺にはできん所しよ業ぎようだな」

「……メイベルさんが、借金のカタに結婚するって話、知ってる？」

　悄しよう然ぜんと肩を落としながら、マギーが話しだす。ブルーノは一瞬顔をしかめたが、すぐに苦笑すると、

「そんなこともつきとめたのか。そのことは他た言ごんするなよ、おまえたち。領民をいたずらに不安にさせるなとお館やかたさまのお達しだ──それで？」

「ウィルんちも借金だらけなの」

「あいつの父親、トレジャーハンターなんです。でも三年前、スポンサーに借金したまま蒸発しちゃって」

　バズが補足する。彼もこの件ばかりは、素直にウィルの味方になっているようだった。ブルーノは首を傾かしげ、

「それは蒸発ではなく、死んだのではないか。宝捜しには危険がつきまとうものだろう」

「蒸発なの。だから問題なんじゃない。そのスポンサーは、ウィルたちが父親と同じ仕事をしてくれれば、借金はなしにしてやるって言ってるんだけど、でも、ウィルは絶対いやだって、地じ道みちに返すって言い張ってて」

「『俺はトレジャーハンターじゃない、庶民の味方、善良な捜し屋だ』からか？」

　一昨日、ウィルが言っていた言葉をそっくり繰り返すブルーノ。二人は頷いた。

「ウィルは、絶対そんな危険な仕事はしない、って言うんだ」

「なんだ、おまえたちは本当に消極的な奴らだな。子供のくせに冒ぼう険けん心しんがないぞ」

　ブルーノは呆れた。さっきの「白しろ蛇へびには二度と近寄らない」発言といい、もっと子供なんだからチャレンジ精神を持つべきではないかと、ふがいなくなる。

　だが、マギーは顔を真っ赤にして、

「違うの！　ウィルが言いたいのは、なんで親の作った借金の為に自分が命をかけなきゃならないのかってことなの！」

　マギーの激しい剣けん幕まくに、ブルーノは目を白黒させながらも、

「親の借金を子供が払うのは当然ではないか」

「じゃあ、子供の人生はないわけ!?　親は好き勝手して借金をこしらえて、子供にはなにもさせず働けってわけ!?　そんなの勝手よっ」

「ウィルは、借金をいつまでも抱かかえているのはいやだけど、俺だってやりたいことはいっぱいある、だから借金に命をかける気はないって言うんです。父親は必ず自分が捜しだしてみせる、自分の借金は自分で払わせてやるって」

　興奮した挙あげ句、そっぽ向いたマギーに代わって、バズが説明する。

「あいつは、親の借金なんかに振り回されるもんか、って必死なんです。だから、メイベルさんが親の借金のために結婚するって聞かされて、ちょっと不機嫌になって」

「その上に、あたしが追い打ちかけちゃったの。ウィルの方が正しいって言おうと思ったのに、反対に怒らせちゃって」

　急にしょんぼりして、マギーが呟く。

　ブルーノは眉み間けんにしわを寄せ、顎あごを撫なでた。難むずかしい問題だ。自分が作ったわけでもない借金の奴ど隷れいになんかならないというウィルの主張は分かる。だが、メイベルにはアシュレイ家という重い責任がのしかかっているのだ。同じように考えてはいけない。

（いけないのだが……）

「ウィルが宝捜しに出ないのは、もう一つ理由があるんです」

　バズが付け足す。ブルーノは顔を上げた。

「ウィルが行くって言ったら、あいつのおじいさんが自分も行くって言いだすに決まってるんです。もう年だし、そんな危険な目にはあわせられないって。あいつ、おじいちゃんっ子だから」

「そうか」

（家族の重みは一いつ緒しよということか）

　ブルーノは少し考えこんでいたが、

「おまえたち、この話は少し俺に任まかせてみないか。ちゃんとウィルには俺から話しておいてやろう、メイベルさまの事情もあわせてな」

「ほんとう？」

「ああ。だから、安心してケーキを食べなさい。お茶が冷めるぞ」

　にっとブルーノが笑う。マギーとバズはちょっと不安そうだったが、頷うなずきあうと、ケーキに手を出した。

「それで、ウィルはどこに行ったんだ」

「多分、『狼』に会いにいったんだと思う」

「あたしたちもついてっていい？」

　口の回りにチョコレートをつけて、マギーが上うわ目め遣づかいに聞く。

「いや、それはやめておいた方がいいな。おまえたち農民は『狼』を刺激するだけだ」

「ウィル、大だい丈じよう夫ぶかしら」

「あの子なら大丈夫だろう。心配するな、俺もすぐに行く。支払いはすませたから、おまえたちはゆっくり食べていきなさい」

　紅茶の最後の一飲みを口にして、ブルーノは立ち上がりかけた。マギーが何なに気げなく、

「メイベルさんには話さないの、結婚なんかするなって」

「ぶっ」

　思わず茶を吹き出してしまう。マギーとバズは慌てて飛び退のき、

「いやあん。ブルーノ、きたなあい」

「な、なにを、妙みようなことを言うからだっ」

　厳いかつい顔を耳みみ朶たぶまで真っ赤にしてブルーノは怒ど鳴なるが、どうも声が上うわ擦ずっている。マギーは憮然と、

「なにって、ウィルにメイベルさんの事情を語ってきかせるなら、メイベルさんにもウィルの事情を教えるのがフェアじゃない。借金の為に結婚するなって。ほかになにがあるのよ」

「え？　あ──ああ、なるほど、そういう意味か。いや、分かった、話しておこう。それではなっ」

　慌てふためき、ブルーノは逃げるようにカフェテラスを出ていった。

　坂を下っていく彼を、二人はじっと見送っていたが、

「……やっぱりそうね」

「え？　なにが？」

「ブルーノよ。彼、メイベルさんのことが好きなんだわ。だから、男爵が嫌いだし、さっきも男爵が来てしょんぼりしてたのよ。間ま違ちがいないわっ」

　拳こぶしを握ってマギーは力説した。さっきまでの泣きっ面つらはどこへやら、怪あやしげな闘とう志しが目の中に燃えている。バズは嫌な予感がして、おそるおそる、

「あの、マギー？　それはただの忠誠心では……？」

「忠誠心でお茶を吹き出す!?　イボガエルが入ってたならともかく、あれは恋よ、恋っ」

「はあ」

「でも、それは身分違いの上に借金に引き裂かれる辛つらく苦しい恋なの。ああ、かわいそうなブルーノ！」

　完全に自分の言葉に酔いしれているマギー。人の恋こい路じなどどうでもいいじゃないかとバズは思ったが、また殴なぐられそうなので黙っていた。

「ブルーノはあたしたちの為に、ウィルに話してくれるって言ったわ。だから、あたしたちもブルーノの為に一肌脱ぎましょうよっ」

「あたしたちの為って、ぼくは関係ない──い、いや、一肌脱ぐって、なにする気さ？」

　マギーに睨まれ、慌ててバズは前ぜん言げん撤てつ回かいする。マギーは満足そうに頷くと、

「彼の恋を成じよう就じゆさせるのっ。どうせやることなくなっちゃったんだし、いい案でしょ」

　うきうきとマギーは言う。反対に、バズはくらりと目め眩まいがした。そんな馬に蹴けられるようなことはしない方がいいに決まっているのに。

　だが、マギーはさらに調子に乗って、

「さあ、ブルーノとメイベルさんの幸せを願って、エンゼル・ハートクラブをここに結成するわっ。いいわね、会員二号！」

「ええー？　なにその名前。内容にもまして、情けないよお」

　心底嫌そうにバズが言うと、今度こそマギーに拳で頭を殴られてしまった。

「文句言わないっ、会員二号。さあっ、まずはあの変態男爵をどうやって追いだすか、調査に出かけるわよっ。これはあたしとあんたの二人だけで、秘密にやるんだから」

　意い気き揚よう々ようと、マギーはずるずるバズを引っ張っていく。

　強ごう引いんな彼女にバズは頭が痛かったが、「二人だけ」と「秘密」という言葉に、

（……ま、これもいいか）

　なんて幸せになってしまうのだった。







　７　エンゼル・ハートクラブ見参！　もしくは「狼なんて怖くない」







「だ、だからって、な、なにも、ここまでする必要、ないじゃない、か」

　高い煉れん瓦がの塀へいの上に這はいつくばりながら、バズが情けない声を上げる。先に宿屋の屋根に飛び移ったマギーが、きっと睨にらんで、

「バズ、あんた文句が多すぎるわよっ。そんなことではエンゼル・ハートクラブの会員二号の名が泣くわ！」

「泣きたいのはぼくの方だよ」

　とほほと嘆なげきながら、それでも健けな気げにマギーのあとを追って、屋根にこわごわ飛び移る。

　日暮れの視力が低下する時間を狙ねらって、男だん爵しやくの泊まっている宿に忍びこもうと言いだしたのは、むろん、エンゼル・ハートクラブの会員一号兼会長マギーだった。彼女の決定にバズが逆らえるはずもなく、こうして裏手の家から忍びこんでいる最中だ。

「マ、マギー、ちょっと待ってよお」

　へっぴり腰で、ひさしの上に座すわりこんだまま動けないバズ。村一番のおてんばと名を馳はせるマギーは、幅はば三十センチ余のひさしの上に傲ごう然ぜんと佇たたずみ、

「まったく、バズったら臆おく病びようねっ。いいわ、ゆっくり来て。あたし先に行ってるから」

「マギい、そんなあ」

　どんどん先にマギーは行ってしまうが、バズは追いかけようにも追いかけられない。

　とても忍びこんでいるとは思えない二人だった（だからこそこれだけ騒いでも、誰だれにも咎とがめられずにすんでいるとも言う）。

　マギーはすっかりその気になって、忍び足で目当ての窓へと這い寄っていった。

（それにしても、どうしてこんな安っぽい宿に泊まってるのかしら）

　安っぽいとはいえ、一いつ介かいの農民が泊まるボロ宿とは桁けた違いに立りつ派ぱな宿だ。だが、男爵が泊まるところとも思えない。この町には豪商相手の豪華な宿がいっぱいあるのに。

（なーんか怪あやしいわよね）

　おかげで厳重な監視もなく簡単に忍びこめたのだが、怪しすぎる。

　宿でいちばん大きな部屋の窓の下へたどり着く。聞き耳を立てると、かすかに中から声が聞こえてきた。

「……たしかにふところに入れておいたのだ。間ま違ちがいない」

「ではどこかに落としてきたのでしょう。デュークも案外間まが抜けていらっしゃる」

「多分あの屋敷だ、アシュレイ家の」

「見つかったところで、この町の人間にはなにがなんだか分かるまいさ。どこもかしこもボンクラばかりだからな」

　ゲラゲラ笑い声が聞こえる。声の主は三人。たしかに男爵の部屋だ。あの円盤のことを話しているらしい。

「よもや自分たちの足元にお宝が眠っているとは、誰が思うもんか」

（ええっ!?　お宝!?）

　思わず叫さけびそうになり、慌あわててマギーは手で口を封じた。もっと詳くわしく話を聞こうと、窓の中を覗のぞく。

　案の定、男爵以下三名がテーブルに座り、ワインなんか手にしていい気分で笑いあっている姿が見えた。

「しっかしデュークよ、ゾルバンディア人の残した宝がサンマリーズに眠っているなんて、いまだに俺は信じられんな」

　と、昨日鞭むちを振るっていた男が言う。デュークは鼻でふんと笑った。

「ゼフィッツイ博物館の倉庫に転がっていた古こ文もん書じよはパイアスも見ただろうが。サンマリーズがゾルバンディア人の最後の砦とりでだったことは調べがついているんだ。宝があるとすればこの下だ。まあ、私も最初読んだときは信じられなかったがな。なあ、ハーディ」

（ゾルバンディア人？　『忘れられた民たみ』の名前かしら……）

　マギーはどぎまぎして心臓を押さえた。魔女の話は本当だったのだ。

「有史以前の話ですよ。信じろという方がむりです」

　三人目の長髪優やさ男おとこハーディナンドが、シニカルな笑みを浮かべて言う。

「有史以前、メーレン人の移動によってゾルバンディア人はノイマンから追い払われた。だが、メーレン人が手にした戦利品は微び々びたるものだった。ゾルバンディア人は高い生産力によってかなり豊かだったはずで、彼らはノイマンから逃げるさい、財宝をどこかに隠したと思われる──まったくゾルバンディア人なんて、歴史の教科書のどこにも書いてないんですけどね」

「歴史の捏ねつ造ぞうはいつだった行われる。が、完かん璧ぺきじゃない。どう偽いつわったところでボロは出るものさ。なんといったかな、あのフローレン島の男は。あいつがゾルバンディア人の子孫を連れてきたのが決定打だった」

　男爵の言葉にマギーはぎょっとした。

（フローレン島の男？　まさか……）

「デューク、早くあのじゃじゃ馬を落とせよ。さっさとこの町の領有権を手に入れて、お宝を掘りだそうぜ」
















　鞭むち男パイアスが下品な笑みを浮かべて言う。その言葉でマギーは悟さとった。

　男爵は宝の為にメイベルに求婚したのだ。

（そんなことだろうと思ったわよ。わざわざ貧びん乏ぼう騎き士しと結婚したいなんて変だもん。男爵なんて生っちろい奴が、メイベルさんみたいな癖くせのある女性に恋いこがれるとも思えなかったし）

　そう考えると、俄が然ぜんブルーノを応援したくなるマギーだった。そこへ、

「ま、まぎいい」

　ようやくバズが、おっかなびっくり這い寄ってくる。震えた声で、

「マギー、もうやめようよお。落ちちゃうよお──うわあ！」

「バズ!?」

　言ったそばから手を滑すべらせ、ひさしから落ちるバズ。マギーは仰ぎよう天てんして、とっさに彼の服を摑つかんだが、やはり森での二の舞となった。

　バキバキ！　とものすごい音を立てて、樹木の中に墜つい落らくする二人。

「なんだなんだ」

　物音に驚いて、窓から客たちがいっせいに外を覗いた。男爵も顔を出す。

「バズ、早く！」

「か、体が抜けないよおっ」

　茂しげみに尻しりが埋まってじたばた手足をばたつかせるバズを、マギーは引っ張り起こし、二人は脱だつ兎とのごとく逃げだした。

「なんだなんだ。子供が屋根から落ちたのか？」

「人騒がせな。ここら辺の子供はどういう遊びをしているんだ」

　人々は兎たちを呆あきれた様子で見送り、すぐに興味を失って部屋の中に戻った。だが、男爵は凝ぎよう然ぜんと、逃げていく少年少女を見つめていた。ハーディナンドが訝いぶかって、

「どうしました、デューク」

「あの子供たち、どこかで見たことある……町の子供か？　いや、違うな……」

　デュークは顔をしかめた。だが、なかなか思いだせなかった。




　マギーとバズを首しゆ尾びよく置いてきたウィルは、烏からすの森よりさらに陰気な北の森を、一人で歩いてた。

　春先だというのに欝うつ蒼そうと葉が茂り、伐ばつ採さいも整備もされず、獣けもの道みちのような道が細々と続く。まだ日は高いはずなのに、木こ漏もれ日一つ差しこまない。

　サンマリーズの北に位置する、通称「入らずの森」だ。サンマリーズのすべての排はい泄せつ物ぶつがここに捨てられ、目め眩まいのするような悪あく臭しゆうを放っている。

　そこをウィルはずんずん進む。気持ち悪かろうと、行くときは行く。ためらいはない。

　かなり森の中へ入ったところで、不意にウィルは足を止めた。ほどけた靴くつ紐ひもを結ぼうと身を屈かがめる。

　その瞬間、ウィルは落ちていた石をすばやく拾うと、袖そでに隠していた投石紐で右うしろの大木に向かって投げつけた。

　木こ陰かげに潜ひそんでいたブルーノはぎょっとして、とっさに籠こ手てで石を弾はじき飛ばした。腕にびりっと電気に似た痺しびれが走る。強烈な一撃だ。

　相手がブルーノと気づき、ウィルはきょとんとした。

「あれ？　おっさんじゃん。なんでこんなとこにいるのさ」

「なんでじゃない、おまえを追ってきたんだ。それにしても、なんという武器を使うんだ。打ちどころが悪かったら一発でお陀だ仏ぶつだぞ」

　まだ痺れている腕を押さえながら、しかめっ面つらでブルーノは木陰から出てくる。ウィルは肩をすくめて、

「ちゃんと狙ねらって投げてるよ。なんならバターナイフを投げるとかしてもいいけど」

「……どこの家のバターナイフだ？」

「いやあん、それは聞かないでえん」

「気き色しよく悪い声出すなっ」

　身震いするブルーノを見てウィルは笑うと、再び歩きだした。ブルーノもあとに続く。

「ウィル、あのお嬢ちゃんと少年が心配していたぞ」

「心配？」

「おまえを怒らせたってお嬢ちゃんは泣いていた。女の子を泣かすもんじゃないぞ」

　顔をしかめて言うブルーノの言葉に、ウィルはようやく合が点てんがいった様子で、

「ああ、あれ。だって、そうでも言わないとついてくるだろ。あいつらと一いつ緒しよだと『狼おおかみ』に会いになんていけないからな」

「怒っていたんじゃないのか？」

「マギーの声、甲かん高だかくてうるさいんだもん」

　憮ぶ然ぜんとウィルは答える。ブルーノは返す言葉を失った。

（こ、子供だ）

　頭が痛くなる。やっぱり子供の喧けん嘩かだ。口を出すべき問題ではなかったらしい。

「まったく、おまえらは仲がいいのか悪いのか分からんトリオだな」

「まあね。しょせん俺は農民じゃないから」

「あの二人に聞いたぞ。おまえの父親のこと──借金のことも。おまえの父親はなぜ蒸発なんかしたんだ。息子に借金のしわ寄せがいくと分からぬはずもなかろう」

「理由なんて俺が聞きたいよ。仕事が怖くなって、尻尾しつぽまいて逃げたんじゃないの？」

　前を見たままウィルは答える。どうやら父親の蒸発に対しては、怒っているというより呆あきれているようだ。ブルーノは興味津しん々しんに、

「どんな仕事だ？　おまえも危険だから断ったそうだな。天才トレジャーハンターが逃げだしたほどの仕事となると、暗黒大陸のジャングルに分け入り、生なま肉にくを食らって炎えん天てん下かの沙さ漠ばくでの宝捜さがしとかか？」

「それじゃあお伽とぎ話だって。サルベージだよ、サルベージ」

「サルベージ？」

　聞き慣れない単語にブルーノは首を傾かしげた。ウィルは頷うなずいて、

「トレジャーハンターの基本、沈没船の引きあげ。フローレン島の沖合いにシノン文明時代の商船群が沈んでるんだってさ。それを引きあげるの」

「……危険なのか？」

「深いんだよ、沈んでるところが。それにフローレン島には変な潮ちよう流りゆうあるしさ。あのくそ親父おやじ、最初の調査で潜もぐったあとに消えちまったっていうから、怖くて逃げたのか、あるいはシノン人の亡ぼう霊れいにでもとり憑つかれて、故郷に帰ったんじゃないの」

　にゃははは、と妙みような声で笑うウィル。ブルーノはどっと疲れを感じた。どこまで本気なのか冗談なのか分からない。

「ますます分からん奴だな。父親のことが心配ではないのか」

「心配だよ。このまま死なれたら、本当に俺が借金抱かかえることになっちゃうもん。でも、それ以上の心配はしない。逃げだしたのはてめえの勝手だもんな。借金まで作って、その上心配してもらおうなんて厚かましいや」

　そうウィルは言い捨てる。本気でそう思っているようだった。ブルーノは「それでも相手は親だぞ」と怒ど鳴なりたい衝しよう動どうにかられたが、ウィルがまだ十二歳の子供だということを思いだし、やめた。

　相手の立場を思いやるにはまだ子供すぎて、親のことを無条件で信用するには大人すぎるのだ。

（難むずかしい問題だ。実に難しい。いない親に縛られるほど理り不ふ尽じんなものはない）

（メイベルさまもそうだ。そして我われ々われバルキース人も、祖先の呪のろいから逃のがれられない）

　二人は言葉もなく、黙々と歩き続けた。

　森の奥に入るにつれ、胸がむかむかしてくる。例の悪臭が強くなってきているのだ。ブルーノはゴミ溜ために隠れ住んでいた経験もあるので、しばらくは我が慢まんできたが、とうとう、

「それにしても、なんだって入らずの森なんかに来たんだ。人に聞かなかったら素す通どおりするところだったぞ」

　耐えきれず、顔をしかめて非難する。実のところ、さっきから逃げだしたくてたまらないほど臭くさいのだが、ウィルは涼すずしい顔を向けて、

「おっさん、肌露出してるとこ隠した方がいいよ。変な虫に刺さされるとまずいから」

　忠告され、慌あわててブルーノは襟えりを立てた。だが、ウィル自身はなにも防ぼう御ぎよしていないのを見て、眉をひそめ、

「おまえ、臭くないのか？」

「俺は魔女の秘薬を飲んでるから。虫よけの薬も塗ぬってあるもん。あ、おっさんも飲む？」

「どうしてそれを早く言わん！」

　どうりで平然としているはずである。手渡されたばか苦にがい薬を飲み、どす黒い軟なん膏こうを塗ると、たしかに臭においはまったくしなくなった。小こ蠅ばえも近寄らなくなる。だが、どうも舌が乾いてたまらないということは、嗅きゆう覚かくと一緒に味覚も異常をきたしたのだろうか。

　ブルーノはげんなりしながら、

「ウィル、これからどうする気なんだ」

「だから『狼』と会うんだってば」

「いくら『狼』でもこの森にはいないだろう。本物の狼だってな。臭すぎる。おまえの捜し屋の星も、薬のおかげで酔っぱらっているんじゃないか」

「ちゃんと光ってるよ」

　むう、とウィルは頰ほおを膨ふくらませた。

「ここに行けって星がうるさいんだ。人間は住もうと思えばどこだって住める。それに、俺はどうしてもサンマリーズの地下が気になるよ。あの白しろ蛇へびのことだって、まだなにも──」

　言いかけて、ぴたりとウィルの足が止まった。息を吞のむ気け配はいがブルーノに伝わってくる。

「どうした」

　少年の緊張に反応して、ブルーノは剣の柄つかに手をかけた。だが、ウィルは手を振って、

「違う──沼だ」

　低い、囁ささやくような声で言う。ブルーノは促うながされるまま前を見て、うっと呻うめいた。

　彼らの行く手に広がるのは、沼というより湖と化した、汚お水すいの貯水池だった。どす黒い、茶色とも灰色ともつかない液体が、森一面に満々とたたえられている。ぼこ、ぼこ、と水面のあちこちから重苦しい気き泡ほうが音を立てて弾はじけていた。どろどろした液体は、そんじょそこらの風ではさざなみも立てない。

　汚水の中からまだ若々しい木々が生はえている。それは着実に汚水の湖が広がっていることを示していた。見ているだけで臭ってくるような光景だ。

（うう……臭いは感じないはずなのに、胸くそが悪くなってきやがる）

　役場の人間が言っていた、「このままでは森から下水があふれてくる」という言葉がよみがえる。

「まさに人間の業ごうという奴だな……自然の自浄作用が追いつけないのか。こんなところに人が住んでいるはずは」

　はっとブルーノは顔色を変え、今度こそ剣を鞘さやから抜き放った。沼に見入っているウィルを引き寄せる。突然のことにウィルは面食らって、

「な、なんだよ、おっさん」

「来たぞ」

　押し殺した声でブルーノは告げた。すぐにウィルも気づき、全身に緊張が走る。

　遠くから、低い、ウウウという獣けものの唸うなり声が聞こえてきた。一匹だけではない。二人を取り囲むように、徐じよ々じよに近づいてくる。

（しまった。逃げ道を断たれた）

　ブルーノは舌打ちして、用心深く周囲を見回しながら、

「ウィル、おまえ、なにか手を考えているのか。話しあいで通じる相手とは思えん」

「おっさん、『狼』は普通、つるまないんだぜ」

　へへっ、とウィルは緊張した表情で笑った。足で辺あたりの小石を集め、万が一に備そなえる。

「ウウウ。グルルルウウ」

　森の中から黒い影が、一つ、また一つと現れる。人の形をした獣たちは、手に手に石いし斧おのや棒などの原始的な武器を握り、目をぎらぎら光らせて二人に近づいてきた。その唸りはまさに獣の、狼の声だ。

　痛いほどの警戒心。威圧。敵意。殺意。

「出テイケ」

　誰かが片かた言ことの人の言葉を発した。すぐに別の方向から、

「出テイケ。ココハキサマラノ来ルトコロジャナイ」

「『狼』ニ食ワレタクナカッタラ、サッサト逃ゲロ。ココニハ来ルナ」

　ブルーノは柄を握りしめた。このくらいの人数を相手に戦ったことなら何度でもある。

（さあ、どうする、ウィル）

　ちらりとウィルを見る。少年は少し顔を強こわばらせたまま、にっと笑うと、

「おっさん、殺されないよう頼むわ」

「なに？」

　ブルーノは聞き返したが、ウィルは答えず、『狼』たちに向かって声を張りあげた。

「へっ、『狼』が聞いて呆れらあ！　獣が服なんか着てるもんか！」

「食イ殺シテヤルゾ！」

「食イ殺シテヤル！」

　ウィルの挑ちよう発はつに乗って『狼』たちが襲ってきた。ブルーノはぎょっとしたが、考えるより早く体が動き、一人目の振り下ろした斧おのを剣で受けとめる。そして、鳩尾みずおちに強烈な蹴けりを食らわせた。軽々と『狼』は吹き飛ぶ。

　二人目も剣で受けとめ、今度はそのまま弾き飛ばした。三人目は峰を首筋に叩たたきつける。

（弱いな）

　しょせんは訓練されていない烏う合ごうの衆、まるで戦いの仕方が分かっていない。もと戦士のブルーノにとっては、数があって面めん倒どうだが敵ではなかった。

（わざわざ挑発して、まったくウィルはなにを考えているんだ。穏おん便びんにすませるつもりはないのか）

　そう思っていたところへ、ひょいとウィルがブルーノの陰から飛びだした。そして、

「おい！　これをよく見ろ！」

　よく通る、自信に満ちたウィルの声に、『狼』たちは攻撃を止めた。視線が集まる。

　ウィルは傲ごう然ぜんと仁に王おう立ちになって、なにか小さな箱と、これまた小さな枝のような物を掲げていた。『狼』たちはなにが始まったのかときょとんとし、ブルーノも目を円まるくする。

「……ウィル、それはなんのつもりだ？」

「あれ、おっさん知らないの？　駄目だなあ、王都じゃあ常識だよ、じょーしき」

　ウィルはえっへんと胸を反そらすと、

「これはマッチといって、いつでもどこでも簡単に火がつけられる道具なのだ！　どうだ！」

「どうだってなあ」

　ばかばかしくなってブルーノはため息をついた。彼だってマッチは知っていた。すばらしい道具だとは思う。だが、この場でそんなものを誇ってみてどうするのだ。

　しかし、ブルーノの意表をついて、『狼』たちは明らかにうろたえ、敵意に満ちていた顔に怯おびえが現れる。

　ウィルは不敵な笑みを浮かべると、手近にあった大木でマッチの頭をこすった。ポッと小さな灯とう火かが宿る。

　それを見た途と端たん、『狼』たちは色を失い、

「！　オマエ、早ク火ヲ消セ！」

「あんたたちに聞きたいことがある。ちゃんと答えないと沼ん中に落とすぞ。まだマッチはいっぱいあるんだ」

　あたふたする『狼』たち。マッチはウィルの手の中で消し炭になった。だが、ウィルはすぐに二本目のマッチを取りだし、ほらほら、と振ってみせる。

　ブルーノはいまだ状じよう況きようを把は握あくできない様子で、

「ウィル、これは一体？」

「ミアズマだよ」

　ウィルは背後に広がる汚濁水の気泡を指さした。ミアズマ──腐った空気のことだ。

「汚濁水から出るミアズマはよく燃えるんだな。引いん火かしたら森ごと燃えちまうよ。さあて、返事がないならもう一本つけちゃうよーん」

「やめろ！　そこでも引火してしまう！　メタンは重いんだ、腰を屈かがめるな！」

「みんな、おやめ。小僧もだよ」

　冷静な声が森の方から飛んできた。振り返ると、数人の女に連れられて、灰色のマントをまとった老ろう婆ばがひょこひょこ現れた。見覚えのある顔だ。

『狼』たちは当惑した顔を付きあわせ、それでも彼女の言葉に従って大人おとなしくなる。

　ウィルは露骨にいやーな顔をして、

「烏からすの森のくそばばあじゃん。やっぱりこいつらの仲間だったのか」

「遅かれ早かれここに来るとは思ってたよ。薬は効きいたかい」

　目を細めて笑う魔女フィービィ。ウィルは憮ぶ然ぜんと、

「あんたんちに行ったときは、下水道に入ろうと思ってたんだけどな」

「まったくかわいげのない小僧だ。まさか、その男を連れてくるとは思わなんだが」

　ウィルはしかめっ面つらになっているブルーノを見上げた。

「知りあい？」

「ああ。この女は、俺の母の一番上の姉の旦だん那なの乳う母ばをしていた女の妹の乳姉妹だと偽いつわって俺に接近してきて、バルキースを亡ぼう命めいするときに世話してやった女だ」

「……つまり、赤の他人ってこと？」

「バルキースでは十親等までは家族の中に入るのだ」

　などとブルーノは付け足すが、それでも赤の他人であることは変わりないだろう。

　魔女はひひひっ、と喉のどを震わせて笑った。そして、

「さあ、あたしが来たからにはその物ぶつ騒そうな物をおしまい。ああ、分かっているよ、おまえの勝ちだ。こいつらはおまえに従う、獣のルールは守る。だが、こいつらは独自の言葉を喋しやべるんでな、あたしが間に入ってやるよ。そうするのが利り口こうだ」

　ウィルは頷うなずき、マッチをふところにしまった。




　二人は汚濁湖より少し高台になっているところへ連れてこられた。常に風上になっているので、悪臭はあまりない（二人とももとより臭いなど分からないが）。

　高台の森は人目につかないよう開かい墾こんされ、寄せ集めの材料で建てたボロ屋が数軒あった。狭い土地には畑も耕たがやされている。

「はーん。これが服を着た『狼』の正体か」

　にやにや笑いながらウィルが言う。ブルーノは外国人であるうえ農民の生活を知らないので、『狼』になるということがよく分からなかった。

「なにか問題でもあるのか」

「『狼』は集団を作らない。畑を持たない。人間と口をきかない。家を持たない。つまり、ここの『狼』は似え非せ『狼』ってことさ。素す性じようを知られたくない人間の隠れ蓑みのにはぴったりだ。『狼』の森となれば人も近寄らないしな。そうだろ、くそばばあ」

「魔女フィービィさまとお呼び、小僧」

　ふん、と鼻を鳴らすフィービィ。どうやら図ず星ぼしらしい。

　二人は集落の真ん中にそびえる木の下に座すわるよう指示された。彼らを襲った『狼』たちは再び森に消え、女子供と二人の壮そう年ねんの男だけが残る。

　ブルーノは用心深く人々を眺ながめた。子供たちは好奇心と警戒の入り交まじった顔で、二人を見ている。少しウィルとは毛色が違うみたいだ。みんな汚きたないなりで、瘦やせて、目だけがやけに大きく見えた。

（バルキースの子供を思いださせる）

　頭を振ったブルーノの視界に、小屋の軒のきに下がっている板が飛びこんできた。どの小屋にも下がっているので魔ま除よけかなにかと思ったが、その板の彫刻を見て愕がく然ぜんとする。

　スパイラル模様──あの、下水道のマークだ。

「ウィル、あれを見ろ」

　焦あせってウィルに声をかけるが、少年は別段驚く様子もなく、「ああ」と頷いた。

「あれは『忘れられた民たみ』の紋章なんだってさ」

「忘れられた民？」

「サンマリーズの町を作った張本人。くそばばあ、末まつ裔えいがいるなんて聞いてなかったぞ」

　口を尖とがらせるウィルに、フィービィはしゃあしゃあと、

「別に聞かれなかったからね。しかし、なぜここだと分かった？」

「町の排はい泄せつ物ぶつは北の森に排出されるから。あ、うそうそっ」

　二人の男がえらい形ぎよう相そうで睨にらんだので、慌あわててウィルは手を振った。そして、

「教会からサンマリーズの地下に潜もぐったとき、俺たちは白い蟒蛇うわばみを三匹も見た。サンマリーズの守しゆ護ご神しんだって聞いたけど、誰かが祭っている跡がちゃんとあったわけだな。あんな地下にさ。教会がそんなことするわけないし、誰かが、そう、サンマリーズの地下に詳くわしい奴らが崇あがめているんだろうと踏んだわけだ」

「…………」

「サンマリーズの名がつく前は、あの町はセーラル・トリスタと呼ばれてた。その名が象しよう徴ちようするように、三つ頭の白蛇信仰は町を築いた人々のものだったはずだ。ということは、例の『忘れられた民』の伝統と記憶を受け継ぐ人々がいるんじゃないかって思ったわけ。収らは町を追われても、そんなに遠くへは行けなかったはずだ。蛇の面めん倒どうを見なくちゃなんないんだから。で、隠れて住むならどこが適当かなーって考えたら、この入らずの森がぴったりだったのさ。なんたってサンマリーズの下水道とつながってるんだから」

　自信満々にウィルは説明する。

「あたしがこやつらとつながってると分かっていたのかい」

「『忘れられた民』なんてアシュレイ家の人間も知らないんだぜ」

　そう言ってウィルはへっへー、と勝ち誇ったように笑った。魔女は仏ぶつ頂ちよう面づらで、

「あたしの喋しやべりすぎということかね。一体おまえはなにを探さぐっている、ウィル・ゴーダ」

「俺を知ってたの？」

「自分で捜し屋と言っただろうが。まったく呆れた小僧だよ」

「あれ、そうだっけ？　まあ、いいや。あのさあ、これなんだけど」

　ウィルは先ほど男だん爵しやくからくすねてきた、銀の円盤をふところから取りだした。それを見た途と端たん、似え非せ『狼』たちから、驚きよう愕がくと怒ど気きをはらんだどよめきが上がる。

（なんだ!?）

　ブルーノは反射的に剣に手をかけたが、魔女が手を挙あげて群集を静めたので、それ以上は動かなかった。だが、警戒は解かない。

　フィービィはほかの者たちと同じく、顔を強こわばらせ、不審をあらわに、

「それを、どこで手に入れた？」

「とある男のふところから」

「本当だね!?」

　詰きつ問もん口調で聞き返す魔女に、ウィルも怪け訝げんに感じながら頷いた。様子がおかしい。スパイラル模様のついた物なら、サンマリーズのいたるところにあるはずだ。

　では、この胸飾り自体が特別なのか？

「その男とは一体誰だ？　サンマリーズの人間か」

「違うよ──なにをそんなに警戒してるのさ。この胸飾りはなにか特別な物なの？」

「それはあたしのパパの物よ！」

　鋭するどい悲ひ鳴めいが背中に飛んできた。振り返ると、集まっていた女子供の中から一人の少女が立ち上がり、怒りに満ちた目でウィルを睨にらんでいた。

　その胸に、同じ銀の円盤が下がっていた。







　８　大人おとなの事情







　少女の年は十歳ほど、瘦やせているから本当はもう少し上かもしれない。可愛かわいい顔をしているが、キッと目元がつりあがり、大きな円つぶらな瞳ひとみでウィルを睨にらみつけていた。

　ウィルはフィービィに向かって、憮ぶ然ぜんと、

「なんだよ、ちゃんと喋しやべれる奴もいるじゃん」

「パルフィは買いだし担当だからね。サンマリーズにもよく出かけるから、あたしほどには喋れる」

「じゃあ、あんたが来なくったってすんだじゃないか」

「あたしはあんたの為ためを思って来てやったんだよ。こいつらは森に入ってきたよそ者を逃のがしはしない。二度と生きて外には出さないのさ。そうやって自分たちの存在を消してきたんだから。無事に森から出たければ、あたしに感謝するんだね」

　恩着せがましく魔女は言う。

「俺はこいつらに勝ったんだぞ」

　ウィルは文句をこぼしながら、パルフィと呼ばれた少女を見た。

　黒髪を編みこんで頭のうしろにぐるりと巻きつけている。顔は全体的に小作りで、どことなく南洋系の雰ふん囲い気きがあった。煤で汚れているが、その下の地肌は小麦色だ。外国人──デルセン放ほう浪ろう民みんの子供と見み間ま違ちがえてもおかしくない。

　そして、その胸に下がるスパイラル模様の円盤。まさに同じ物だ。

（この子がメイベルさんの言ってた子か）

　ブルーノに目配せすると、彼も少女が目当ての人物だと気づいたようで、小さく頷うなずいた。

　ウィルはとりあえず、

「あのさあ、つかぬことを聞くけど、前にサンマリーズのマウレイ通りで男装の姉ちゃんとぶつからなかった？」

「そんなことより、それ、どこで手に入れたの!?」

　頰ほおを紅こう潮ちようさせてパルフィは食ってかかる。円盤を奪おうと摑つかみかかったが、ひょいとウィルは彼女をよけた。そして、大げさに驚いて、

「ひゃー、おっかねえ。待てよ、俺の質問が先だ。じゃないと答えてやんねえよーだ」

「返して！　あたしの物よ！」

「やっだよーん」
















　そう言って、ウィルはパルフィの手から逃げる。まさに子供の奪いあいだ。

　ブルーノはそのほほえましいというか、ばかばかしい奪いあいを眺ながめながら、さっきの魔女の言動について考えていた。

（たしかにフィービィは、この似え非せ『狼おおかみ』たちに尊敬されているようだ。よそ者というなら、自分こそまったくのよそ者のくせに）

（森の住民の連帯感か？　あるいは魔女だから？　そうだな。魔女は恐れとともに畏おそれの対象だ。特に、彼女は医学の知識を持っている）

　ブルーノは魔女を一いち瞥べつした。

（しかし、この老ろう婆ば──本当にウィルを助ける為に、遠く烏の森から駆けつけたというのか？　そうは思えん。そんなかわいげのある女ではないはずだ）

（なにを考えている、フィービィめ）

　ウィルを見ると、まだパルフィと取りあいをしている。

「返して、返してよ！」

「やっだよーん。ほーら、ここまで取りに──あ」

　伸ばしたウィルの手からブルーノが円盤を取りあげる。そして、目を三角にして、

「いい加減にしろ、ウィル。子供、これは本当におまえの父親の物か」

「そうよ！　そこの上の部分が欠けてるでしょ、間ま違ちがいない、パパの物だわ。あたしとパパが一枚ずつ持っていたの。返して！」

　興奮しすぎたのか、目に涙をためてパルフィは叫さけぶ。

　どうしたものかとブルーノが考えていると、フィービィが、

「それはパルフィの父親の形かた見みだ。返しておやり」

「形見？　死んでるの？」

　ウィルは目を円くして尋ねた。メイベルの言うところの「男だん爵しやく父親説」は、やはり見当違いだったらしい。

　パルフィがキッと彼を睨にらんで、

「パパは殺されたのよ！　ゼフィッツイのドブに、ネズミのように捨てられて！」

　そう叫ぶと、少女はぼろぼろ泣きだした。周りの女たちが知らない言葉で慰なぐさめる。

　ウィルは顔をしかめ、ブルーノを見上げた。彼も眉まゆをひそめて、

「まったくドブがついて回るな──では、この円盤は？」

「……パパが死んだとき、なくなってたの。なんであんたたちが持ってるのよ……」

　うなだれたまま、力なくパルフィは聞き返す。

　ウィルは頭をばりばり搔かいて、

「あのさあ、話をはっきりさせよう。俺はやんごとなき事情でこれを、とある貴族のふところからちょっと拝はい借しやくしてきた。詳くわしくは言えないけど、ある女性がその貴族に求婚されて困っているところへ、その貴族が持っているのと同じ胸飾りをしている少女を見かけたんだ。その女性は少女が貴族の縁者──はっきりいえば隠し子かもしれないと思って、俺にその少女を捜さがしてくれと依頼してきた」

　ウィルの話にブルーノがぎょっと目を剝むく。まさかメイベルの依頼がそんな事情の下もとにあったとは、彼には知らされていなかったのだ。

（メ、メイベルさま、そんな藁わらにもすがるようなことを）

（そんなにお嫌いやなのか、この結婚が）

　まあ、あんな男が相手では、嫌でないという方がおかしいかもしれない。特にメイベルのような女は。

　愕がく然ぜんとしているブルーノは放っておき、ウィルは言葉を続けた。

「俺は捜し屋だ、依頼されればなんでも捜すさ。それでここまで来た。でも、パルフィ──そういうんだよな？　パルフィはこいつは父親がゼフィッツイで殺されたときになくした物だって言うんだろ？　ほら、ここで話が食い違う。第一、あんたたちが森を離れて王都に行くなんて、俺には信じられないね」

　当世、農民のほとんどは一生を自分の村で過ごすのが普通だ。よそへ出かけるとしても、その行動範囲はかなり狭い。ウィルの住むヨルカ村の住民も、アシュレイ家の領土から外に出た者は数えるほどしかいなかった。サンマリーズに行くことさえ滅めつ多たにないのだ。

　普通の農民でさえそうなのだから、こんな森に閉じこもって生きている彼らが、とてもはるか遠くの王都へ行くなんて考えられなかった。

「それでいいの。なにもかも符合している」

　パルフィは大人びた口調で言い、暗い光を宿した目をウィルに向けた。

「たしかに、あたしたちはこの森をほとんど出ない。出たとしても、サンマリーズぐらいよ。でも、パパは違う。パパは偶然知りあった男に、王都で現金を稼いでみないかって唆そそのかされて、それでゼフィッツイに行ったの」

「出稼ぎか」

　言葉の意味が分からなかったようで、パルフィは首を傾かしげた。彼らにかぎらず、ここら辺で出稼ぎはあまり行われていない。

「旅費は？」

「その男が出してくれたわ、あたしの分も。みんなは森を出るなんて反対したけど、パパはみんなが助かるにはそれしかないって、押し切って行ったの。それが去年の春のこと。一昨年は芋いもが育たなくて五人も飢え死にしたから。

　ゼフィッツイに着いたらすぐ、パパはその男とどこかに出かけていったの。それっきり戻ってこなかった。ドブに浮かぶまで」

　パルフィは悔くやしそうに唇くちびるを嚙かみしめた。涙がまなじりに残っている。だが、悲しみよりも悔しさがいちばん大きいようだった。

「悔しい……いくらあたしたちが『狼』だからって、あんな、ネズミみたいに捨てられて……パパは、『ある貴族の家で働かせてもらうことになった』って言ってた。あんたが言う貴族がそいつかもしれない。そいつがパパを殺したのよ！　誰だれ!?　そいつは誰!?」

「ほ、本当に殺されたのかよ。誤あやまってドブに落ちたとか」

　必死に摑みかかってくるパルフィに、ウィルは少々面食らいながら聞き返した。王都のドブは悪臭どころか本当に毒を放っている。まともに吸いこんだら失しつ神しんしてしまうほどだ。

　だが、パルフィは頭を振って、

「違う！　パパには拷ごう問もんされた痕あとがあったもの！　パパはあの男に売られたのよ！　たった一人の家族だったのに！　みんなの為に出かけたのにあんな目に遭あうなんて、酷ひどいわ、酷すぎる！　だからさっさと遺産なんか取りだせばよかったのよ！　あれさえあれば誰も餓が死ししなくてすんだのに、パパだって出稼ぎに行こうなんて考えなかったのに、出し惜おしみするから！　みんなバカよ！」

「パルフィ！」

　それまで沈黙していた男の片割れが怒ど鳴なり、少女の頰ほおを叩たたいた。小柄な体が吹き飛ぶ。

　ウィルは慌あわててパルフィに駆け寄ると、彼女を叩いた男を睨にらみ、

「おい、大人のくせに子供に乱暴するなよ！」

「一族の掟おきてを破る者は許さない。そして、一族の和を乱す者も許さない。パルフィの父親は掟を破った。パルフィはまだ子供だ、しつけをし直す余地がある。だからここに置いてやっているのだ。だが、二度の掟破りは許さない」

　パルフィを、そしてウィルも見下した視線で、傲ごう然ぜんと男は言う。流りゆう暢ちような喋り。おそらく、この集落のリーダーかなにかだろう。

　ブルーノはそれまで黙って話を聞いていたが、男が少女に手を出したときの周りの反応に興味をそそられた。

　もう一人残った壮年の男は、当然の処しよ罰ばつだと言わんばかりの面おももちで辺あたりを睥へい睨げいしている。だが、遠巻きに彼らを見守っている、一定以上の年齢の女たちは微妙な表情だった。不安そうにパルフィを見つめ、なにか言いたそうだが男の言うことには逆らえない、そんな雰ふん囲い気きだ。おそらく彼女たちはパルフィの味方なのだろう。

（絶対的な父兄支配か）

「我々はセーラル・トリスタの守もり人びと。パルフィの父親は一族の掟を破り、森を出ていった。だからセーラル・トリスタの加護が消え、死を迎えた。当然だ。

　これで話はすんだだろう。おまえの依頼主に伝えるがいい、捜していた少女はいたが隠し子ではなかった、女は大人しく結婚しろと。さあ、帰れ」

「俺の話はまだ終わっちゃいねえっ。もし男爵がこの子の父親を殺したなら、人殺しで訴えることができる。勝つ見こみはないけど、人殺しの噂うわさを立てることぐらいっ」

　そうなればメイベルも求婚を断る理由ができる。ウィルはそう思ったのだが、男はせせら笑うと、

「我々が誰に訴えるのだ？　我々はおまえたちの国に属してはいない。誰も我々のことは知らない。我々は先祖の英知によってのみ存在を確立している一族だ。失うせろ、子供。そして、二度とこの地に足を踏み入れるな。フィービィさまの知りあいとはいえど、次に来たときは命はないと思え」




「ちきしょうっ、威い張ばりくさりやがって」

　入らずの森から出ると、さっそくウィルが文句を垂たれ始めた。すでに日は沈み、辺あたりは薄はく暮ぼの色に染まっている。

　ウィルはカンテラに火をつけながら、

「あー、むかつくなあ。このまま森に火をつけちまおうかな」

「おいウィル、それはいくらなんでも」

　ブルーノがたしなめると、ウィルは仏ぶつ頂ちよう面づらで、

「言葉の綾あやだよ。ちぇーっ、なんか中ちゆう途と半はん端ぱでイライラするう」

　そう言って手をぼきぼき鳴らす。ブルーノもウィルの不満は分からないでもなかった。

　メイベルの依頼は少女を捜しだすことだ。任務は遂すい行こうされ、結果、メイベルの目もく論ろ見みはみごと外はずれた。

　それで仕事はおしまい。おしまいだが、しこりが残る。

「本当にあの子の父親を殺したのは男爵なのかなあ」

　ウィルが呟つぶやく。それがしこりだ。ブルーノも顔をしかめて、

「……もしそうだとしたら、そんな奴のところにメイベルさまを行かせるわけにはゆかん」

「そう？　おっさんもそう思う？」

　急にウィルは顔を輝かせて、ブルーノに聞き返した。ブルーノはなにやら嫌いやな予感がしたが、

「当たり前だ。メイベルさまには誰よりも幸せになっていただきたいのだからな」

「じゃあ、おっさんが俺に依頼しない？」

「依頼だと？」

「男爵の素そ行こう調査。パルフィの父親を殺した奴を捜してやるよ」

　にやにや笑いながらウィルは提案する。それでブルーノはピンときた。

「おまえ、そんなに気になるなら、人から金を巻きあげないで自分で勝手に調べればいいじゃないか」

「ただ働きはしないの、俺プロだもん。どうする？」

　呆あきれ返るブルーノに、ウィルはいけしゃあしゃあと言う。

「まったく、どこが善良な捜し屋なんだ──いくらだ」

「そうこなくっちゃっ。支払いはフィービィへの相談料肩代わりしてよ。なんか、黒ファムバリーとかいう実が欲しいんだって」

「ファムバリーの実？　そんなもの、バルキースに行けばいくらでも自じ生せいしているぞ」

「じゃあ取ってきて」

「あっさり言うな！」

　増長するウィルをブルーノが一いつ喝かつする。ウィルは彼の拳こぶしから逃げ、さらになにか調子づいたことを言おうとしたが、

「あ」

「ん？」

　ウィルの視線を追うと、入らずの森から黒い影が二つ出てくるところだった。こちらのカンテラの明かりを見つけ、駆け寄ってくる。

「待って！　ちょっと待って！」

　甲かん高だかい声が飛んでくる。パルフィだ。

「ほーら、協力者が現れた。よかったな、おっさん」

　嬉き々きとウィルは言う。ブルーノは凝ぎよう然ぜんと少年を見つめた。

（こいつ、来るのが分かってたな）

「待って、話があるの」

　息を切らしてパルフィが追いつく。少し遅れて、フィービィが顔を真っ赤にしてやってきた。

「やれやれ、年寄りにこんなに走らせおって。とんだ見送りだよ」

「フィービィさまを送っていく為ために出てこれたの。時間がないの、ねえ教えて、さっき男爵がどうのと言ってたけど、パパを殺したのは誰!?」

　必死になって尋ねるパルフィ。だが、ウィルはさっきの態度とは裏腹に、

「こんな勝手なことしてると、あいつらにまた殴なぐられちまうぜ」

　ごくまじめな顔で言う。パルフィは虚きよを突かれた面おももちになった。まさか、彼が自分を心配してくれるとは思わなかったのだ。

　少女の驚きが伝わったのか、ウィルは肩をすくめると、

「俺は子供を殴る大人なんか嫌いだ。俺と話してパルフィが殴られるなら、教えねーよ」

「……かまわないわ。今まで我が慢まんしていたけど、パパの仇かたきが分かるなら一族を追放されたってかまわない」

　パルフィは昂こう然ぜんとウィルを見返し、断言した。ウィルはようやく頷いた。

「でも、まだそいつが殺したと決まったわけじゃないぜ。人手から人手に渡ったのかもしれないし」

「それでもいいから！」

「男爵の名前はデューク・オルレーソン。詳くわしいことはこっちのおっさんが知ってる」

「デューク、オルレーソン」

　頭に刻むように、パルフィは繰り返した。

「俺、これから男爵がどうやってあの円盤を手に入れたか探さぐってくるつもりなんだ。なんなら一いつ緒しよに来る？」

「行くわ」

　ウィルが誘うと、待っていたかのようにパルフィは即答した。その頰が紅潮している。そして、魔女を見て、ためらいがちに、

「フィービィさま、あたし」

「ああ、分かっているよ。あたしはあんたの味方だ。好きなようにおし、しばらくはあいつらの目もごまかせるだろう」

　優しい声でフィービィは答える。自分たちへの態度とはまるっきり違う彼女に、ウィルとブルーノは毒気を抜かれた面もちで見た。それに気づいた魔女が、憮ぶ然ぜんと、

「なんだい、その顔は。あたしがパルフィの味方だとなんか文句あるのかい」

「すっげえ依え怙こ贔ひい屓き──あいつらって？」

　フィービィはそれには直接答えず、今出てきた入らずの森を振り返った。

「まったくあいつらときたら、あの森から出ようとはしないんだから。仲間の中で威い張ばりあって、足を引っ張ることばかり。そのくせ森の外に出るのが怖くて、『遺産を守る為』だかなんだか知らないけど屁へ理り屈くつこねて出てこない。先祖の栄光の幻影だけを求める、じじいの集団だからね。自分じゃあなに一つできないのに」

「仲間じゃなかったの？」

「口ばっかりの臆おく病びよう者ものの相手も飽きたからね。少しは風通しをよくしなくっちゃあ。じゃないと、パルフィの父親も浮かばれんだろう。じゃあパルフィ、気をつけるんだよ」

　言いたいことだけ言うと、魔女は自分の森に向かって、ひょこひょこ帰りだした。

　小さな体が遠ざかっていくのを三人は見送っていたが、パルフィがぽつりと、

「ゼフィッツイからあたしをここまで連れ帰ってくれたのは、フィービィさまなの。ちょうどゼフィッツイにいらっしゃって」

「あー。それでパルフィには優しいのか」

「それもあるけど……パパ、フィービィさまのところに何度も相談に言ったの。ご先祖さまの遺産を取りにいくべきかどうか。フィービィさまはみんなが反対するならやめた方がいいっておっしゃられて、でもパパがあんな目にあったから……それであたしに親切なんだと思う。別にフィービィさまがパパを殺したわけじゃないけど」

　その話でブルーノはようやく合が点てんがいった。

　自分の忠告がパルフィの父親を殺したのではないかと悔くやんでいる魔女は、パルフィの為にウィルを助けに来たのだ。例の紋章のことを探っているウィルが、もしかしたら閉鎖的なあの一族の「風通しをよく」してくれるかもしれないと思って。

（あの女、少しは人間が丸くなったようだな）

　ウィルはそれでも釈しやく然ぜんとしない様子だったが、

「さっきから気になってたんだけど、その遺産って、サンマリーズの地下にあるってゆー財宝のこと？」

　はっとパルフィの顔色が変わった。青ざめ、そして驚きよう愕がくもあらわに、

「なんでそれを!?」

「なんのことだ、ウィル」

　初耳の話にブルーノも眉まゆをひそめる。

「サンマリーズの地下になにかあるっていうのは、トレジャーハンターの中ではけっこう有名な話なんだよ。親父が昔よく話してくれたっけ。こういう噂のほとんどはガセネタ、あるいは『昔あった』って奴なんだけどさ。そっか、本当だったんだあ」

　やはり父親の血か、うきうきとウィルは説明する。だが、ブルーノには「あったんだ」ですむ問題ではなかった。目を三角にして、

「おまえ、最初から分かってて、それで地下にこだわってたな!?」

「怒ることないじゃん」

　むうと口を尖とがらせるウィル。

「だってさあ、メイベルさんに依頼されたとき、例の紋様を持ちだされたから、とうとう領主自みずからお宝捜しかって思ったんだもん。それなのに、拍子抜けしたよなあ」

「つまり、見けん当とう違いだったということか」

「目のつけどころはよかったと言ってほしいね」

　しゃあしゃあとウィルは言う。

「誰かが遺産を狙ねらっているの？」

　怯おびえた小さな声で、パルフィが尋ねる。ウィルは笑って、

「違うよ、ただ聞いてみただけ。俺はお宝には興味ないもん──というより、今までお宝が盗ぬすまれなかったってことは、なにか危険な仕掛けがあるってことだろ。俺は危険には近寄らないようにしてるの。特に白い大蟒蛇うわばみが守ってるようなお宝はさ」

「臆病なのね」

「長生きの秘ひ訣けつさあ。お宝より素す敵てきなことはこの世にいくらでもあるんだぜ。どっちを取るって聞かれたら、俺はお宝なんか要いらねえよ。そりゃ、ないよりあった方がいいけど」

　そう言ってウィルは片目をつむってみせる。パルフィはどう反応したらいいか困こん惑わくした。

「……変な人だわ、あんたって」

「俺はいたって素直だと思うけど？　みんな無理してんだ、格かつ好こうつける為に。パルフィの仲間もな。先祖の遺産に手をつけるなら餓が死しした方がマシなんてさ、変だよ」

　ずばり痛いところをつかれ、パルフィは押し黙った。

「遺産がなにか知らないけど、変な意い地じ張ってると大たい切せつなものを失っちまうぜ。なにが大切なものか分からなくなってるのかもしれねえけどな」

「……遺産は、ご先祖さまがサンマリーズを追われるときに、『これから訪おとずれる困難の時代の為に、子孫に財宝を残した』って、言い伝えられてるの。だから、自分たちはまだ我が慢まんできる、遺産はもっとあとの子孫に残すんだ──ご先祖さまだって町を追われた状じよう況きようでさえ、子孫のことを考えて財宝を残してくれたんだから、おいそれとは使えないって。それでどんなに苦しくても手をつけなかったの。出し惜おしみして、じゃあ、一いつ体たいいつ使うの？　餓死者を出しても、それでもまだ困難の時代は来てないというの？」

　涙目でパルフィは呟つぶやいた。そして、親指の爪つめを嚙かみ、

「あれさえ使えれば、パパはゼフィッツイに行こうなんて考えなかったのに……殺されずにすんだのに」

　ウィルもブルーノもかける言葉が思いつかなかった。どうしたものか迷っていると、

「うぃーるうう！」

「おーいっ」

　サンマリーズの方から、聞き慣れたマギーとバズの声が飛んでくる。

　カンテラの灯火が近づいてきて、二人が駆け寄って来た。ぜいぜいと息を切らし、

「ああ、よかった、入れ違いにならずにすんだわ」

「ウィル、大変だ。男爵が地下に潜もぐってっちゃったよ！」

「ほんとう!?」

　大きな声を上げたのはパルフィの方だった。

「あれっ？」

　バズは目を円くした。昨夜の少女だ。マギーも訝いぶかしげにパルフィを見て、

「誰よ、この子」

「メイベルさんの捜しもの。パルフィ、こいつらは俺の仲間だから安心して──で、男爵がどうしたって？」

「あたし男爵の企たくらみを突き止めたの！　サンマリーズの地下にはお宝があって、あの変態それが目当てでメイベルさんと結婚しようとしてたのよ！」

　慌てふためいてマギーが説明する。横からバズが仏ぶつ頂ちよう面づらで、

「感謝しろよ、ここまで突き止めるには多大な苦労を伴ともなったんだから」

「なによ、バズなんか騒いで喚わめいて屋根から落ちただけじゃない？　あたしが突き止めたんだからね、ウィル。それでね、今までずーっとあいつらを見張ってたんだけど、なんか急に慌あわただしく教会から地下に潜もぐっていっちゃったの。だからウィルを捜しにきたのよ！」

　興こう奮ふん気ぎ味みに語るマギーの話に、ウィルは目をみはった。

「あいつら、財宝のことを知ってたのか？」

「ゼフィッツイの博物館で古こ文もん書じよを見たって言ってたわ。『忘れられた民たみ』をこの国から追いだしたとき、戦利品が少なすぎたって、サンマリーズのどこかに隠してあるはずだって書いてあったみたい」

「あらら」

　ウィルは頭を搔かいた。

「あんなバカ若さま丸出しの奴が、古文書なんか読むとは思わなかったなあ。そうか、そういうことか」

「うん、それなんだけど、うん、その」

　珍めずらしくマギーが歯切れ悪い。なにか言うのをためらっているようだ。

「なに？」

「うん……ううん、なんでもない。またあとでね」

　結局マギーは言いだせなかった。

（あいつらを手引きした奴がいるの、ウィル。そいつがサンマリーズの宝のことを教えたみたいなの）

（フローレン島の男が）

　ウィルはマギーのはっきりしない態度に首を傾かしげたが、

「ともかくやったな！　これであの男爵さまの尻尾しつぽを捕つかまえられるぜっ。二人とも恩に着らあ」

　そう言って、笑いながら二人の背中を思いっきり叩く。

「あいたたっ。もう粗そ雑ざつな奴だな」

　バズは咳せきこむが、その顔にはにかんだ笑みが浮かんでいた。マギーは不安そうに、

「ほんとう？　あたし役に立った？」

「立った立った」

「もう怒ってない？」

「怒ってねえよ」

　笑顔で答えるウィルに、マギーもぱあっと顔を輝かせて、その腕に抱きついた。

「嬉うれしい！　ウィル、だーいすき！」

「もう、邪じや魔まだから離れてろよ。それよりバズ、よく俺を呼びにきたじゃん」

「へ？」

　きょとんとするバズに、ウィルはからかい口調で、

「いつもだったら、『ウィルの先手を打つべし！』とかなんとか言って、とっとと一人で男爵を追ってるはずだろ。どういう風の吹き回し？」

　ウィルの言葉にバズとマギーは顔を見あわせた。

　実は既すでに、二人は男爵のあとを追って地下回廊へ乗りこもうとしたのだ。だが、根本的に意い気く地じがないバズと、にわか閉所恐怖症（この前白蛇に出くわしたときのトラウマらしい）のマギーの二人だけでは、まず扉を開いて回廊の吸いこまれそうな暗闇を見た時点で逃げ帰ってきてしまったのである。

「そ、それはだな？　相手は大人三人だから、もうちょっと人手があった方がいいという合理的判断のもとでだなっ」

「ふうん？　俺はまたてっきり、地下道が怖くて逃げ帰ってきたのかと思ったぜ」

　悪意なく、笑顔でずばりと言い当てるウィル。

「でもよかった。知らせてくれて。パルフィ」

　マギーをバズに押しつけ、ウィルは少女を振り返った。

　パルフィはカンテラの明かりでも分かるほど顔面蒼そう白はくになり、硬こう直ちよくしていた。そして、震える声で、

「……パパを殺した奴は、遺産が目当てだったの？　だからパパを拷問して、サンマリーズのことを聞きだしたの？」

「分からない。でも、可能性は高いな」

　ウィルは難むずかしい顔で答える。まだ男爵とパルフィの父親を結びつける糸が弱い。

　パルフィはひきつった笑みを浮かべた。そして、

「じゃあ、早く行かなくちゃ。セーラル・トリスタがそいつを食べちゃわないうちに」

　そう言うと、サンマリーズに向かって走りだした。ウィルは驚いて、

「あ、待てよ！　一人じゃ危険だ！」

　慌ててパルフィのあとを追う。

　突き飛ばされた格好になったマギーとバズは、啞あ然ぜんと、

「な、なによ、一体」

「ブルーノさん、一体なにがあったんです？」

「あの小僧め、なにが危険には近寄らないだっ。おい、おまえたちは屋敷で待っていろ」

　ブルーノは舌打ちすると、二人を追って走りだした。

「もう、なんだっていうのよっ。ちゃんと説明してよーっ」

「マギー、ともかく、ついてってみよう」

　頰ほおを膨ふくらますマギーを引っ張って、バズも今走ってきた道を再び戻るのであった。







　９　下水道に行こう　その２







　五人はサンマリーズの丘を上り、教会近くの廃はい屋おくに侵しん入にゆうした。バズが昨日、パルフィを見失った場所だ。地下へ潜もぐっていくと、やはり例の木と金属でできた扉とびらがあった。

「この家は廃屋になって久しいのか」

「あたしたちがセーラル・トリスタのお世話に行くときに使う道なの」

「ここは俺の知るかぎり、教会の管理下にあったはずだ。おまえたちは教会とつながっているのか」

　錠じよう前まえを開あけるパルフィに、ブルーノが詰きつ問もん口調で言った。少女は振り向きもせず。

「教会はあたしたちを黙認しているわ。だって、セーラル・トリスタを鎮しずめられるのはあたしたちだけだもの。教会もセーラル・トリスタには手が出せない」

「異教でも町の守しゆ護ご神しんを倒すわけにはいかないと？」

　パルフィはそれには答えなかった。彼女たちから見れば異教の教会が、なにを考えて黙認しているのか知ったことではない、そんな態度だ。

　ブルーノは大きく息をつくと、背後のマギーとバズに、

「ほら、一列に並んだ並んだ。お嬢ちゃん、地下道が怖いならここで待っていろ」

「あら、ブルーノこそ怖かったら残っていいのよ」

　けろりとした顔でマギーが言い返す。人数が倍増すれば怖いものなしだ。昨日あれだけ大騒ぎしたことを、きれいさっぱり忘れたらしい。頭の痛いブルーノだった。

　かくして、先頭にパルフィ、ウィル、マギー、バズ、しんがりにブルーノがつき、五人は地下道へ入っていった。パルフィとバズの二人がカンテラを持つ。

　煉れん瓦がに囲まれた狭い通路をしばらく行くと、石の壁が現れ、通路は縦穴になった。階段だ。そこをゆっくり、用心深く下おりていく。

　ウィルは辺あたりを見回しながら、

「教会の地下と同じ作りだな。パルフィ、セーラル・トリスタの世話ってなにするんだ？」

「祭壇のお掃そう除じと、食しよく餌じのお世話」

「あ、やっぱり守護神でもなにか食うんだ」

「月に一度は。生き餌えじゃないとだめなの。兎うさぎ、鹿、牛、あと人間なんかもね」

　淡々と答えるパルフィ。バズはぎょっとして、危あやうくカンテラを落とすところだった。

「セーラル・トリスタを見て、生きて帰ってこれたのは幸運だったわ。セーラル・トリスタは地下道に入ってきた者を生き餌とみるから。あたしたち一族以外は」

「すぐ引き返したのがよかったのかな」

「ねえ、本当にあんたがいたら白しろ蛇へびは襲ってこないんでしょう？」

　やはり不安になったか、マギーが小声で聞く。だが、パルフィはまだ彼女に気を許してはいないのか、その質問を無視して、どんどん先に行ってしまう。

　マギーは頰ほおを紅こう潮ちようさせて、

「な、なによ、あの子はっ。人が聞いてるのに失礼じゃない!?」

「マギー、相手は子供なんだから」

「どこが子供よっ、あたしたちと一つも変わらないわよ」

「え？　十歳くらいじゃないのかい」

「おまえたち、少しは静かにせんか。そんなに騒いでいると男だん爵しやくに気づかれるぞ」

　騒ぎ立てるマギーとバズを、ブルーノが一いつ喝かつする。

（まったく子供というのは、働きはいいがうるさくてかなわん）

　おそらく彼らは不安なのだろう。密みつ閉ぺいされた地下へ潜る恐怖を、騒いで紛まぎらわしているに違いない。それはブルーノも分かっていたが、しかし、これは遊びではないのだ。

（昨日までは遊びですんだが……やはりこの二人は置いてくるべきだったのでは）

　階段は地中のかなり深いところまで潜り、そして例の地下迷路に出た。パルフィは迷うことなく、廊ろう下かを進んでいく。一見複雑に見える迷路も、彼女にとっては地上の路地と同じなのだろう。

　ここまで来ると、さすがにマギーも大人しくなった。ウィルの腕にしがみつきながら顔を曇くもらせている。昨日のことを思いだしたのだろう。

「い、いやなところだなあ」

　せいいっぱいの虚きよ勢せいを張ってバズが囁ささやく。だが、手が震え、かたかたとカンテラが音を立てた。

　暗い、狭い廊下。彼らの足音が遠くまで響きわたる。

　ウィルは聞き耳を立てた。

（物音はしないな。男爵の奴ら、もっと上にいるのか？）

「それにしてもこの地下道、なんでこんな複雑な形に作られたんだろう」

「ご先祖さまがセーラル・トリスタの神しん託たくを受けたの。こういう町を作れって。この丘全体がセーラル・トリスタの神殿なのよ」

　パルフィも声をひそめて答える。ウィルは眉み間けんにしわを寄せた。

「蛇の神殿か。財宝はセーラル・トリスタが守っているんだろ。男爵は分かってんのかな」

「セーラル・トリスタを倒すことなんて誰にもできないわ。よしんばできたとしても、一族の者以外は財宝に手は出せない。あれには一族の呪のろいがかかっているから」

「呪い？」

　ウィルが聞き返した、そのときだった。

「ぎゃあああああ！」

　絶ぜつ叫きようが耳を貫つらぬいた。仰ぎよう天てんしたバズが思わずカンテラを落とす。

「なんだ!?」

「ぎゃあああおおおううわわわわああああおおおおん」

　声は迷路中に反響し、恐ろしい唸うなりと化して響き続けた。バズは真っ青になって、

「へ、蛇って、吠ほえるのかな」

「なにバカなこと言ってるのよっ」

「誰かがセーラル・トリスタに襲われたんだわ！」

　パルフィは短く叫さけぶと、猛もう然ぜんと走りだした。バズがカンテラを落としたので、唯ゆい一いつの光が遠ざかっていく。残された四人は冗じよう談だんではないと、慌あわててあとを追った。

　狭い、密みつ閉ぺい感かんに満ちた廊下を、ひたすら走る。長い。永遠に終わりがないようだ。

　不ぶ気き味みな悲ひ鳴めいは断続的に聞こえていたが、ふいに、ぱったりと止やんだ。

　再び、がらんとした空くう虚きよが迷路を支配する。五人の足音だけが響く。

　そして。

　ようやく廊下が尽き、あの大きなホールに出た。

　煌こう々こうと四つの炎ほのおが、ホールの四隅で静かに燃えている。

「あれ？」

　中が静まり返っているのに、ウィルは拍ひよう子し抜けした。誰もいない。セーラル・トリスタは──

「うわっ！」

　あとから入ってきたバズが驚きよう愕がくの声を上げ、慌あわてて口を手で塞ふさぐ。

「し、白蛇……っ」

　白銀の光を放つ巨大な蟒蛇うわばみは、ホールの奥の方でとぐろを巻いて眠っていた。置物のように微動だにしない。

「……セーラル・トリスタ？」

　ウィルの曖あい昧まいな質問にパルフィは顔を強こわばらせて頷うなずく。「一族の者は大だい丈じよう夫ぶ」と言っていたが、さすがに守り神の前で緊張しているらしい。

　セーラル・トリスタ。三つ頭の白蛇。サンマリーズという名に変わる前までは、この町の名前でもあった。町の守護神。

「寝てるの？　もう二匹は？」

　マギーがウィルの陰に隠れながら、こわごわ尋ねる。パルフィは手振りで、奥に隠れていると示した。あまり大きな声を出さない方がいいらしい。

　ブルーノは剣の柄つかに手をかけ、注意深く辺あたりを見回した。そして、ぴくんと頰ほおをひきつらせると、子供たちに向かって、

「おまえたちはここで待っていろ」

　大蟒蛇を刺激しないよう、静かに、ゆっくりとホールの中ほどへ歩いていく。

　そこには、火の消えたカンテラや捻ねじれた剣、そして、破れた衣服が散乱していた。屈かがみこんでそれらを一つ一つ確かめる。

（カンテラは今消えたばかりだな）

「おっさん」

　気がつくと、隣となりにウィルが立っていた。そして、剣を拾いあげ、

「なに、このなまくら剣」

「今どきの貴族の持ち物だ。自分が怪け我がしないようにな」

「じゃあ、男爵たちの？」

「おそらく」

　ぼそぼそと囁ささやきあう。どうやら最悪の事態になってしまったようだ。

「犯人かどうか確かめる前に食われてしまったようだ。皮肉なことだな」

「自じ業ごう自じ得とくというか……」

「ウィル、うしろお！」

　マギーの悲鳴が飛んできた。振り返ると、とぐろを巻いていた白蛇が、ぬうっと巨大な鎌かま首くびをもたげたところだった。

「げっ」

　仰ぎよう天てんする二人を前に、蟒蛇はどんどん体を伸ばす。頭が天てん井じようまで届き、そこから覆おおいかぶさるように下界を見る。

　でかい。まさに神の威い容よう。紅あかい、まん円の目が二人を捕ほ捉そくする。

「お……おっさん、俺、目が合ってるよ。どうしよう」

　ウィルがひきつった笑顔で聞く。ブルーノは舌打ちすると、

「視線を逸そらさないよう、ゆっくり後退するんだ。いいか」

「おっけー」

　じりじりと、蟒蛇と睨にらみあったまま後退し始める。だが、蟒蛇の方もじりじりと這はい寄ってきて、間が開かない。

「うひーっ。なんだかついてくるようだけど？」

「落ちつけ、パルフィのところまで戻るんだ」

「落ちついてるけど、こりゃ精神的にひじょーによろしくない状じよう況きようだぜ」

　そうしているうちに、残りのとぐろが解け、大きな鎌首が二つ、にゅうっと伸び上がった。三匹の白蛇。セーラル・トリスタが全員目覚めたというわけだ。

　シャーッ、と音をたて、後発の二匹が牙きばを剝むく。二人はぎょっとした。

「ウィル、逃げろ！」

　とっさにブルーノはウィルを突き飛ばし、抜ばつ刀とうした。天井から振り下ろされた牙から自分も逃げ、すかさずその紅い目玉を狙ねらって剣を投げる。

　狙いは完かん璧ぺきだった。剣は切っ先を向けて眼球に突っ込んだが、カチンといい音をさせてはじき返されてしまう。

「なんという硬かたい目玉だ！」

　ブルーノは唸うなった。これではなすすべがない。

　そこへ、パルフィがセーラル・トリスタの前に駆けだしてきた。そして、青ざめた顔で、

「偉大なるセーラル・トリスタよ！　あなたの忠実なるしもべ、ゾルバンディスの声を聞きたまえ！」

　朗ろう々ろうと叫ぶパルフィ。それはウィルたちの知らない言葉だった。だが、響きや音の区切りは、彼らが使う言葉とどこか共通するものがあった。

「忘れられた民たみ」の言葉だ。

　三匹の大蟒蛇は視線をブルーノからパルフィに変え、彼女の前でゆらゆらと巨体を揺らめかした。ずり、ずり、と重たい音がする。

　パルフィは胸から小さな笛を取りだし、吹き始めた。やけに高い、耳鳴りのような不快な音だ。

「おっ……」

　その音ね色いろに誘われるように、蟒蛇の動きが大人しくなった。ずるずるととぐろを巻き始め、最後にはすっかり元の彫刻のように戻ってしまう。

　その一いち部ぶ始し終じゆうを見ていたウィルが、呆ぼう然ぜんと、

「……すっげえ。れっどすねーくかもんどころじゃねーぞ」

　旅回りの芸人が笛で蛇へびを操あやつっているのを見たことはあるが、あれは笛の音に誘われて動いているのではなく、笛の動きを敵と勘かん違ちがいして攻撃の態たい勢せいに入っているだけだ。まさかこの巨大なセーラル・トリスタが、パルフィの小さな笛を敵だと思ったわけはあるまい。

（もしかして、本当にただの蛇じゃないのか？）

「ウィル──あの子、本当に『忘れられた民』の子孫だったの？」

　いつのまにそばに来たのか、マギーが声をひそめ、それでも驚きよう嘆たんしながら尋ねた。道々話は聞いてきたが、二千年近くも昔にこの地を追われたはずの民族が、森の中で細々と暮らしていたなんて信じられなかったのだ。

　だが、こんな芸当を見せつけられては……

　ウィルは肩をすくめると、

「さあな。蛇使いの伝統は引き継いでるみたいだけど」

「さあなって、ウィル？」

「パルフィ、もう大だい丈じよう夫ぶかあ」

　ウィルが呼びかけると、パルフィが汗だくの顔で頷うなずいた。そばに行こうとすると、

「ういるうう、お、起こしてくれええ」

　バズの蚊かの鳴くような声。振り返ると、バズは腰を抜かして座すわりこんでいた。

「もう、またあ」

「なにやってんだよ、バズ」

　ぶつぶつ文句を言いながら、ウィルとマギーはバズを両わきから支えて立ちあがらせる。

　それを見ていたパルフィが、ぽつりと、

「あの三人、仲がいいのね」

「まあ、悪いようには見えんな」

　隣となりに立ったブルーノが同意した。パルフィが彼を見あげる。

「おまえには友だちはいないのか」

「年の近い子は、一昨年死んじゃったから」

　うつむき加減に答えるパルフィ。餓が死し者しやの出たという年だ。

「……仲間に入りたければそう言えばいい。あの子たちなら拒こばむことはないだろう」

「そうじゃないわ──そうじゃない」

　ぷいとパルフィはそっぽ向いてしまった。少し怒っているようだった。

（プライドを傷つけてしまったか）

　ブルーノが苦笑していると、ウィルたちがやってきた。へっぴり腰で歩いてきたバズは、足をとめた途と端たん、へなへなと座りこんでいる。

「おっさん、大丈夫か」

「ああ、そっちの坊やほどじゃない。それよりウィル、どうする」

「どうするって、男爵さま食べられちまったみたいだしなあ」

　困こん惑わくしながらウィルは散乱した遺品を見た。

「あの変へん態たい、食べられちゃったの？」

　あららー、と、なぜかマギーは感かん嘆たんする。この場にいる五人の誰もが、「気の毒に」の一つも感じられなかったのは、やはり男爵の人柄だろう。

「結局、円盤の出どころは分からずじまいか。おっさん、男爵が死んだこと、どうメイベルさんに伝えたらいい？　この地下のことは人に知られたらまずいだろうし。そうだろ、パルフィ」

　ウィルの質問にパルフィは無言で頷いた。心なしか、口元が歪ゆがんで笑っているようだった。

「パルフィ？」

「……パパを殺した奴は、セーラル・トリスタがやっつけてくれたのね」

「まあ、そうなる、かな？」

　ウィルは釈しやく然ぜんとしない顔で答えた。マギーもすっきりしないのか、

「でも、遺産なんかどこにあるの。男爵たち、無む駄だ死にだったんじゃない？」

「遺産は……」

「遺産は？」

　嘲ちよう笑しようをはらんだ声。はっと全員がうしろを振り返った。

　そこには、何度見ても奇き抜ばつとしか言いようのないヘアスタイルの、デューク・オルレーソン男爵の姿があった。集団から少し離れていたところに座りこんでいたバズを捕つかまえ、その喉のど元に短剣をつきつけている。口を封じられたバズは目を白黒させて、自分の置かれた状況を理解できない様子だ。

「むっ！」

「動くな！　ブルーノ、剣を捨てろ！」

　とっさに飛びかかろうとしたブルーノに、デュークは怒ど鳴なった。反射的にブルーノは足を止めてしまった。そして、後こう悔かいする。

　あのまま動いていれば、男爵は人ひと質じちをどうすることもできないまま、取り押さえられたはずだ。チャンスを自みずから逃がした。

「くっ……」

　顔を歪ゆがめ、言われるまま剣を投げ捨てる。

　男爵はみじめな格かつ好こうだった。豪華絢けん爛らんで悪趣味な服は、刻まれ、すり切れ、ぼろぼろだ。ガチガチに固められた髪は、ぺちゃんこに潰つぶれて横広がりになっている。あちこちすり傷だらけだというのに、その顔に浮かぶ笑みが不ぶ気き味みだった。ブルーノは不快を覚おぼえた。

（余よ裕ゆう？　いや、これは……）

「あんた、生きてたんだ」

　呆然とウィルが言う。殺しても死なないような奴とは思っていたが。

　デュークは青あお痣あざだらけの顔に、ひきつった笑みを浮かべると、

「火壺つぼの陰に隠れていたのだ。やはりきさまらもここに来たか」

「ほかの二人は？」

「逃げ遅れてな、その蟒蛇の腹の中だ。おかげで私は助かったがね」

「あんたも食べられちゃえばよかったのに」

　マギーが口を尖とがらせて言う。だが、男爵に睨にらまれ、慌あわててウィルの背後に隠れた。

　ブルーノが子供たちをかばうように前に出る。

「男爵、その少年をお放しください。そんなことをしてなんになります」

「冗じよう談だんにならんな、ブルーノ。見ていたぞ、今の蛇の扱いを。その娘はサペーラか？　そんな輩やからを連れてきたということは、きさまらもセーラル・トリスタの財宝が目当てに決まっている。私はきさまらと喜びを分かち合おうなどとは思っていないぞ」
















　せせら笑うデューク。サペーラとはデルセン放ほう浪ろう民みんが行う大だい道どう芸げいの一つで、蛇使いを意味する。

「あたしはデルセンじゃないわ」

　パルフィは頰ほおを紅こう潮ちようさせて言ったが、デュークは聞いていなかった。

「まあ、領主が知らんとも思わなかったがな。自分の足元にお宝が眠っているのだからな。おおかた、その財宝で借金を払おうって腹で、メイベルどのもきさまらをここに寄こしたのであろう。分かっているぞ。あいにく、私は借金を返済してもらいたいわけではないんでね」

「メイベルさまはそのようなことは考えん」

　ブルーノはこめかみをぴくっと動かして、感情を抑おさえた低い声で反論した。ふるふると手が震え、言葉遣づかいが変わっている。ウィルはぎょっとして、小声で、

「おい、おっさん、自じ重ちようしろよっ」

「…………」

　ブルーノはそれには答えなかった。デュークがふしぎそうに、

「そのようなこと？　なにをそんなに腹を立てる、ブルーノ。財宝は見つけた者のもの。それは社会的に認められたことだ。泥どろ棒ぼう扱いされたのではかなわないな」

「ここの財宝にはれっきとした持ち主がいる。それを勝手に取るのは泥棒だ」

「そうよ、あたしたちの物だわ！」

　パルフィも叫さけぶ。そこで初めてデュークは彼女を見た。眉まゆをひそめて、まじまじ見て、

「あたしたち？　おまえ、ゾルバンディア人の末まつ裔えいだと言うのか？」

「ぞ……？」

　なんのことか分からず、パルフィは口ごもった。デュークは拍子抜けして、それから声を立てて笑いだす。

「はははは！　なんだ、笑わせるな。名も知らぬくせに子孫を名乗るとは、それこそ盗ぬす人つと猛たけ々だけしい」

「本当よ、あたしたちは！」

「大体、ゾルバンディア人が他人の為ために手を貸すわけがないさ。そういう奴らだ」

「なんでそんなこと知ってるんだ」

　ウィルがすかさず口を挟はさんだ。

「『忘れられた民』が排他的だって、なんであんたが知ってるんだ。あんた、『忘れられた民』の誰かと会ったことがあるな」

　鋭するどいウィルの追及。ぎくりとデュークの顔色が変わる。

「な──なにを言っているんだ、この小僧は」

　平静を装って言うが、その露ろ骨こつなまでの焦あせりは隠しきれなかった。ウィルは男爵を睨み、

「この子の父親はゼフィッツイの貴族に仕事があるからっておびき出されて、そして殺されたんだ。こいつを盗ぬすまれてな」

　ふところから、さっきパルフィに返したはずの銀の円盤を取りだす。デュークは反射的に叫びかけたが、すんでのところで吞みこんだ。

「これはあんたのふところから借りた物だぜ。あんた、パルフィの父親をどうした？」

「そ、そんな物は知らん。見たことも聞いたこともないっ」

　シラを切るデュークに、さらにウィルは畳み掛ける。

「あんたは、どういうきっかけか知らないけど、セーラル・トリスタの財宝のことを知った。だから、メイベルさんの父親の借金のカタに、この町をアシュレイ家から取りあげようとしたんだ。その一方で、財宝のことを詳くわしく知ろうとして、『忘れられた民』の末裔を騙だまくらかしてゼフィッツイに呼び寄せ、それで拷ごう問もんにかけて殺しちまったんだ！」

「黙れ黙れ！　小僧、平民の分ぶん際ざいで貴族を愚ぐ弄ろうするとは許さんぞ！　この坊ぼう主ずがどうなるか分かってるな！」

　逆上したデュークが短剣を握る手に力をこめた。切っ先がバズの肌に食いこみ、血がとろりと流れだす。

「うう！　うう、ううううーっ、うーっ」

　自分で傷口は見えないものの、バズは貧血になりそうなほど顔面を蒼そう白はくにして、塞ふさがれた口で悲ひ鳴めいを上げた。今にも泣きそうな面おももちだ。マギーがイライラして、

「バズ！　しっかりしなさいよ、あんた男でしょ!?」

「う、うううう、うう、ううーっ」

　なにか反論しているようだが、まったく通じない。

「さあ、下らないお喋しやべりはおしまいだ！　お宝はどこだ!?　サペーラの娘、仲間がどうなってもいいのかっ」

「あたしは仲間じゃない」

　パルフィは小声で呟つぶやいた。そばにいたブルーノが彼女を見る。

「……仲間じゃないけど、でも、遺産の為ためにもう誰も死なせたくない。あんなもの、ない方がいいのよ」

　ぐっとパルフィは拳こぶしを握った。そして、きっとデュークを睨み、

「こっちよ」

　そう言って、彫像と化したセーラル・トリスタへと向かう。デュークが顎あごで「ついていけ」と指示したので、ウィルたちもパルフィのあとに続いた。男爵自身もバズを引きずってついていく。

　パルフィは一匹の大蟒蛇の頭に近寄ると、恐れもなくその口をこじ開けようとした。だが、かなり重いらしく数センチも動かないので、ブルーノとウィルが手伝ってやる。

　ぴかぴか輝く銀色の巨大な牙が現れる。そんなに鋭く尖っているわけではないが、その重みで挟まれたらすり潰されるのは確実だった。

「でっけえなあ」

「しっかり持ってて」

　少し緊張した面もちでパルフィは蟒蛇の口の中に入った。牙の裏側へ回り、胸飾りを使って牙の表面を削りだす。正確には、牙の一部を覆った粘土をだ。

「なにしてるのさ？」

「ここにカギを埋めこんであるの」

　作業が行われている間も、セーラル・トリスタは微動だにしなかった。口の中からなま暖かい空気がわずかに漂ただよってくるが、それ以外はまるで本物の彫刻みたいだった。皮ひ膚ふもひんやりと冷たい。

（なーるほど、これじゃあパルフィたち以外に遺産は取り出せなかったはずだ）

　粘土を削り落とすと、中からパルフィの胸飾りによく似た、それよりももう少し小さい円盤が出てきた。スパイラル模様の部分がきれいにくり貫ぬかれている。

　口の中から出てきたパルフィは、カギをデュークに見せ、

「これがカギよ。遺産は奥の部屋にあるわ」

「よし、素直だ。ついでに部屋を開けろ、私は手が塞ふさがっているんでな」

　歪ゆがんだ笑みを浮かべてデュークは指示する。パルフィは無言で、奥へ向かおうとした。

　そのとき、それまで泡を食っていただけのバズが、デュークの気が一瞬カギの方に逸それた隙すきを狙って、思いっきりその腕に嚙かみついた。

「ぎゃっ！　こ、このっ！」

　とっさにバズを振り払ってしまう男爵。そのチャンスをブルーノは見み逃のがさず、すかさずデュークに飛びかかった。軽々と投げ飛ばし、取り押さえる。

　一方、振り飛ばされたバズは、セーラル・トリスタの硬質の体に頭を打ちつけ、

「きゅう」

　と妙みような声を漏らしたきり、伸びてしまった。

「やったぜ、バズ！」

「バズ、あんた最高よ！」

　目を回しているバズを放って、ウィルとマギーは投げだされた男爵の短刀を拾うと、

「さあさあ、形勢逆転だーっ」

　嬉き々きと、床ゆかに組み伏せられたデュークに思いっきりよく飛び乗る。

「ぐええっ。こ、こら、きさまら！　どけ、重い！」

「あら、なんか絨じゆう毯たんが騒いでるわ」

「口きくぜ、絨毯のくせに。飛ばないのかなー」

　そう言って、デュークの髪の毛をぐいぐい引っ張る。男爵は悲鳴を上げた。

　肩を押さえていたブルーノは、さすがに嫌いやな予感がして、

「おまえら、遊んでる場合じゃないんだぞ」

「分かってるって。さっ、拷問の時間だ、ごーもんごーもん。マギー、脚押さえてて」

「任まかせてっ」

　腿ももの上の席をマギーに譲り、ウィルは男爵のブーツと靴くつ下したを脱ぬがすと、

「さーて、男爵さま、今度こそきっちり喋ってもらおうじゃん」

「な、なにをする気だ!?」

「だから拷問だってば。まーず親指ちゃんからいただこうねえ」

　陽気を通り越してハイな声でウィルは言うと、短刀でデュークの親指の付け根を薄く切った。大して血も出なかったが、

「ひいい！　だ、誰か助けてくれええ！」

　全身の毛を逆立て、ひいひい悲鳴を上げるデューク。暴れようにもマギーとブルーノがしっかり押さえているので、泣くことしかできない。

　ウィルは短刀の峰を切り口のすぐわきに押し当てると、

「ほーら、答えないと切っちゃうよーん。まず一つっ。ここにお宝があるなんてどこから聞きかじったか知らないけど、そう都つ合ごうよくアシュレイ家に借金ができるわけないよなあ。どうーしてかな、っと」

　実に楽しそうに言い、ぐいっと剣を押す。すでにパニックに陥おちいっているデュークは、顔を真っ赤にして、ぼろぼろと涙を流し、

「ぎゃああ！　人殺しいいい！　言う、言う、なんでも言うからやめてくれえええ！」

「どうやってメイベルさんの父親に借金を作らせた？」

「ア、アシュレイ氏は、き、几き帳ちよう面めんな、酒もギャンブルも、女もやらない、まじめを絵に描いたような人だから、ちょ、ちょっと遊びに誘っただけだ」

「ほんとかなー？」

　ぐりぐりと峰をさらに食いこませる。男爵は泣き叫んだ。

「あ、あ、うそ、うそです！　本当はいかさましましたーっ。実はうちも借金だらけなんですうう。それでお宝が欲しかったんですう。あああ、痛い、痛い、やめてくださあいっ」

　ひんひん泣くデューク。ウィルはブルーノに目配せした。

「まったく、なんてことだ」

　ブルーノは、涙と鼻水を垂たらして助けを乞こう男に、怒るより呆あきれ返った。どうりで誰も借金の内容が分からなかったはずだ。

「じゃあ、借用書を出しな」

「宿に置いてきましたあ」

「あとで一いつ緒しよに取りにいこーな、男爵さまっ。もう一つ、パルフィの父親はどうした？」

「だ、誰のことですかあ」

「いつまでもシラ切るんじゃないわよっ」

　業ごうを煮やしたマギーが、馬の脇腹よろしく男爵の腹を蹴け飛とばす。デュークは声にならない悲鳴を上げた。

「あたし聞いてたんだからねっ、ゾルバンなんとか人の子孫を連れてきたのが宝捜しの決定打だったって言ってたの。それがこの子の父親なのよっ。なんとか言わないと、剣を口から突っ込んでお尻しりまで突き刺すわよ！」

　およそ女の子らしからぬことを放言するマギー。これにはウィルとブルーノも「げっ」とひるんだ。言われたデュークの方は、しくしくと泣いて、

「わ、私じゃない。た、たしかに、ゾルバンディア人の子孫には会った。少し、て、手荒なこともした。だが、殺したのは私じゃない。ハーディが、あいつは男色の上にサディストだから、く、くれって。あ、あとは私の知ったこっちゃないっ。ほんとう、ほんとうだっ。も、文句があるなら、その蛇の腹に入って奴に聞いてくれ！　俺は無実だ！」

「拷問しても無実なわけね！」

　もう一度マギーは蹴飛ばした。ウィルが怪け訝げんそうに、

「誰、ハーディって？」

「こいつの仲間の一人よっ。もう食べられちゃった二人のうちの一人。パルフィ、あんたもやっちゃいなさいよ、こいつらがあんたのお父さんを殺したんだから……」

　憤ふん慨がいしていたマギーの声が勢いを失う。ウィルとブルーノも振り返った。

　パルフィはさっきの場所に立ち尽くし、ぼろぼろと声も立てず泣いていた。鼻の頭を真っ赤にして、拭ぬぐっても拭ってもあふれる涙で顔をびしゃびしゃにして。

「パルフィ……」

　慰なぐさめの言葉は思いつかなかった。

　マギーは男爵を踏みつけて立ち上がると、パルフィに近寄り、汚れるのもかまわずそっと抱きしめた。パルフィが彼女の服にしがみつく。

　静まり返った空間に、パルフィのしゃくりあげる声がやけに響いた。
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「じゃあ、宿に戻って借用書でもいただこうか。ほら、しゃきしゃき歩いたっ」

　ブルーノに腕を捻ひねりあげられたデュークを、ウィルが蹴け飛とばして歩かせる。

　男だん爵しやくは世にも情けない顔で、

「えええーっ!?　このまま帰っちゃうんですかあ？　一目ぐらい財宝を見ていきましょうよお」

「見ねーよっ。あれは人のモンだ」

「せっかくセーラル・トリスタが大人おとなしくなってるのにいい。一体ボクちゃんたちはなにしにここに来たんですかーっ」

「あんたを捕つかまえる為ため」

　きっぱり断言するウィル。マギーと、少しふらふらしているバズも頷うなずいた。

　デュークはがっくりうなだれて、

「あああ、これで借金が返せると思ったのにい。ねっ、ねっ、山分けしましょーよっ。みなさんだってお金には困ってるんじゃないんですか。農民のボクちゃんたちはもとより、居い候そうろうのブルーノどのも無む駄だ飯めしは心苦しいでしょう。そちらの『狼おおかみ』のお嬢ちゃんも、今年の冬は飢うえ死になんてせずにすみますってば」

「春が来た早そう々そう、縁えん起ぎの悪いこと言わないでよっ」

　マギーが男爵の尻しりに蹴りを食らわす。とほほ、と嘆なげきながら、ブルーノに促うながされてデュークは歩きだした。そのあとを子供たちがぞろぞろついていく。

　パルフィはさっきから黙ったまま、マギーに手を引かれていた。暗い目でじっと男爵の背中を凝ぎよう視ししている。マギーは気になったが、かける言葉も思いつかなかった。

　その男爵の方は、うしろ髪がみを思いっきり引かれているらしく、

「ああ、宝は使ってこそ華はななのにいい。こんなところにしまいこんであるなら、あってもなくても同じじゃあありませんか」

　なんて嘆き続けている。ウィルは呆あきれ返った。

「いつまでもうじうじとうるさい奴やつだなあ」

「でもウィル、この人をどうするんだよ。外に連れだしてもまた宝を狙ねらってくるんじゃないか」

　ずきずき痛む後頭部を押さえながらバズが聞く。ウィルはにやっと笑って、

「その為のセーラル・トリスタだろ。一人で来たって用よう心じん棒ぼうと来たって、相手は神さまだぜ。傷でもつけたらどんな崇たたりがあるか分かんねえぞお。おっと、パルフィをさらおうなんて考えてないよなあ、男爵さま」

「し、しませんよ、そんなことお」

　ピタピタと短刀の刃で脇腹を叩たたかれ、デュークが震えあがって答える。その拍子に脚がもつれたか、男爵は前にのめった。

「ひゃっ」

　男爵は大げさに倒れ、床ゆかに這はいつくばる。

「男爵、怪け我がはありませんか」

　すぐに腕を摑つかんで立たせようとしたブルーノの胸に、チャキ、と硬かたい物が押しつけられた。ぎくりと動きを止めるブルーノ。

「おっさん？」

　すぐうしろにいたウィルが覗のぞきこんで、顔を強こわばらせた。

　男爵がブルーノの胸に拳けん銃じゆうの銃じゆう口こうを突きつけている。その顔はうっすら紅こう潮ちようして、歪ゆがんだ笑みが浮かんでいた。

「どうしたの──きゃっ！」

「わっ！　け、拳銃だ!?」

　覗きこんだマギーとバズが驚きよう愕がくの声を上げる。パルフィも青ざめて、ぎゅっとマギーにしがみついた。

「てめえ、いつの間に!?」

「動くな！」

　はあはあと息荒く、勝ち誇った声で叫ぶデューク。大分興奮しているらしい。

　彼はゆっくり立ち上がると、ブルーノに銃口を向けたまま、パルフィの腕を摑んで乱暴に引き寄せた。

「ひっ……」

　パルフィは硬直した。あの気丈なところが消えてしまっている。

　デュークは少女の頭に銃口を押し当てると、ぴくぴく頰を痙けい攣れんさせて、

「ふ、ふふ、ふははは、は、また形勢逆転だな、小僧！　全員、五メートル下がれ！」

「てめえ、どこに拳銃なんか隠し持ってた!?」

「セーラル・トリスタに追われて私が落とした物を拾っただけだ。注意散漫だな、ブルーノ。私を先頭に歩かせたきさまが愚おろかなのだ！」

　そう喚わめき、げらげら笑う。

　ウィルはバズを振り返った。医者の息子たる彼も同じことを考えたようで、目が合うと頷うなずきかける。

（こいつ、頭がキレちまったな）

　仲間がセーラル・トリスタに食われた時点で、ぷっつりいってしまったようだ。

（まずいなあ。こういうのを刺激すると手に負えないぞ）

　機会を狙ねらって飛びかかろうとしているブルーノに、ウィルは囁ささやきかけた。

「おっさん、男爵を刺激しないでくれ。あいつ、ちょっとやばいぞ。パルフィの安全が最優先だ」

「うむ……」

　ブルーノはパルフィを見た。人質となって驚きのあまり悲ひ鳴めいも上げていない。自分の不注意と、「こんな青二才になにもできるはずがない」と侮あなどっていた自分を悔くいた。

「密談は終わったかな、諸君！　さあ、そこの生なま意い気きな小僧、きさまが奥の部屋のカギを開けるんだ。ほかの三人は左の隅へ行け！」

（距離をとって時間を稼ぐ気か）

　ブルーノは舌打ちした。これではウィルが攻撃に出ても、加勢に行くのに時間がとられる。いくらなんでも、十二歳の子供相手では男爵の方が有利に決まっている。

　ブルーノたちが部屋の隅に行くのを見届けてから、

「パルフィ、カギ」

　指名を受けたウィルは仏ぶつ頂ちよう面づらで、パルフィに手を差しだした。少女は震える手で、奥の部屋のカギを渡す。

「そう、いい子たちだ。少しでも妙みような真ま似ねするとこの子の頭に風かざ穴あなが空あくぞ」

　満足げに男爵は言う。「けっ」とウィルは呟き、歩き出した。

　三人は三匹の大蟒蛇うわばみを迂う回かいして、奥へと向かう。

　ホールの奥の壁に小さな観かん音のん開きの扉とびらがあった。木と金属でできた扉で、例のスパイラル模様のプレートがはめこまれている。

（模様の部分がでっぱっている？）

「さあ、開けろ」

　ウィルは扉とカギを見比べ、プレートの凹おう凸とつにカギを当ててみた。案の定、窪くぼみが正確にはまり、回してみるとカギもろとも埋まい没ぼつしていった。

　がちん。

　硬い、重い音がして、ギイイと扉の緊張が緩ゆるむ。カギが外はずれたらしい。

　力をこめて押すと、扉はゆっくり開いた。

　中は暗かった。石の階段がある。少し低くなっているようだ。

　むわっと暖かい空気が漂ただよってくる。

（暖かい？）

　中を覗きこんだウィルは顔をしかめた。こんな地下で、生暖かい風？

　その途と端たん、うしろから蹴け飛とばされ、ウィルは派は手でに階段を転げ落ちた。したたか背中を打ちつけるが、なんとか怪け我がをせずにすむ。

「あいたた……なにしやがるんだよ！」

「ぼさっとしているからだ。どうだ、お宝はあるか」

　デュークが階段の上から傲ごう然ぜんと尋ねる。ウィルは膨ふくれっ面つらで、しぶしぶ辺あたりを見回した。

　部屋は五メートル四方の小さな部屋だった。明かりは階段の上から差しこむ光だけだ。

（部屋の造りがほかと違う）

　荒く削った石を積み重ねた、隙すき間まだらけの石の壁。床もでこぼこして、あの緻ち密みつな迷めい宮きゆうの造りとはまったく違う。時間がなかったのか、手抜きをしたのか、はたまた違う者の手によって造られたのか。

（なんだろう。なにか、意い図と的なものを感じる）

（ここはまずい──そう星が言ってる）

　そしてウィルは、部屋の隅にうず高く積まれた、黒い山を見つけだした。

「これは……」

　呆ぼう然ぜんとしながら近寄る。

「なんだ、なにを見つけた!?」

　嫌いやがるパルフィを引きずって、男爵が部屋に下りてきた。ウィルを押しのけて、山の前に立つ。

「こ、これは!?」

　目をみはり、驚きよう愕がくの声を上げる。

　そこにあったのは、冠かんむりや錫しやく杖じよう、短剣、首飾り、壺などの美術品と、数え切れないほどのコインの山だった。

　それらが黄金に、百歩譲って銀色に輝いていれば、たしかに財宝と言ってもよかったが、くすんだ鈍にび色いろの表面はぴかりとも光らなかった。

「な、なんだ、これは！　鉄か!?」

　驚きのあまりパルフィを突き飛ばし、デュークは「遺産」に駆け寄る。鳥の置物を持つと、ずっしりした手て応ごたえがあった。金属だ。

「くそっ、鉄だ！　これのどこが財宝なんだ!?」

「……昔は鉄が貴重品だった時代もあるんだ。やっぱり資産価値は変わるもんだなあ」

　逃げることさえ忘れて、半ば呆然、半ば感かん嘆たんしながらウィルは呟つぶやく。

「ちくしょう！　こんな物の為ためにハーディたちは死んだのか!?　なにかあるはずだ、こいつはダミーに決まっている！」

　がむしゃらにデュークは「遺産」の山を掘り出した。だが、どれをとってもドブ色にくすんだ、ほとんど価値を見いだせない代しろ物ものだ。

　ウィルは呆然と男爵の作業を眺ながめていた。

（本当に鉄なのか。それとも男爵の言うようにこれはダミーで、ほかになにかあるのか）

（分からない──でも、ここはまずい。ここに長くいてはいけない）

　ぴりぴりと額ひたいの辺あたりが緊張している。警戒本能だ。捜さがし屋の本能が警告している。

「む？」

　宝捜しに夢中になっていたデュークが、不意に顔を上げた。渋じゆう面めんで、

「なんだ、この臭においは」

「臭い？」

　ウィルも鼻をひくつかせてみたが、そういえば嗅きゆう覚かくが麻ま痺ひしているのだと思いだす。

「うう、すごい臭いだ。きさまら、なんともないのか……」

　相当な臭いらしく、男爵は真っ青になって口と鼻をハンカチで覆おおった。見る見るうちに顔面に脂あぶら汗あせが浮かび、彼は這はいつくばった。ぜいぜいと呼吸が乱れている。

「いったいなんの臭い……」

　聞き返す途中で、ウィルは頭の中ちゆう枢すうが重くなり、ぐらりと目眩めまいを感じた。ずきん、ずきん、と大きな鈍どん痛つうが全身に響きわたる。

　視界が揺れ、思わず膝ひざをつく。

「な……なんだ？」

「呪のろいよ！」

　それまで沈黙していたパルフィが悲ひ鳴めいを上げた。

「ご先祖さまの呪いだわ！　ウィル、早く逃げて！　みんな死んじゃう！」

「呪い……そういえば……」

　そんなことを前にパルフィが言っていた。ウィルはようやく思いだし、よろよろと階段に向かった。パルフィが支えてくれるが、彼女も顔色を失い、脂汗を垂たらしている。

（臭気？　違う、臭いが呪いなら、パルフィや俺まで気分が悪くなるはずがない）

（ミアズマ──真性の毒の空気だ）

　おそらくこの部屋は下水道の深部とつながっているのだ。侵入者があると、下水道にたまりにたまった腐くさった空気が、隙間だらけの床や壁からしみだしてくる仕掛けに違いない。

　考えるのも辛つらくなり、ウィルは懸命に階段をよじ登った。

　そのときだった。

「ま、待て！」

　男爵の悲鳴。続いて、ガーン！　という轟ごう音おん。

　瞬間、ウィルは左耳に焼きごてを押しつけられたような熱を感じた。少し遅れ、激痛。

「！」

　声にならない悲鳴を上げ、左耳を押さえてうずくまる。手に生温あたたかい、ねっとりした液体が落ちてくる。

　血だ。

「ウィル!?」

「ち、ちきしょう……」

　ぴりぴりと体の末まつ端たんが痺しびれる。痛みのあまり手足が痙けい攣れんしているのだ。

　デュークは這はいつくばったまま拳銃をかまえ、蒼そう白はくな顔でがたがた震えて、

「ま、待てっ、私を、私を置いてくな。わ、私を連れて、連れていけ。あ、足が動かない、動かないのだ、こ、このままでは、死んで、死んでしまう。つ、連れていけえ！　連れていかないと今度は心臓を狙ねらうぞおお！」

「あんたなんか死んじゃえ！」

　パルフィは泣き叫ぶと、階段を飛び降りて男爵に摑みかかった。拳銃を奪おうとするが、デュークも死にものぐるいで離さない。

「こ、この小娘！　私は男爵だぞ！　離せ、離さないと殺すぞ！」

「ウィル、逃げて！　あたしは大だい丈じよう夫ぶだから！　呪いは一族の者にはかからない！」

　必死になってパルフィは言う。その割には表情は苦しそうだ。

　ウィルはだらだら流れる血を押さえ、だが、逃げようとはせず、階段を下りてきた。そして、息をきらしながら男爵を見おろし、

「ち……ちくしょう、痛いじゃねえかっ」

　げしっ。

　男爵の顔面に蹴けりを入れるウィル。「むぎゅう」とくぐもった呻うめきをもらし、男爵は今度こそ失しつ神しんしてしまった。

　パルフィはへなへなとその場に座すわりこんだ。ウィルを呆然と見上げ、

「……どうして？」

「だめだ、パルフィも一いつ緒しよに、死んじまうもん。こいつは呪い、なんかじゃない。強烈な、本物のミアズマだ。パルフィたちは、臭しゆう気きに慣れてるから、少しは、時間が持つだろうけど、でも、毒は毒、だよ。こんな奴の為ために、パルフィが、死ぬことない。無茶するなって、言ったろ」
















「…………」

「俺も、もう限界に、近いから、早く……」

　激しい目め眩まいに襲われ、ウィルは再び膝をついた。だらだらと血が服の中まで流れこむ。

　パルフィは真っ青になって、ぼろぼろ泣きながら、

「しっかりして！　誰か、誰か来てえ！」

「どうした、パルフィ」

　すかさず、冷静な大人おとなの声が階段の上から降ってきた。ブルーノだ。

「拳銃の音がしたから様子を見にきた。平気か、男爵は」

「う、ウィルが、ウィルが撃うたれて……」

「男爵は伸びているのか？　よし」

　ブルーノは階段を下りてきたが、すぐに顔をひどく歪ゆがめ、頭を押さえた。

「なんだ？　急に目眩が」

「一族の呪いがかかっているの！　早く脱出して！」

「おっさん、下水の毒だ……あんたも、鼻がきかないから、分からないだろう、けど」

　ウィルが息を切らして言う。声に勢いがない。ブルーノはうずくまったまま動かない彼を抱き起こすと、急いで小部屋から出た。

　そこへマギーとバズがやってきたので、ぐったりしているウィルを押しつけ、

「おまえたち、すぐにここから離れろ。毒ガスが出ているらしい」

「毒ガスって──きゃっ！　ウィル、血が出てる！」

「は、早く、止し血けつしなくちゃ」

　さすがは医者の息子、大量の血を見てバズは蒼白になりながらも、ハンカチで手早く止血をする。

　ブルーノは再び小部屋に戻ると、失神している男爵を背負った。

（まったく、置いていければどんなに楽か──そんなわけにもいかぬか）

　部屋を出ると、まだマギーたちがいたので、

「おまえたち、なにをしている？」

「パルフィも倒れちゃったの」

「道案内してくれる人がいないよお」

　見ると、パルフィも瞼まぶたを閉じてぐったりしている。ブルーノは二人に気づかれぬよう舌打ちした。あの迷路を自分たちで抜けだすのか。

「ともかくここから離れよう。マギー、ウィルを背負え。バズはパルフィを」

「どうしてそういう組み合わせなのよっ」

　マギーはむくれるが、実際マギーの方がバズより力があり、文句を言っている場合でもなかった。三人は人じん事じ不ふ省せいの三人をそれぞれ背負って、ホールから脱出した。

　マギーが先頭を走るが、この間のようにまっしぐらにとは行かない。十字路に出くわすたび、おろおろと辺あたりを見回している。

「ブルーノ、この間書いたチョークの矢印がないわ！」

「違う道に入ってしまったようだな。いいか、落ちついて考えるんだ、少しでも下へ向かう道があればそっちを選べ」

「わ、分かった──」

　そのとき、後方がぱっと明るくなった。ごおおっ、と低い唸りが響いてくる。

「火!?」

「しまった、ミアズマに引いん火かしたのかっ」

　ブルーノは唇くちびるを嚙かみしめ、小部屋の扉とびらを閉めてこなかったことを悔くやんだ。あの祭壇の火に腐った空気が引火したのだろう。

「サンマリーズが火の海になっちゃうわ！」

「いや、それはないと思う。石は燃えないからな……ともかく走るんだっ」

　二人を促うながして、再び走りだす。だが、行けども行けども下に潜もぐるという様子はなく、堂堂めぐりをしている感じだった。

　そして、ついに行き止まりに突き当たってしまった。

「いやあん。なんで行き止まりがあるのよう」

　マギーが泣きべそをかいて喚わめく。この間ここに来たときは、行き止まりがなくて泣いたのに、今度は行き止まりがあって泣く羽目になるとは。

「まいったな、引き返すか」

「あっ！　みんな見て、これは扉だよ！」

　バズの指し摘てきにカンテラを寄せると、たしかに突き当たりの壁は木と金属でできた扉だった。あのスパイラル模様のプレートもついている。

「なるほど、地下迷路は町の古い屋敷すべてにつながっているということか」

　三人は力を合わせて押したり引いたりしたが、びくともしなかった。

「早く早く！　毒ガスが地下に充満しちゃうわ！」

「ああ、なんか嫌いやな臭においがしてきたよ。うっぷ」

　バズがげんなりして言う。吐き気けがこみあげたのか、慌あわてて口を手で覆おおった。

　そう言われるとマギーも、言葉にしがたい臭いが漂ってきたような気がして、胸がむかむかしてきた。もう少しで吐きそうだ。

「うう……マギー」

　マギーの背中でウィルが呻く。こんな事態でも、ぱあっとマギーは顔を輝かせた。

「ウィル！　よかった、気がついたのね！」

「下りる……カギ、開けるから」

　ふらふらとよろめきながら立つウィルを、マギーは支えようとしたが、彼が凝ぎよう然ぜんと今来た地下道を見つめているのに気づき、

「ウィル？」

「なんか、聞こえる」

「なにかって？」

　ウィルに倣ならって耳を澄すませると、たしかになにか聞こえる。ガラガラガラと、砂じや利り道みちを馬車が暴走しているような音だ。しかも、どんどん大きくなっている。

　音の発信源が近づいているのだ。

「……崩くずれている？」

　ブルーノが眉まゆをひそめて呟いた。崩れている。なにが？

　はっとウィルは顔を強こわばらせた。

「地下道が崩れてるんだ！」

「ええーっ！　なんでなんで」

「どうしよう、逃げなくちゃ逃げなくちゃ！」

　わあわあ叫びながら、ぐるぐる駆け回る子供たち。

　ブルーノは地下道の暗くら闇やみを凝視した。

　ドカドカという音。大きな力が石壁を破壊している感じだ。なにかがまっすぐこっちに向かってくる。

「セーラル・トリスタか！」

　ブルーノは短く叫んだ。ぴたりと子供たちが動きを止める。

「セーラル・トリスタがこっちに向かっているぞっ。みんな壁に張りつけ！」

「た、食べられちゃう!?」

「いや、火から逃のがれてきたんだ、潰つぶされないようにしろ！」

　慌てて壁にぴたりとへばりつく子供たち。ウィルはバズの背からパルフィを下ろし、二人で壁に押しつけた。ブルーノも男爵を背負ったまま、壁に張りつく。

　次し第だいに地下道はがたがた揺れだし、壁にしっかりとしがみついてなくては立っていられなくなった。

　なにかが来る。その気け配はいがまざまざと感じとれる。

　あまりの振動に、ずるりとブルーノの背から男爵が滑すべり落ちた。床に叩きつけられた拍子にデュークは目を覚ます。

「あ……？　な、な、な？」

　がくがくと揺れる世界にわけが分からない男爵。目を白黒させて床にしがみつく。

　そして、彼は見た。

　闇やみの向こうから、白い巨大な物体が、周囲の壁を破壊しながら突き進んでくる。

「ひっ！　し、白しろ蛇へび！」

　驚愕のあまり腰が抜けて、動けない。

　セーラル・トリスタはささいな障害物などものともせず、突進してきた。その目が爛らん々らんと輝いている。

「来る！」

　全員、固く目をつぶり、歯を食いしばった。

　ざあっ、と背中に熱いものが走る。その瞬間、セーラル・トリスタの巨大な頭の先端が扉に激突し、そのまま吹き飛ばした。どごん！　ものすごい音がする。

「うひゃーっ」

　破壊された石壁とともに、ウィルたちは外に弾はじき飛ばされた。ごろごろと転がる。どこかの家の地下室だ。

　セーラル・トリスタは地下道から出てもいっこうに勢いを止めず、地下室の壁をぶち抜いて、屋外へと飛び出した。長い体が滑るように出ていく。

　最後の尻尾しつぽが出ていくと、今度はブルーノがパルフィを抱かかえ、四人は慌あわてて壁に空あいた穴から外に出た。

　庭に出ると、セーラル・トリスタは白い、長細い光となって、夜空を飛んでいくところだった。ほぼ同時に、町の違う場所からもう二つ、白い光が空に向かって飛びだす。

「セーラル・トリスタが飛んでいく……」

　四人は呆然と空を見上げた。彼らだけではない。町全体を揺るがす異変に驚いて外に飛び出した人々、サンマリーズの近くに住む農民たち、木こり、旅人、そして森の住民も、この太陽のように輝く三つの光を呆然と見上げた。

「セーラル・トリスタがサンマリーズを見放したんだわ」

　パルフィの声。いつのまに気づいたのか、少女はブルーノの腕の中で、泣きそうな顔で白い光を見つめていた。

「祭壇を汚けがされて、セーラル・トリスタは怒っていってしまった。もうこの町に彼女たちの加護はないわ。あたしたちにも……」

　パルフィの発言に、四人は困こん惑わくした顔を突きあわせた。

「……もしかして、俺たちの責任？」

「あの男爵の責任に決まってるじゃないっ」

「そういえば、彼はどうなったんだろう」

「セーラル・トリスタに踏み潰つぶされてなければいいがな」

　とりあえず地下室に戻ってみると、男爵を泡を吹いて白目をむいていた。よっぽど恐怖したらしく、失しつ禁きんしているが、命に別状はないようだ。白蛇の方でうまくよけてくれたらしい。

「あーあ、こりゃだめだ」

「使いものになるかしら？」

　無責任に喋りあっているところへ、

「きさまら、ここでなにをやっている！」

　ぱあっと光が当てられる。

「あれ？」

　ウィルはきょとんとした。現れたのは派は手でな寝ね間ま着きを着た、豪ごう商しようドーソンだったのだ。

「なんだ、ここドーソンさんちだったのか。らっきー」

「ん？　おまえは捜さがし屋の小僧──うわあ！　な、なんだ、この有あり様さまは!?」

　大だい崩ほう壊かいした地下室を見て、ドーソン氏は愕がく然ぜんとする。ウィルは愛想笑いを見せて、

「えっとお、またあとで事情を説明にきまーす──みんな、逃げろ！」

　ウィルの号令で、失神している男爵を拾うと、五人はすたこら逃げだした。




　サンマリーズは真夜中だというのに、大騒ぎになっていた。町のあちこちから煙が上がり、それに乗って強烈な悪臭が漂ってきたのだから。町中、煙だらけだ。

　下水道が火事だとは分かったが、まさか町の地下が崩壊したとは誰も気づいていないようだった。

「いてて、煙が目にしみるうう」

「いったん町から出ましょうよ。臭くさくてたまらないわ」

　マギーの意見に全員賛成し、中央門へ向かおうとしたところで、馬に乗ったメイベルと出くわした。男装の麗れい人じんは、やはりひときわ目立つ存在だ。

「メイベルさま！」

「おお、ブルーノか。一体この騒ぎはなんだ」

　今まで町を離れていたらしく、啞あ然ぜんとメイベルは聞き返す。町の住人みんなが同じことを考えたらしく、市門に向かって大量の人の流れができていたのだ。

「臭くさくてたまったものではない。下水道が火事だと聞いたが」

「は、それは」

「これでは役場も大騒ぎだな。私も旅に出るどころではないか」

　苦笑してメイベルは馬を降りる。ブルーノは当とう惑わくした。

「旅、ですか？」

「そうだ。知りあいの貴族のご婦人方に頭を下げて、金を借りようと思ってな。ウィル！」

　メイベルは意い気き揚よう々よう、自信にあふれた笑顔でウィルを呼びつけた。

「私もいろいろとやりたいことがある。結婚なんかしていられないからな、下らないプライドなんか捨てることにした。私も自分のしたいことをするぞ！」

　凜りん然ぜんと言い放つメイベル。ブルーノは眩まぶしそうに彼女を見た。

「マギー」

　バズがマギーの腕をつついた。彼女も「やったね」と言わんばかりの笑顔で頷うなずく。

　ウィルは懐ふところから一枚の紙切れを取り出すと、

「メイベルさん、これーっ」

「なんだ、それは」

「しゃくよーしょっ。男爵さまから丁てい重ちようにいただいたから」

　そう言うと、ウィルは借用書にカンテラの火をつけた。めらめらと紙は燃える。

　呆あつ気けにとられているメイベルに、ウィルは片目をつむって見せ、

「詳くわしいことはおっさんに聞いてくれよ。これで任務完了だぜ。はい、おしまいおしまい」

　ぱんぱんとウィルは手を叩たたいた。そして、ブルーノは抱えたままのパルフィに、

「パルフィ、これからどうする。もう森には帰れないだろ」

「…………」

「だったらあたしたちと一いつ緒しよに来なさいよ。うちは八人兄妹だから、もう一人くらい増ふえてもかまわないわ。あたし一番下だから、妹が欲しかったの」

　うつむいているパルフィに、マギーが笑顔で提案する。バズも慌あわてて、

「う、うちだって使ってない部屋とかあるよ。医者だし、家のこと手伝ってくれる女の子がいてくれたらって、母さんいつもぼやいてるんだ」

　パルフィは無言だった。だが、鼻の頭を真っ赤にして、今にも泣きそうだった。

　ブルーノも、いかつい顔とはかけはなれた、優しいまなざしで、

「厄やつ介かいになるのが心苦しいなら、私から頼んでアシュレイ家に奉ほう公こうさせていただくこともできる。どうだ、私と来るか」

「……一度、森に帰ってから、考える」

　ぽつりと、それだけ言うのがせいいっぱいだった。

　そばで話を聞いていたメイベルが、

「なんだかよく分からないが、その子は疲れているようだ。私の屋敷で休ませるがいい」

「ありがとうございます、メイベルさま」

　メイベルはパルフィを馬に乗せ、自分もそのうしろに乗ると屋敷の方へ行こうとした。

「あ！　ちょっと待って！」

　マギーが慌ててメイベルを止める。そして、少し緊張した面おももちで、

「パルフィ、教えて。あんたとあんたのお父さんを騙だまして王都に連れてった奴がいるって言ってたでしょ。そいつの名前、覚えてる？」

「……トレイシーって、パパは呼んでた」

　メイベルに抱かれたパルフィが、おずおずと答える。その返事を聞いた子供たちが、いっせいにぎくりと顔を強ばらせたのを、ブルーノは見み逃のがさなかった。

（なんだ？　知りあいなのか？）

　パルフィとメイベルが人の波の向こうに消える。それを見送ってから、

「おまえたち、いったい……」

　ブルーノは声をかけようとして、口をつぐんだ。

　マギーとバズは青い顔でウィルを見つめていた。そのウィルは、二人よりもさらに顔面蒼白になって、金縛りにあったように佇たたずんでいる。

「な……なんだよ。マジかよ」

　明るく言ったつもりが声が震え、笑みも歪む。

「マジかよ、まいったな……なんだってそんな名前を今聞くんだ？　冗談だろ」

「ウ、ウィル、トレイシーなんてどこにでもある名前じゃないかっ。別人に決まってるよ」

　バズが懸命に取りつくろおうとしている。バズのウィルに対する態たい度どさえ、普段と違うのだ。

「どうした、おまえたち。その男を知っているのか」

「……ウィルのお父さんよ」

　マギーは悔くやしそうに唇くちびるを嚙かみしめた。ブルーノは愕がく然ぜんとした。まさか。

「し、しかし天才トレジャーハンターの名は、トリック・ゴーダではないのか」

「何個か名前を持ってるのよ、けっこう危険な仕事だから。『トレイシー』は怪あやしい仕事をするときに使う名前だって、聞いたことがある」

　ブルーノは息を吞のんだ。それでは、パルフィの父親を殺したのは、ウィルの父親ということになってしまう。

「だが、一いち概がいにウィルの父親だと決めつけることは──」

「あたし、聞いちゃったの。男爵の話を。あいつはフローレン島から来たって。ウィルのお父さんの最後の消しよう息そく、フローレン島だもん」

　マギーの言葉にびくん、とウィルが震える。大きくため息をつくと、

「まったく、決定的だな……パルフィになんて言えばいいのさ。どう言えばいいんだ」

　自じ嘲ちようするウィル。マギーはいたたまれず、ウィルに抱きついた。

「ごめん、ごめんね、ウィル！　でも、やっぱりはっきりさせときたかったの。フローレンの男が誰か、知りたかったの。知らないでおくより教えた方がいいと思ったの。ごめんね、ごめんね」

　しくしくと泣くマギー。ウィルはしばらく彼女を見つめていたが、

「いいよ、マギー。俺も聞いてすっきりした」

「ウィル……」

「あの男爵が古こ文もん書じよなんか解読できるとは思えなかったからさ。親父おやじが絡んでたとなると、いろいろ合が点てんが行くぜ。ちきしょう、あのくそ親父……人の前から消えたと思ったら、汚きたねえことしてやがって。ほんとにロクでもねえ奴だ」

　ぐっと拳こぶしを握りしめる。爪つめが肌に食いこみ、うっすらと血がにじんだ。

「ウィル」

　バズがウィルの肩に手をかける。マギーも反対側から手を伸ばして、二人でウィルを抱き支えた。

　ウィルは歯を食いしばったが、悔くやしくて涙がにじんだ。そんな彼を、バズとマギーは無言で包みこむ。

　まるで、どんな非難からもウィルを守ってみせる、そう言っているようで。

（いい仲間を持っているな、ウィル）

　ブルーノはそう思い、ため息をついた。







　ことの終わり







「にゃー、にゃー、にゃー」

「ウィルう、待ってよお」

　地下道の大火事から三日後。ウィルは再びドーソン家で指輪捜さがしにいそしんでいた。今回は、やはりむりやりついてきたマギーとバズの三人きりだ。

　ドーソン家の地下室の破損は、例の「恋人からの手紙」の口止め料でチャラにしてもらった。やはり切り札はとっておくべきである。

　町の異臭はようやく収おさまりかけていた。建物にしみこんだ臭においは簡単に消えそうもなかったが。

「ねえ、ウィル。パルフィに渡した金の鯱しやちほこ、あれが遺産だったの？」

　猫を追うウィルのあとを追って、ばたばた走りながらマギーは右から尋ねる。バズは足が追いつかず、かなりうしろの方を走っていた。

　ウィルは左耳に包帯を巻きながら、猫から目を離さず、

「の、一部」

「よくあのどさくさに取ってこれたわねえ」

　感心するより呆あきれてマギーは言う。

　金の鯱をウィルから手渡されたパルフィは、啞あ然ぜんとしていた。

「……これは？」

「遺産さ」

「だって、遺産は鉄だったんでしょ？　こんな、金の置物……」

「まっさかあ。鉄だなんて、そんなお宝があるもんかい。汚よごれを落としただけだよ」

　にやにや笑ってウィルは答えたものだ。彼は最初から分かっていたのだ、あれが鈍にび色いろのヴェールをかぶった黄おう金ごんだということに。

　セーラル・トリスタが派は手でに破壊してくれたので、地下神しん殿でんに行くことは不可能になってしまった。今あそこには、灼しやく熱ねつの炎ほのおに焼かれて元の輝きを取り戻したはずの黄金の山が眠っていることだろう。

　マギーは窓を乗り越えながら、

「パルフィもアシュレイ家での奉ほう公こうが決まったし、男だん爵しやくはメイベルさんが責任を持って糾きゆう弾だんしてくれるっていうし、まあ、なんとか丸く収まったわね」

　パルフィが入らずの森に戻ってみると、森全体がキナ臭くさく、一族の集落はもぬけの殻からだったという。

「俺は殴なぐられずにすんでよかったよ」

「親は親、子供は子供。いつもそう言ってるのはウィルの方じゃない」

　憮ぶ然ぜんと言うウィルに、マギーはくすくすと笑う。パルフィは「トレイシー」がウィルの父親かもしれないと聞かされても、そう言っただけだった。「親は親、子供は子供」と。

「それにしても、パルフィの一族はどこに行っちゃったのかしら」

「セーラル・トリスタを追いかけてったんだろ」

「本当に『忘れられた民たみ』の子孫だったの？」

「俺はそんなことないと思うな。まあ、少しくらい血は入ってると思うけどさ、年月が年月だし、かなり混血してるはずだよ。多分、昔は子孫がちゃんといたけど、長い年月の間に住む人が入れ替わって、知識と伝統だけは伝えられたんじゃないかな。現実なんてそんなもんだって」

「でも、セーラル・トリスタは本当にいたわ」

　ウィルの身も蓋ふたもない見解に、マギーは少々膨ふくれっ面つらで反論する。

「守しゆ護ご神しんのいなくなったこの町はどうなるのかしら」

「下水があふれてくるんじゃないの？　いや、これはマジで。だって、入らずの森も満杯だったもん。パルフィの一族も、本当はそれが原因で逃げだしたんじゃないかな──っと、止まった」

　追いかけていたドーソン夫人の飼い猫ドミノビョルントが、狭い庭の片隅で立ち止まる。辺あたりには彼が落としたらしいフンが転がっていた。

「へええ、猫もトイレの場所決めてるのね」

「ほら、指輪を探せよ」

「えーっ、やだあ。そんなことバズにやらせればいいじゃない。バズ、早く！」

　アシスタントというわりには役に立たないマギーだった。

　ようやく二人に追いついたバズが、息急せききって、

「いったい、なにを考えているんだ、ウィル。猫と追いかけっこなんて」

「いいから、早くフンの中を探せよ」

　自分も棒でひからびたフンを転がしながら、ウィルは指示する。げっとバズは顔をしかめ、さも嫌いやそうに、

「せっかく異臭騒ぎが収まったのに、なんでぼくが猫のフンなんかあさらなくちゃならないんだっ。大体、おまえはぼくをなんだと思って」

「あったあ！」

　バズの説教を遮さえぎって、ウィルは嬉き々きと叫さけんだ。マギーとバズが手元を覗のぞきこむと、フンの中にたしかにきらりと光る大粒のダイヤが覗のぞいている。

「……猫が吞のみこんでいたのか」

「そういうこと」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやくバズに、えっへんと胸を張ってウィルが頷うなずく。

「それじゃあ、今回の勝負もウィルの勝ちね。おめでとう、ウィルっ」

　喜き色しよく満まん面めんでウィルに抱きつくマギー。そして、

「で、これ、どうやって夫人に持っていくの？」

　ウィルとバズは顔を見合わせた。

「……バズ、今回は手柄を譲ろうっ。これを夫人に持ってってくれっ」

「じょ、冗談じゃないっ。ただでさえあの夫人にはもう会いたくないのに、そんなことできるかっ」

「ここまで夫人に拾いに来てもらえば──あら、ネズミだわ」

　見ると、ドミノビョルントが大きな黒いネズミをくわえて、爪つめで引っかいて遊んでいた。ドブネズミだ。
















「なんだ、ネズミなんて珍めずらしくもない」

「珍しいわよ。あたし、サンマリーズで初めて見たわ」

　そう言われてみればそうかもしれない。あんなに地下室だの地下道だの歩き回っていたのに、今まで気け配はいも感じなかったのだ。

　ウィルがぼりぼり頭を搔かきながら、

「あー、やっぱりさ、セーラル・トリスタがいなくなったからじゃん？　蛇へびはネズミの天敵だし」

「町をネズミから守護してくれる神さまだったのね。きゃははは」

　そう言ってマギーとウィルは笑ったが、バズだけは真剣な顔で考えこんでいる。

「どうしたんだよ、バズ」

「いや……意外とそれが正解かも」

「それって？」

「ネズミから町を守ってくれていたってことさ。だって、サンマリーズの下水処理は不完全すぎる。こんな近くに投とう棄きしているのに、ネズミがいなかったなんて異常じゃないか。いつだってこの町は、ネズミの巣そう窟くつになってもおかしくなかったんだ」

「だから、なにが言いたいのよ」

　憮ぶ然ぜんとマギーが尋ねる。バズは高台を見上げて、

「つまり、セーラル・トリスタはネズミが媒ばい介かいするペストとか、下水から発生するチフスからこの町を守ってくれていたんだ。伝染病で放棄された丘の町はいくらでもある。サンマリーズだけがこんなに長い間、それこそ千年も二千年も繁栄し続けられたのは、病魔が近づけなかったせいだよ。あの白蛇は本当に守護神だったんだ」

　バズは断言した。その途と端たん、丘の頂上にある教会の鐘かねが、正午の時報を鳴り響かせた。ぎくん、と三人は驚き、教会を見上げる。

　眩まぶしい春の光が、高い鐘しよう楼ろうの鐘をきらきら輝かせている。ウィルは目を細めた。

　がらーん、がらーん。がらーん、がらーん。

「よっしゃあっ」

　景気よくウィルが伸びをした。そして、二人を振り返り、

「仕事も終わったことだし、メイベルさんちでなんかたかって帰ろーぜっ」

「さんせーいっ」

「また、そういう不ぶ調ちよう法ほうなことを」

「あら、来たくなかったらバズは来なくてもいいのよ。メイベルさん、勉強をし直すって言ってたから、いい本がいっぱいあるかもしれないのに」

「い、行くよっ」

　メイベルのやりたいこと。それはほかの貴族や騎き士しの中ちゆう傷しように負けないよう、より多くの技術と知識を身につけることである。

「今までは剣ばかりにかまけてきたが、領主としてどうしたらみなが幸せに暮らせるか、勉強するつもりだ」

　そう言っていた。マギーは逞たくましい彼女の生き方に惚ほれ惚ぼれしたが、惜おしむらくは、それではますます女っ気けがなくなることだった。

「可か哀わい想そうなブルーノ。でも、負けちゃいけないわ。エンゼル・ハートクラブが今度こそ活躍してみせるからねっ」

「どうしたのさ、マギー」

　うるるんと目を潤うるませ、自分の世界に浸ひたりきっているマギーに、バズはおろおろする。

「エンゼルなにがし」という言葉は聞こえたが、分からなかったことにしようと思った。

　騒ぐマギーとバズを尻しり目めに、ウィルはじっと鐘を見つめていた。

（くそ親父おやじめ。あちこちに迷惑かけまくりやがって）

（あの野や郎ろう、大金持ち逃げして、なにやってるんだ？）

　男爵と「トレイシー」の出会いは、さる貴族の夜会でだったという。

「宝でも手に入らないかとぼやいていたら、奴が寄ってきたのだ。報ほう酬しゆう？　我が家にあった鏡を持っていったわ。私の目からすれば、まったく値打ちのない物だったがな」

「トレイシー」はゾルバンディア人の子孫を連れてきたあと東に向かった、と男爵は言っていた。

（東──バルキースの方か？　それともデルセンの方か）

（どっちでもかまわねえ。ぜったい、ぜーったい捜さがし出してやるからな、捜し屋の意い地じにかけて！　首洗って待ってやがれ、親父！）

　握り拳こぶしを反対の掌てのひらに叩たたきつけ、気合いを入れる。

　ウィル・ゴーダ、十二歳。春はまだ始まったばかりだ。







　あとがき







　蛇へびといえば、二十二のとき行ったインドはジャイプールでのこと。

　とある店の中にいると、なにやら外が騒がしい様子。店の人に聞くと、

「スネークマスター、スネークマスター」

　と言います。

　どうやら近くに蛇使いが現れたようです。

　私も子供たちのあとを追いかけたかったのですが、英語が嫌いで理系に進んだ私の語学では、どこに行けばいいのか聞きだせず、しまいには「もう行ってしまった」とすげなく言われる始し末まつ。結局、サペーラは行ってしまいました。それだけが心残りでなりません。

　ちなみに、私が蛇使いに気をとられている間、店の親父おやじたちは私に塩入りチャイを出してエイプリルフールを楽しんだのでした。ホーリー（春の祭り）では軍人に色水を塗ぬりたくられるし（わざわざ道に検問を張って待ち受けていた）、インド人は意外とお茶ちや目めだ。




「白蛇の迷宮」は平成七年十月に書いた話です。この話を書き終えたら某ぼうゲームができる！　という目標を立てて書いた話なのに、あとがきを書いている今なお、そのゲームをやり続けているというのはどういうことでしょう（誰か私を止めてほしい……）。

　ところで、私は海外テレビのホームドラマが好きで、つい夕方になるとＮＨＫを見てしまいます（名付けにも役立つし）が、とくに好きなのはカナダ製の「アボンリーへの道」。モンゴメリ原作の、アン・シャーリーが活躍した数年後のアボンリーを舞ぶ台たいにくり広げられる物語です。なにが好きかって、主人公は子供たち、事件を巻き起こすのも子供たちなのに、ドラマのメインは大人たちの右う往おう左さ往おうするさまであるところでしょう。

　というわけで、今回は「アボンリー」みたいな子供が大騒ぎして、彼らを取りまく大人が慌あわてふためく話を書こう！　と思ったのでした。元気いっぱいの子供たちを気に入ってくれたら幸いです。

　仮タイトルだったのに担当さんに、「はったりがきくからサブタイトルにしましょう」と言われた「必殺お捜し人」は、高校時代の文化祭の出し物の名前から。外から来た人の依頼を受けて、学内の人を捜しだす集団だったような（しかし、必殺の意味は……）。

　本タイトルは、「今は伝奇っぽいのがうちの文庫の狙い目だよ」と前の担当に言われ、それらしいのを母が考えてくれました。私はもっと愛らしい奴をつけたのにっ（内容がバレバレでしょ、と、あいかわらず担当に却きやつ下かされた）。ハーレクインが好きな母は、「迷宮」と書いて「ラビリンス」と読ませたかったらしいのですが、それは私が却下しました。姉には「つまらないタイトル」と一笑されるし、困こまったものだ。

　最近また流行のトレジャーハンター。今は多くのスポンサーをつけて、大がかりな海中探査をするそうです。でも、宝が見つかっても国レベルの所有権問題になるそうで、ここはやはり、何十年かかってもいいから一人で潜もぐって、見つけた暁あかつきにはこっそり独ひとり占じめするべきではなかろうかと思います。その方が話になる……ならないか。

　それでは、また。




　平成八年五月十六日


小林めぐみ
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